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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　パルプピロシ

口絵・本文デザイン　越阪部ワタル
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プロローグ



01　納得できねぇ──『豆を納める』と書いて『納豆』。『豆を腐らせる』と書いて『豆腐』……どう考えても逆じゃない。ホント、納豆食うできねえ！（苦手意識）

02　遠慮しない＝ゲルぶっかけんぞ──その揺るがない公式に囚われた彼は、確かに悲しみのヒーローと呼べ……ないか。ただただ卑猥なゲル男だよコンチクショウ

03　そもそも『ヒーロー』の定義って何だろう……積極的に女の子に白濁とした液体ぶっかけてくるスタイルのコトじゃ絶対ないよな……

04　とうとう卑猥お下品ゲル妖怪に三くだり半が突き付けられる──とか、そういう話ではない。……え、違う……よね？

05　ヒーローの復活の下、ついに姿を現したのは、巨いなる白濁の王──今こそ、『ゲルの七日間戦争』の──始まりである（アカン）








　あとがき
















　プロローグ







　──下しも野の根ね隆たか良らが『ヒーロー』に憧あこがれ始めたのは、いつからだっただろうか。




　今はもう、セピアに色いろ褪あせてしまった思い出の中で、幼い男の子が佇たたずんでいた。夕暮れ時の公園は閑かん散さんとしていて、人の気配は感じられない。まだたった五歳の子供は、周りに誰だれもいないのをよくよく確かく認にんしてから、ぽそっ、と呟つぶやいた。

『チカラが……今日こそ、チカラがめざめる……ヨカンがするぜ……！』

　ぐっ、と拳こぶしを握にぎった男の子は、一本の大きな木の前に立ち、何やら決心したように頷うなずいてから、そこに昇のぼり始める。

　真横へと伸のびる太い枝に腰こしかけ、地面を見下ろすと、世界が違ちがって見える気がした。まだ年とし端はもいかない子供にとっては、それだけで足が竦すくむような恐きよう怖ふが襲おそってくる。

　だがしかし、ここから飛び降りれば、きっとそのショックでチカラが目覚めるだろう。何の根こん拠きよも無いが、彼はそう信じていたのだ──テレビで見た特とく撮さつのヒーローも、確かそんな修しゆ行ぎようをしていたし。

『……う、うん、ダイジョーブ。オレ、えらばれしアレだし……だからゼッテー《異能チカラ》にめざめるし……まちがいねーし。……だ、ダイジョーブだしっ！』

　自分自身に言い聞かせようと、震ふるえる声を何度も漏もらしてから──すっ、はっ、と短い呼吸を繰くり返し、ぎゅっ、と目を瞑つぶり。

『うっ──うりゃあああっ！』

　彼は、ついに木の枝から身を投げ出し──そして。

『──ぴっ、ぴゃあああ!?　こ、こわいー！　だ、だれか……たすけてぃーん!?』

　早々に後こう悔かいの声を上げるあたり、子供とはいえ行き当たりばったりすぎる気はした。

　とはいえ、後悔しても後の祭り。既すでに飛び降りてしまった男の子は、もはや地に落ちる以外に道は無い。大おお怪け我がしてしまうかもしれない、と涙なみだ目めになった目を瞑り、地面との衝しよう突とつを覚かく悟ごした──が。

『ぎゃあー!?　……って、あり？　……あ、あれ、いたくない……？』

　ぼふんっ、とクッションに飛び込んだかのように、柔やわらかな感かん触しよくに受け止められる。恐おそる恐る、閉じていた目を開いてみると、

『……ほぇ……？　え、こ、これ……風？　……はっ、まさか!?』

　自身の体を支えるかのように、大気が渦うずを巻いていた。まさか、まさか『異能』に目覚めたのか──と目を輝かがやかせかけたが、そうではなかったとすぐに知る。

『──少年、大だい丈じよう夫ぶかい……大丈夫だね？』

『……えっ？　え、えっ……えっ!?』

　渦を巻く大気が男の子の体を運び、とん、と地に足をつけさせる。驚おどろきに目を丸くする彼が、その瞳ひとみに映したのは──マントを羽織った、若い男性の姿。

『!?　あ、あ……《正義ア・ジヤステイス》さん!?　テレビにでてるっ……』

『む。私を、知っているのかい？　うむ……如何いかにも、私こそが《ヒーロー》だっ』

『！　《ヒーロー》っ……ほ、ホンモノだぁっ。う、うわー、うわーっ……あ、あの、オレ、《正義》さんのコト、カッケェーって思ってて……人助けとかして、すごいなって……お、オレも、《正義》さんみたいになりたくって、そのっ……』

『……ふむ、なるほど。察するところ、先ほどキミが飛び降りていたのは、ヒーローたる《異能》に目覚めんと欲ほつしたため……かな？　……むう』

　幼い子供にしてみれば分かりにくく、ややまどろっこしい言い方をした『正義』は──ふっ、と口元に笑えみを湛たたえ、首を横に振ふりながら口を開いた。

『感心しないな、少年──力を求める気持ちは分かる。が、《異能》はそんな無茶なやり方で目覚めるモノではない……怪け我がをしてしまっては、元も子もないぞ』

『！　ぅ……ご、ごめんなさぃ……』

『……だが、安心したまえ』

『…………う？』

　素す直なおに謝った男の子の頭に、ぽん、と手を置いた正義は、優やさしい声で語りかける。

『キミが《ヒーロー》になりたいと願うなら──キミはきっと、いつか《異能》に目覚めるだろう。きっと、目覚めるはずだ……うむ、間ま違ちがいない』

『！　ほ、ほんとっ……？　ほんとにオレ、目覚めるっ!?』

『ああ、本当だとも。……少年よ』

　にこり、笑みを深めた『正義』が、堂々と胸を張って言い放つ。

『この私を──《ヒーロー》の言葉を、信じたまえ！』

『──！　う、うんっ……うんっ！』

　自信たっぷりな『正義』の言葉に、男の子は瞳を輝かせ、何度も頷く。

『正義』は微笑ほほえみを浮うかべたまま男の子に背を向け、『異能』を揮ふるって巻き上げた大気の上に乗り、マントを翻ひるがえして浮ふ遊ゆうし始めた。

『では、私は往いく──悪を挫くじき、人々の悲しみの涙を拭ぬぐい去るために！　それでは、少年よ。達者で──精しよう進じんするのだぞ！』

『！　あ、あのっ……オレ、オレっ……』

　ぶわり、風を周囲に拡散させながら飛び上がった『正義』へと──男の子は、叫さけぶ。

『オレ──下野根隆良っていいます！　オレも、いつかゼッタイ……《正義》さんみたいな《ヒーロー》に、なりますからぁー！　がんばりますからぁー！』

『うむっ、その意気だ、少年！　……いや』

　ちゃっ、と顔の横で手をかざした『正義』が、夕焼け空へと飛び去りながら、自身を輝く眼まな差ざしで見つめてくる彼へと言葉を残す。

『下野根隆良くん──決して、忘れるな！　キミが《ヒーロー》を目指す限り、私は……《ヒーロー》は、常にキミと共に在る──！』

『はっ──はいっ！』

　そうして風のように去って行った『正義』の、その姿が見えなくなっても──男の子は、日が暮れるまで、ずっと見つめ続けていた。

　これが、彼と、『正義』との出会い。

　下野根隆良と──『ヒーロー』との、出会いの記き憶おく。







　01　納得できねぇ──『豆を納める』と書いて『納豆』。『豆を腐らせる』と書いて『豆腐』……どう考えても逆じゃない。ホント、納豆食うできねえ！（苦手意識）







「ひっ……うきゃああ!?　何なのこのゲル、きもっ……うえええきもいぃぃぃ!?」

　昼時の公園で、一人の女性が白はく濁だくと蠢うごめくスライムの如ごときゲルにからめとられ、悲鳴を上げていた。あまりにも惨むごい光景ではあるが、しかし彼女は被ひ害がい者しやではなく犯罪者──信じられないことに、ゲルを操あやつっている人間こそが、むしろ法の番人なのである。

「ふっ……『絡んで離さぬ粘液の楔ゲル・オブ・ズィ・バインド』……自じ販はん機き窃せつ盗とうのアウトロー、確保……容易たやすい仕事だぜ……」

　何やら斜はすに構えて格好つけたポーズで現れたのは、『政府公認ストレンジャー』である、下しも野の根ね隆たか良ら──更さらに彼の隣となりに、雷らい轟ごう魅み神かんが金色に煌きらめく長ちよう髪はつを靡なびかせつつ並んだ。

「はあ……全く、もう。こんな小物相手に、私達が出動する必要なんてあったのかしら？　……まあ最近じゃ、アウトローもこんなのくらいしか出て来ないんだけど」

　軽くため息を吐つきながら、魅神が不満の声を漏らす。

　隆良達が大規模アウトロー組織『再世リ・バースデイ』を打だ倒とうしてから、数週間──アウトロー全体の動きは、鎮ちん静せい化の一いつ途とを辿たどっていた。隆良が逃にがした『元・再世』の玲れ愛あ達が、どうやらアウトローを更こう生せいして回っているらしいという噂うわさもある。

　しかしそれ以上に、最近ではテレビに映らないことのほうが稀まれとなった『ヒーロー軍団』の存在が大きい。どこからともなく現れては、悪行を働くアウトローを『政府公認ストレンジャー』よりも迅じん速そくに打倒する、自治体のような存在になっていた。

　アウトロー達は『ヒーロー軍団』を恐れてか、表立った悪行を控ひかえるようになっているのが現状だ。時々通報を受け、こうして出動するも、魅神の言う通り大した相手は出て来ない。ふう、と再度のため息を吐きながら、魅神は隆良へと語りかける。

「まあ、平和になってる分には、イイコトなんだけど……『ヒーロー』だとかを目指してるバカ隆良にしてみれば、物足りないんじゃないの？　……どう？」

「……ふっ」

　首を横に振った隆良が、少し間を置いて──厳おごそかに口を開いた。

「轟ごう然ぜんたる大戦を求むるは氾はん濫らんなる心しん魂こん……英えい雄ゆう譚たんは一たるを全として翕きゆう然ぜんと集つどわん（訳・おいおい、なーに物ぶつ騒そうなコト言ってんだっつーの……ヒーロー道ってのは地道な一歩一歩の積み重ねで成り立ってんだよ、これも大事な任務だろーが）」

「あの、バカ隆良？　ナニ言ってるのか全く分かんないんだけど、ちょっと？」

　いきなり理解に難かたい言語を口走る隆良へと、微び妙みように困り顔の魅神が語りかける。何やら不安げに金色の髪かみを指先でいじる彼女に、隆良はニヒルな笑みを浮かべつつ答えた。

「冠かん絶ぜつなる雷いかずちの使徒、冲ちゆう天てんを舞まう激情を操り穏おだやかなる童わらべ歌うたに興じよ（訳・おいおい魅神、こんな簡単な対話くれー余よ裕ゆうで理解しろよ、ったく）」

「いやもうホントに分かんないから！　バカ隆良が故障しちゃったんだけどー!?」

　意味不明な状態の隆良に、魅神が戸と惑まどい続けていた、その時──艶つややかな桃もも色いろの髪をかき上げながら、夜よ侘わびが微笑みを浮かべつつ助け舟ぶねを出してきた。

「困こん惑わくする汝なんじの叫びは遠えん雷らいの響ひびきにも似たり（訳・どうやらお困りのようね、魅神）」

「なんか夜侘ちゃんまで変な感じでキタ！　何なのこの状じよう況きよう、疲つかれるんですけど！」

「旧ふるき縁えにしを振り翳かざし、かくも交われぬ道どう化けの理ことわり……其その惑いに失しつ笑しようを禁じ得ん（訳・ていうか幼おさな馴な染じみとか言いながら、これくらい分からないなんて……魅神もまだまだだよね～、ぷぷっ）」

「意味分かんないけど何かムカツク！　ていうか普ふ通つうに喋しやべりなさいよね、もうっ！」

　助け舟かと思ったら、そんなことは無かったんだぜ……と、どうやら魅神には大不評であることを察した隆良が、不ふ機き嫌げん顔で口を開いた。

「んだよ、魅神……せっかく『絶対正義ジヤガー・ノート』さんに追いつくために、普段の言動にも気を遣つかってんのによ……文句ばっか言うなっての」

「いや、そうは言うけど──うん、ちょっと待って。アンタの憧あこがれてるヒーローさんとやらも、日常的にそんな言動してるの？　アンタ的にはそういう認にん識しきなの？」

「おうっ、当たり前だろ！　何てったって『ヒーロー』なんだぜ……!?　そりゃもう、常つね日ひ頃ごろからこういうクールでカッケェー感じ、出しまくってるっつの！」

「いや、まず別にクールでもカッコ良くもないし、見てて痛々しいんだけど……」

「そそそんなコトねーだろ!?　カッケェーっつの……カッケェーっつの！　『絶対正義』さんレベルになりゃ、そりゃもう寝ねてる時さえこんな感じだし！　きっと！」

「そんな人類イヤすぎよ、バカ……ていうかどんだけ例のヒーローさんに夢見てんのよ、バカね。バカ隆良はバカ隆良らしく、でイイでしょ。まあどっちにせよバカっぽいけど」

「お前は俺をどんだけバカバカ言いたいワケ!?　そこまで俺を貶おとしめてーのか！」

　隆良がいつもの口調に戻もどると、魅神ともいつも通りの口くち喧げん嘩か──それを眺ながめていた夜侘が、周りを気にしながら慌あわてて声を掛かけてくる。

「ちょ、ちょっと二人とも……こんなトコで喧嘩しないでよっ。周り見てってば！」

「あん？　……あ」「なによ、夜侘ちゃ……うっ？」

　隆良と魅神も、同時に気付く。捕つかまえたアウトローは黒服に連行され、平へい穏おんを取り戻した公園内には、まばらにだが人の姿が見え始めていた。隆良がアウトローを捕まえている際、公園の外から野次馬のように情勢を見守っていた子供とその母親達だが──今は隆良と魅神を遠巻きに眺め、何やらヒソヒソと囁ささやき合っている。

　さすがにバツが悪くなったのか、隆良と魅神は顔を見合わせて互たがいに頷うなずき、一時休戦を決める。軽く頭を搔かいた隆良が、少しばかり気の抜ぬけたため息を漏もらした。

「はあ……ったく、上手うまくいかねーな、イマイチ……」

「ん？　……ナニよ、バカ隆良。変なため息吐いて……何か悩なやみ事ごとでもあるワケ？」

「んあ？　ああ、いや、悩み事、って程ほどでもないけどよ……は～あ」

　再びため息を吐いた隆良の心境は、実のところ少しばかり複雑だ。先ほど『一歩一歩の積み重ねで成り立つ』と言ったのは、噓うそではない──が、『絶対正義』やトーヤのいる『ヒーロー軍団』は相変わらず活かつ躍やくしていることを思うと、落ち着かないのも確かなのだ。

　更さらに『ヒーロー軍団』の話が出るたび、思い出さずにいられないのは──無表情以外の顔を見た覚えのない、しかしどこか子供っぽくて放ほうっておけない、銀髪の少女。

（ったく……ルーネのヤツ、引ひっ越こしの準備が終わったら、俺らのトコに来るって言ってたけど……『すぐ』っつー割に、遅おそすぎじゃねーか？　何か、微妙に心配なんだよな、アイツ……つっても、どこに居るか分からんから、迎むかえにもいけねーし）

　どうにも考え事の多い隆良にフラストレーションが溜たまるのも、無理からぬこと。珍ちん妙みような言動で気分を紛まぎらわせようとしていたのも、このあたりが原因なのかもしれない。
















　むう、と腕うでを組んでルーネの顔を思い浮うかべる隆良──だが、しかし。

「……むっ」「……にゃうっ」

　何やら察知したらしい魅神と夜侘が、ずずいっ、と同時に隆良へとにじり寄る。

「ちょっと、バカ隆良……アンタ今、誰だれかのコト考えてた？　ねえ、ちょっと？」

「隆良のコトだし……どーせルーネさんあたりでしょ？　そうだよね？　当たり？」

「……ヘヒィッ!?　な、何だよ……いやまあ、ご名答だけどよ。つっても、心配してるだけだぜ？　ていうかそもそも、お前らに問い詰つめられる謂いわれなんて──」

「「…………あん？」」

「いや怖こわい怖い。何でお前ら二人揃そろって凄すごんできてんの？　普段はしょっちゅう張り合って喧嘩してるクセに、こういう時だけ息ぴったしすぎじゃね？」

　隆良の言い分は尤もつとも──というか魅神は、先ほど隆良が取っていた珍妙な言動は理解できなかったくせに、こういう時は不思議と敏びん感かんである。夜侘も夜侘で、注目を受けるからと仲ちゆう裁さいしていた姿はどこへやら、先ほどより注目を集めているのも気にしない。

　何なんだ一体、と詰め寄ってくる二人から目を逸そらした隆良が、ふと公園の一角へ視線を向けると──

「ああもう、落ち着けっつの…………ん？」

「────ふぎゃっ」

　どてっ、と音を立てて、幼い少年が転んだのが目に入る。それには気付かずまくし立て続けてくる魅神と夜侘を尻しり目めに、隆良はその少年へと歩み寄った。

「むっ、ちょっとバカ隆良、話はまだ終わってな──ん？」

「にゃ……隆良？　きゅ、急にどうしたの？」

「………………」

　魅神と夜侘には答えず、無言で少年に歩み寄った隆良が、不意に微笑ほほえみを浮かべる。

「ふ、ふええ、いたい……う？」

「少年よ──大だい丈じよう夫ぶか？　ほれ……立ちな」

「！　あっ……う、うわあっ……」

　隆良に手を差し伸のべられ、涙なみだ目めだった少年は、泣くのを止やめ──

「うっ……うわあああ!?　さっき女の人にきもちわるいゲルぶっかけてた……げ、ゲルよーかいだァァァ！　ゲルよーかい話しかけてきたァァァ!?」

「ふっ……どうした少年、恥はずかしがらなくてもいいんだぜ……この『ヒーロー』に対して緊きん張ちようする気持ちは分かるが、いつまでも寝転がってちゃあ……」

「オオオちかよんじゃあねぇぇぇ！　マザー……たすけてマザアァァァァ！」

　少年は転んだ痛みなど忘れたように、がばっ、と起き上がり、母親の下もとへと駆かけていく──さすがに可哀かわい想そうだと、魅神と夜侘が隆良に向けて憐れん憫びんの眼まな差ざしを向けるが、

「ふっ……子供ってのは恥ずかしがり屋だな、ったく。しかしまあ、涙を忘れさせて自らの力で立ち上がらせるのも、『ヒーロー』のカリスマ性ってコトか……ふっ」

「何でバカ隆良、そんなにタフなの？　少しは傷ついたりするトコじゃないの？」

「へへっ、ああいうの見てると、何か昔の俺を思い出すぜ……そう、『ヒーロー』に憧れたあの日、俺も似たようなコトがあってなァ……」

「アンタ、あんなに激しく拒きよ絶ぜつしてたの？　いや私はその時のコト知らないけどさ、絶対に違ちがうでしょ。もうちょっと現実を見なさいよね」

　呆あきれながらも律りち儀ぎにツッコむ魅神だが、夜侘は何やら温かい微笑みを浮かべていた。

（ふふ、隆良ってば……子供とか、力ない護まもるべき人には、不思議と優やさしいんだよね……そういうのこそ、隆良の『ヒーロー』らしさなんじゃ──）

　うん、うん、と夜侘が頷いていると──先ほど隆良へと拒絶反応を示していた少年が、魅神と夜侘へ向けて遠くから手を振ふってきた。

「あっ、『雷らい神じん』のおねーちゃんと、炎ほのおのおねーちゃんは、いつもカッコイイって思ってますー！　がんばってね、『政府公認ストレンジャー』さんー！　おうえんしてますー！」

「ん？　ああ、はいはい、『雷神』ですよー……もう、こんな可愛かわいくもない通り名が知れ渡わたっちゃってるの、すっごい不本意──」

「おう調子のんなよお前らァァァ……！　この俺こそ『ヒーロー』なんだからな……！　ちょっと人気あるからって天てん狗ぐになってんじゃねーぞオーラァァァイ……!?」

（そしてアタシ達に対するこの心の狭せまさである。何なのなの。もう）

　夜侘も思わず遠い目をするが、隆良は二人への威い嚇かくを止やめ、気を取り直した。

「……へっ、まあいいし……何せ俺には、『絶対正義』さんから教わった『ヒーロー』としての心得があるんだからよ……誰に何と言われようと気にしねーもん。へっ、へっ」

　多分に気にしている様子だが、たとえ拗すねても挫くじけないのは、魅神の言う通りタフである。と、ちょうどその時、通信機を通して何やら慌てた声が響いてきた。

『っ──た、大変です、下野根くん、雷轟さん、夜侘ちゃん！』

「フオッ、ヱリコ!?　な、何だよ、急に……ん？　大変って……まさか事件か!?」

『あ……し、下野根くん……えっと、事件は事件なんですけど……あの、その……』

「！　ま、マジでか!?　ナニがあった？　アウトローか？　それともなんか、新たなる巨きよ悪あくの出現……とか!?　へっ、腕が鳴るぜ……このヒーロー様に任せとけっつの！」

『え、えと、えと……その、何て言ったらイイのか……ぅ、ぅぅ……』

「？　何だよ……何でそんな言いにくそうにしてんだ？　なあ、ヱリコ……おーい？」

『ぅ……そ、それは……っ、～～～っ！』

「？　??」

　声こわ色いろからも戸惑っていることが分かるヱリコに、隆良が首を傾かしげていると──そこまで言い淀よどんでいたヱリコが、ついに通信機越ごしに声を送り込んできた。

『実は今、この街に向けて、進しん攻こうしてきてる人達がいて……その、それが──』

「！　ンだとぉ……？　へっ、どこのどいつか知らねーけど、イイ度胸だぜ！　このヒーローたる俺様が率いるチームで、返り討うちにして──」

『──《ヒーロー軍団》なんですっ──！』

「………………」

　ヱリコが叫さけんだその名に、室内の空気が凍こおり付く。隆良も思わず呆あつ気けに取られていたが、混乱しながらも辛かろうじて口を開いた。

「……い、いや、ナニ言ってんだ？　そんなワケねーだろ……アレだよな、間違いだろ？　で、一体どこの誰がこの街を攻せめてきてるっつーんだ？」

『え、う……そ、その、えと、何て言えばいいのか……』

「あ、そっか！　『ヒーロー軍団』が攻めてきてるってのは、報告とかしてきたヤツの勘かん違ちがいで……ホントはこの街で何か事件があって、駆けつけてきてんじゃね？　なっ？」

『え？　え、えっと……と、とにかく、詳くわしい話はこちらでしますからっ……研究所に戻ってきてくださいっ！　……ご、ごめんなさい、下野根くん……お願いしますっ』

「あ、おい、ヱリコ!?　……な、何なんだよ……なあ？」

　逃にげるように通信を遮しや断だんしたヱリコに、隆良が迷子のような目を魅神と夜侘に向けるが──二人は明めい瞭りような答えを返すことができず、沈ちん黙もくするしかなかった。




　研究所へ帰ってきた隆良達と、先に部屋で待機していた沙さ凪なぎと氷こお莉り、そしてアリアが揃い、いつも通りのメンバーが、大スクリーンを食い入るように見つめていた。

　そこに映るのは、政府の別施し設せつが送ってきた映像。トーヤの率いる『ヒーロー軍団』が、政府施設を破は壊かいし、『政府公こう認にんストレンジャー』を攻こう撃げきしている姿だった。

　スクリーンを凝ぎよう視ししていた沙凪と氷莉が、互いに怪け訝げんな表情で会話を交かわす。

「にゅ……見たところ、ルリやルーネと、リーザや『絶対正義ジヤガー・ノート』の人はいないみたいですケド……確かに『ヒーロー軍団』の人達ですの。一体、どうなってますの……？」

「……？　??　ナニ、これー……さすがのわたしも、イミわかんないよー……？」

　くりっ、と氷莉が首を傾げたのと、ほぼ同じタイミングで、トーヤの投げた『爆ばく破はダーツ』がアップになり──爆破の音と共に、スクリーンは砂すな嵐あらしの映像に閉とざされた。

　ザザー、と耳みみ障ざわりな音が響ひびく中、ヱリコがディスプレイの音源を通して報告する。

『……《ヒーロー軍団》は国内各地で、政府ストレンジャーの教育施設や研究所、また《政府公認ストレンジャー》の防衛基地を破壊してまわり……今はこの街の、旧市街から見て外側に集結しつつあります。次の標的はこの街だ、と結論付けられていて……』

「……そうか、状じよう況きように余よ裕ゆうは、それほど無いのだな……分かった。ヱリコちゃん、それで『ヒーロー軍団』の奴やつらは今、どれくらい集まってきている？」

『は、はい、アリア師し匠しよう……といっても、まだ王おう真ま燈とう矢やさんを含ふくめ、数人程度と──え？　あ、れ、聞こえまっ……通信、ガッ、調子、おかし──ガガ、ガ──』

「？　ヱリコちゃん、どうした？　……？　何だ、通信不調か？　おかしいな、メンテナンスは欠かしていないというのに……」

　急に音声が乱れ、耳障りなノイズが室内に響いた──かと思いきや、ぷつん、と音を立ててノイズは唐とう突とつに落ち着く。

　アリアがきょとんと首を捻ひねりながら、ヱリコへと声を掛かけようとした、次の瞬しゆん間かん。

「……ヱリコちゃん、もう大丈夫なのか？　……ヱリコちゃ──」

『──コンニ、チハ。《政府公認ストレンジャー》ノ、皆みなサン──聞コエテ、イマスカ。今、ソチラヲ、ハッキングシ、声ヲ、届ケテ、イマス』

「……────!?　なっ……何っ!?」

『……聞コエテ、イルヨウ、デスネ。オヒサシブリ、デス、アリアサン。コチラハ、《絶対正義》ノ──メッセンジャー、デス』

　スクリーンから不意に響いた機械音声に、アリアが勢い良く顔を上げ、他の面々も驚おどろいた表情をしながら声に集中する。

『モウ、オ気ヅキ、デショウガ、《ヒーロー軍団》ハ、アナタガタノ、街ヘ向ケ、進攻シテイマス。《絶対正義》ノ──彼ノ、メッセージハ、次ニ、ナリマス』

　一つ間を置いて──固かた唾ずを吞のんで耳を澄すます室内の面々に、機械音声は続けて言った。

『《ワタシハ、ワタシヲ忘レタ、コノ世界ヲ──許サナイ》』

「────！」

　がばっ、と顔を上げたのは、隆良──意味が分からず呆気に取られる魅神達を差し置いて、嚙かみつかんばかりの勢いでスクリーンへと詰め寄る。

「おいっ──誰だか知らねーけど、意味分からんコト言ってんじゃねーぞ！　あの人がっ……『ヒーロー』が、ンなコト言うワケねーだろ！　ふざけんじゃ──」

『……《絶対正義》カラノ、メッセージハ、以上デス──ソレデハ、失礼、シマス』

「おいっ……待て！　話はまだ終わってねぇ！　逃げんじゃねえっ……」

『ピ、ガ、ガガ────…………』

「…………くそっ！」

　ぷつり、スクリーンの電源はあっさりと落とされ、隆良が口くち惜おしげに液えき晶しようを叩たたく。

　再びの静せい寂じやく──あまりにも突とつ然ぜんすぎる出来事の連続に、誰だれもが頭を抱かかえずにいられない。『絶対正義』と『ヒーロー軍団』が敵に回ったことを理解するのだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　ただ、『絶対正義』に不信感を抱いだいていた魅神だけは、小声でアリアに話しかける。

「ねえ、アリア……やっぱり『絶対正義』には、裏があったってコトよね？　でも、自分を忘れたこの世界を許さない、って……変じゃない？　テレビでもヒーローだとか持て囃はやされてるのに、何で忘れたなんて……ん？　……アリア、聞いてる？」

「ッ……おかしい……これではあまりにも……」

「？　アリア……どうしたの？　ねえ、アリア？」

「……いくら何でも、早すぎる……！　こんなタイミングで、なぜ……」

「！　そ、そうよね……つい最近、表おもて舞ぶ台たいに復活して『ヒーロー軍団』なんて作ったと思ったら、コレだもん……こんなに行動が早いんじゃ、対策もナニもない──」

「……あ、いや、魅神、そうではなく……何と言えばいいかだな……うーん……」

「？　アリア……なに？　何か気になるコトでもあるの？」

　魅神は怪訝な表情をするが、アリアは質問に答えあぐねるばかりだ。首を傾げる魅神だが、その横で沙凪と氷莉も疑問を呟つぶやく。

「というか、そもそも『絶対正義』はどこにいるんですの？　『ヒーロー軍団』とは一いつ緒しよにいないみたいですし……トーヤにべったりのルリまでいないなんて、変ですの」

「んー、いないっていえば、ルーネちゃんもだよー。ルーネちゃん、こんなコトしたがらなそうだしー……でもリーザさんがいないのも、なんかアヤシイんだよねー……」

「「う～ん……」」

　ここで悩なやんでみても、答えなど出るはずもない。それでも考えずにはいられず、会話を交わすが──そこで夜侘の上げた声により、ざわめきは鎮ちん静せい化することになる。

「──ね、ねえ、隆良っ……だ、大だい丈じよう夫ぶ!?　あ、あの……ねえっ」

「！　そうだ、隆良くんはっ……」「！　バカ隆良……！」

　真っ先に隆良を心配した夜侘に、アリアと魅神も続き、彼の様子を注視する。憧あこがれていたヒーローの、突然の奇き行こう──それを前にした彼の衝しよう撃げきは、果たして如何いかほどか。

　室内の仲間達が、一いつ斉せいに隆良を見つめる中──当の本人はというと。

「……っ……」

　ギリッ、と苛いら立だたしげに歯は嚙がみし、ようやく動きを見せたかと思えば。

「────くそっ！」

　ばんっ、と再度、スクリーンの液晶を叩き、訳が分からずうなだれるしかなかった。




　その後アリアは、『絶対正義』について彼女が調べた情報を、隆良達に伝えた。

　過去に『正義ア・ジヤステイス』を名乗っていたヒーローが凋ちよう落らくし、失しつ脚きやくしたこと──その間接的な原因は『政府公認ストレンジャー』の発足にあったこと。

　今までアリアは隆良の気持ちを慮おもんぱかって伝えなかったが、もはやそんな事を言える状況ではない。あるいはこれこそ、『絶対正義』が世界に牙きばを剝むいた理由かもしれないのだ。

　そして、アリアから話を聞き終えた隆良は、暫しばらくして──ゆっくりと口を開いた。

「……いや、やっぱ、おかしい……それくらいのコトで『絶対正義』さんが、いきなりこんなコトするなんて、納なつ得とくできねぇ……何か、もっと理由があるだろ……何か……」

　自信なさげに呟く隆良だが、そんな彼へと魅神は焦じれた様子で反論する。

「バカ隆良……そ、そんなコト言っても、現にこうして『絶対正義』は行動を起こしたじゃない！　大体アンタ、『絶対正義』の人ひと柄がらとか、そこまで知ってるワケじゃ──」

「待て、魅神──私も隆良くんと同意見だ。これだけが、『絶対正義』が世界に牙を剝いた理由だとは、私も思っていない」

「！　あ、アリア……でもそれじゃ、ヤツはどうして……」

　話を遮さえぎるように割り込んできたアリアに、魅神が躊躇ためらいがちに尋たずねる。アリアは口元に手のひらを当てて考え込みながら、己おのれの見解を語った。

「『絶対正義』は……過去の一時期とはいえ『ヒーロー』を名乗って人々を救おうとした人間だ。それは純じゆん粋すいに正義感による行こう為いだったはずだし……そんな彼が、今しがた私が述べた程度の理由で世界を憎にくむなど、正直なところ考えにくい」

「ん……言われてみれば、そうかもだけど……じゃあ、何が本当の理由だっていうの？」

「それは……すまない、私にも分からない」

　それも当然だろう、と聞いた魅神自身も考える。いくらアリアでも、何でも知っている訳ではない──と思いきや、アリアの言葉はそこで終わらなかった。

「だが──恐おそらく真実を得ているであろう人物を、私は知っている。先ほど『絶対正義』のメッセンジャーを名乗っていた者……政府施設の厳重なセキリュティをいとも容易たやすく搔かい潜くぐり、通信設備をハッキングした存在……そんなことが可能なのは、『[image: α]アルフア』だけだ」

「!?　『[image: α]アルフア』って……ま、まさか!?」

「ああ、魅神は聞いたコトがあるだろう──彼女は、以前にキミ達が交戦した『Ⅰワン』と同じく、『元・政府最高位ストレンジャー』の内の一人だよ」

「────！」

　アリアの言葉に、魅神だけでなく夜侘達もざわめき始める。そんな動どう揺ように応こたえるかのように、アリアは『[image: α]アルフア』に関する情報を語り始めた。

「『[image: α]アルフア』──『電子自在操作』の異能を持つ、『元・政府最高位ストレンジャー』の中でも最年少の天才少女だ。約十年前、彼女が六歳の頃ころ『政府公認ストレンジャー』の制度が発足し、それから政府に所属し続けているため……年ねん齢れいは、キミ達と同年代だな。彼女はその異能を巧たくみに操あやつり、自身の操る『電子』を通して、全世界の電子機器にアクセスし、それを利用してどんな情報でも掌しよう握あくするコトを可能とする……彼女が手に入れられない情報は一つとして無い、『総すべてを知る女』と言われているほどだよ」

　全世界の情報を掌握する人物──明らかにとんでもない話を聞かされて、はっ、と夜侘が何か思い出して声を上げる。

「！　あ、アリアお姉さま、もしかして……ついこの間まで所在の摑つかめなかった『再世リ・バースデイ』の居場所を割り出したっていうのは、その『[image: α]アルフア』っていう人なんですか!?」

「うむ、ご名答──彼女には今も『政府公認ストレンジャー』の肩かた書がきがぶら下がってはいるが、しかし『絶対正義ジヤガー・ノート』側に与くみしているコトは確かのようだ。裏はリーザから取ってある。……とはいえ、なぜ与するのか、その理由までは分からないが……」

「そ、そうなんですか……あ、でも、そんなにすごい情報力を持った人なら……隆良の憧れたヒーローさんがこんなコトする本当の理由も、確かに知ってるかもっ……！」

　夜侘の発言に、アリアがこくりと頷うなずく。ならば『[image: α]アルフア』に問いただせば、『絶対正義』の真意を測ることが出来るかもしれない……が、しかし。

「だが、問題があるとすれば……依い然ぜんとして進しん攻こうを続けている『ヒーロー軍団』だ。彼らに対応せねばならないことを考えると、それほど戦力は割さけない」

「！　……あ……」

　アリアの言葉に、夜侘も思わず沈ちん黙もくし、室内の面々も判断に迷う。

　どうすべきか、暫しばしの沈黙を経てから──がたん、と音を立てて立ち上がったのは、隆良だった。仲間の顔を一人ずつ見回して、どこか申し訳なさそうな表情で口を開く。

「皆みんな……頼たのむ！　俺をその『[image: α]アルフア』ってヤツのトコへ、行かせてくれ！　『ヒーロー軍団』が迫せまってるコトも、余裕なんてねーコトも、分かってる……けどっ！」

「………………」

「俺は……真実が、知りたい……！　俺の憧れたヒーローが……『絶対正義』さんが、こんなコトするなんて……まだ、意味分かんねーんだ……信じられねーんだ！　だから、頼む……俺を、『[image: α]アルフア』のトコへ──！」

「好きにすればイイでしょ──バカ隆良」

「行かせ────へっ？」

　あっさりとした承しよう諾だくの言葉に、素すっ頓とん狂きような声を発してしまう隆良──『好きにすればイイ』と、彼にそう言ったのは、魅神だった。

「全く、こっちがイヤがっても、勝手に突つっ走って行っちゃうようなバカのクセに……『頼む』だなんてアンタらしくないわよ。違ちがうかしら、リーダーさん？」

「！　魅神……」

「まあ、そんな焦あせった顔して他のコトに気を取られてちゃ、そっちのほうが危なっかしいし……気になるコトは、さっさと片付けて──いつものアンタに戻もどりなさいよね」

「……お、おお……おお？」

　魅神の言葉は相変わらず素直でないが、隆良を気き遣づかっていることだけは確かだ。それは隆良にも伝わり、つい不ふ明めい瞭りような声を漏もらすが──続けて魅神は頰ほおを赤らめて言う。

「……て、ていうかアンタがいたって、『ヒーロー軍団』との戦いにはそんなに関係ないわよ。アンタの下品なゲルなんて、役立たずなんだからっ」

「お……オファアンッ!?　んなっ……言ったな魅神!?」

「言ったわよ、事実なんだから仕方ないじゃない……ふんっ。バカ隆良の、ゲールっ」

「『ばーかっ』みたいな感じでゲルって言うなァァァ！　悪口みてーだろが！」

　少し良い雰ふん囲い気きになりかけたと思えば、やはりいつもの口くち喧げん嘩か。切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようでも相変わらずの二人の口喧嘩が激化してしまう前に、アリアが口を挟はさんできた。

「ふふっ、まあまあ……落ち着きなさい、二人とも。さて、隆良くん……私も魅神と同じ意見だ。キミが『[image: α]アルフア』を捜さがしに行くコトを、止める気はない」

「！　お、おお……恩に着るぜ、アリア！」

「いや、恩に着る必要は無い──『絶対正義』の真実を知る以上に、重要な項こう目もくがある。それは、『絶対正義』の現在の所在を知るコトだ。恐らく『[image: α]アルフア』なら、彼の所在も知っているだろう……『[image: α]アルフア』を速すみやかに確保し、『絶対正義』の居場所を探さぐり出す。これもキミに与あたえる、重要な任務だ！」

「！　……ああ、分かった……俺だって、『絶対正義』さんと直接話してぇ……任せとけっつの！　おしっ、そんじゃ早さつ速そく、いってく──」

　今にも駆かけ出しそうな隆良だが、その直前にアリアがもう一声を上げる。

「──が、しかし！　我々は、あくまでも『チーム』だ。単独行動は許さない……夜侘ちゃんを一緒に連れていくコト、これが条件だ！」

「……にゃっ!?　ふえ……あ、アタシ？　い、イイんですかっ？」

　唐とう突とつに指名されながらも表情を輝かがやかせる夜侘に、アリアは真しん剣けんな表情で頷く。

「うむ。魅神は我々の最大戦力として、対『ヒーロー軍団』には欠かせないし──かといって『[image: α]アルフア』のほうでも戦せん闘とうが起こるのは間ま違ちがいない。今や多様な戦いができる沙凪ちゃんや、広こう範はん囲いを凍こおらせるコトのできる氷莉ちゃんは、集団戦でこそ輝くと思うし……ここはＡランク・ストレンジャーとして優すぐれた力を持つ、夜侘ちゃんが適任だと私は思う」

「な、なるほど……はい、任せてください！　えへへ……隆良、よろしくねっ！」

「ああ……頼たよりにしてるぜ、夜侘。……悪いな、付き合わせちまって」

「え？　あ……う、うん……うん？」

　頼られて嬉うれしい気持ちもある夜侘だ、が──少しばかり違い和わ感かんを覚える。いつもの隆良なら『別に俺一人でも充じゆう分ぶんだけどな！』と強がりそうなのに、不思議なほど素直だ。

　やはりまだ、戸と惑まどいが大きいのか──隆良の感情の機き微びを敏びん感かんに察知した夜侘の横から、少しばかり不満そうな沙凪と氷莉が声を掛かけてくる。

「むう……隆良様に風を吹ふかせられるわたくしこそが、適任だと思いますケド……まあ、今回は夜侘に譲ゆずりますの。二人とも、気を付けるんですのよ？」
















「ま、わたしもホントはめんどーで、ヤだけどー……トクベツ、たからパパとよわびニャンコのカオをたててあげるよー。カンシャ、してよねー」

「沙凪、氷莉……ああ、悪い……頼むぜ！　よし、そんじゃ──」

「その代わり──この戦いが終わったら、ゲルを２００リットルほど所しよ望もうしますの！　ふむ、ゲル風ぶ呂ろか……うむ、悪くねぇですの……」

「わたしも、これおわったら、５ふあいぶだらだらをヨウキュウするよー。１わんだらだらにつき、たからパパはイチニチ、わたしのだきまくら……よし」

「悪いし『よし』じゃねぇぇぇ！　お前らどんな時もぶれなすぎだろ!?　ゲル離ばなれとだらだら離れしねーと、いい加減どっちも社会復帰が難しくなりますよコレェ!?」

　至し極ごく尤もつともな隆良の意見に、けれど沙凪と氷莉は口を揃そろえてブーイングする。

　相変わらずの二人に疲つかれる隆良だが、そんな彼へと夜侘が語りかけた。

「ま、まあまあ、隆良……ほらほらっ、こんなコトで疲れてる場合じゃないよっ。時間に余よ裕ゆうなんて無いんだから……それじゃアリアお姉さま、まずは──」

「！　そうだな、夜侘……おし、行くぜ！　しっかり付いて来いよぉぉぉ！」

「『[image: α]アルフア』っていう人の居場所を──ままま待って隆良ぁー!?　場所！　場所が分からないのに、どこ行くの!?　やっぱり物もの凄すごく焦っちゃってるのー!?」

　夜侘の声も聞こえていないのか、隆良は何処どこかへと一目散に突っ走る。行き場の無い手を伸のばす夜侘に、アリアが冷静に語りかけた。

「……まあ、『[image: α]アルフア』の居場所についての目め処どは立っているから、ヱリコちゃんとの通信を介かいして隆良くんにも伝え、誘ゆう導どうしてもらうとしよう。ヱリコちゃん、頼むぞ？」

『──はいっ、話はちゃんと聞いてましたから、任せてくださいですっ！』

「ああ、お願いするよ。……さて、夜侘ちゃん」

「あ、は、はい……それじゃ、行ってきますね……」

「いや、ちょっと待ってくれ──キミに、渡わたしておきたいモノがある」

「──にゃっ？　え、えっと……？」

　呼び止められて首を傾かしげる夜侘に、アリアは一通の封ふう筒とうを手渡しながら語りかけた。

「夜侘ちゃん……キミも分かっていると思うが、今の隆良くんには余裕が無い。キミのサポートが必要だ……頼むぞ」

「！　は、はい、任せてください！　アタシ、隆良の『宿星の片割れスター・パートナー』ですから！」

「ふふ、スター何とかはよく分からんが、頼もしいな。……けれど、もし万が一のコトがあれば……キミから隆良くんに、キミの判断で……コレを手渡してもらえるかい？」

「え？　あ、えっと……な、中を見ても？」

　封筒には、封がされていなかった。夜侘の問いに、アリアが一つ頷くと──夜侘が封筒の中から、一枚の用紙を取り出して確かく認にんする。

「え……──!?　アリアお姉さま……こ、これって！」

　驚おどろいたように顔を上げた夜侘の眼めを、アリアは真っ直すぐ見つめながら呟つぶやいた。

「本当に、万が一の時、だ。それが隆良くんに必要だと思えば……その時は、頼む」

「っ……あ、アタシは……」

　何やら答えを逡しゆん巡じゆんしていた夜侘だが、すぐさま顔を上げて声を放つ。

「アタシは──きっと必要ないって、信じてますっ。そ、それじゃ、アタシ……隆良を追いますからっ！　じゃ、じゃあ皆みんなも、気を付けてねっ！」

　封筒に用紙を仕し舞まい込み、夜侘は隆良を追いかけて走り去る。そんな彼女の背中を、アリアが小さく微び笑しようを浮うかべて見送ると──ずいっ、と魅神が顔を寄せてきた。

「……アリア、夜侘ちゃんに、ナニを持たせたの？　何か……大事なモノ？」

「ん、ああ……アレはな。…………」

　答えようとしたアリアが、一度言葉を止め──改めて、続けた。

「……いや、夜侘ちゃんの言う通り、必要なければ何でもない……ただの紙切れになるだけの、取るに足らないモノさ。わざわざ気にするほどのことでもない」

「む。……ナニよ、アリアってば、また隠かくし事ごと？　あーあ、アナタのそういう思わせぶりなトコ、良くないと思うけどなぁー」

「ふふ、いじめないでくれよ、魅神。……さあ、そんなコトより、これから大一番だぞ。『政府公認ストレンジャーチーム』──出動だ！」

　アリアの合図と共に、魅神が先頭に立ち、沙凪と氷莉がそれに続く。

　と、しかしアリアだけは、魅神達とは別方向へ歩いていく。彼女は指揮官のような立場でもあるから、当然かと魅神も思ったが──どうやら違うようだ。

「さて、それでは──私も少し、野や暮ぼ用ようを済ませてくるよ」

「？　野暮用、って……何のコトよ、アリア？」

「ん……まあ、保険というかな。『[image: α]アルフア』以外にも真実を得ていそうな者に、ダメ元で当たってみるというか……ん、いや、大したコトじゃない。……そうだな、ただ」

　魅神達には背を向けたまま、ぴっ、とアリアは右手をかざしながら言い放つ。

「旧友に──会いに行くだけさ」

「！　旧友、って……まさか」

　魅神が呟くも、アリアは言葉で答えず、横顔で笑みを見せ──何処かへ歩いていく。

　アリアの背中を見送り終えてから、魅神は軽く目を閉じて、

「……ん、よし……」

　隆良と夜侘、アリア──それぞれの武運を祈いのってから、

「さあ、行くわよ──沙凪ちゃん、氷莉ちゃん！」

「──おうっ！　ですのっ！」「おーっ、がんばるよ、みかんママー」

　活眼を開いた魅神は──沙凪と氷莉を引き連れ、戦場へ向かわんと気合十分に歩み出した。




　隆良達の住む新市街からは、最も離れた旧市街──全体の街の外側に当たる部分で、ここには民間人は元より、アウトローも住み着いてはいないらしい。

　魅神と沙凪と氷莉は、この場所で『ヒーロー軍団』を待ち構えていた。『ヒーロー軍団』はまだ姿を見せていないが、進攻方向から計算すると、必ずここでぶつかるようだ。

　腕うで組ぐみして立ち尽つくしていた魅神が、通信機を通してヱリコと会話する。

「さて……『ヒーロー軍団』、ね……私からすればバカバカしい名前だけど、テレビとかで見る限り、随ずい分ぶんと活かつ躍やくしてるみたいじゃない。……それだけ強いのかしら？」

『はい……正直に言って彼らの戦力は、まだ計り知れないモノがあります。強力なアウトローでも苦戦するコトなく倒たおして、なおかつ《正義のヒーロー》の名の下もとに、同じ志を持った強力な仲間を増やしていき……雷轟さん達や《再世リ・バースデイ》の人達とはまた違う思想で《軍団》という協力体制を作り上げて戦力を増やし続ける、特とく殊しゆな集団といえます』

「……厄やつ介かいなのは個々の強さだけじゃない、ってワケね……はあ、でも『正義のヒーロー』とか言いながら私達を攻せめてくるあたり、意味分かんないわね」

『そ、そうですよねっ。……でも、何て言えばいいか……《正義》という思想で結束し、迷うコトもなく、目の前の障害を打ち破ろうとする……迷いの無い弾だん丸がんのような彼らは、かつてない強敵だというのは、確かで──』

「……ねえ、あのさー。それってつまり……」

　沈しずんだ声で伝え続けるヱリコを遮さえぎり、氷莉が声を上げる。

「わたしたち、いまからそんなヤッカイなのと、たたかわないといけないのー？　……うええ……なんかもー、すっごいメンドーなたたかいになりそなヨカンー……だよー」

『！　あ、それは、その……た、確かにそうなんですけどっ……ご、ごめんなさいっ、不安にさせるようなコトばかり言っちゃって！　あの、わたしがホントに皆みなさんに言いたかったのは、そんなネガティブなコトじゃないんですっ！』

「？　えー……ヱリリン、どゆコト？」

『はいっ……確かに《ヒーロー軍団》は、結束した強大な力を持ってます……けどっ！　それを言うなら皆さんの結束力だって、絶対に負けてませんっ！　わたしは戦えないけどっ……でもその分、皆さんのコト、見てきましたからっ……分かるんですっ！』

　先ほどまで『ヒーロー軍団』の脅きよう威いを語っていたヱリコが、慌あわてて前向きな言葉を連ね始める。熱のこもった口調で、魅神達へと激げき励れいを送ろうとしているようだ。

『そ、そもそもですねえっ、《ヒーロー軍団》なんかより、皆さんのほうが先に結成して、長くチームとして戦い続けてたんですっ。そんな皆さんが、あんな良く分からない人達に、負けるコトなんてありえませんっ！　そう、えっと、えっと……あ、だからっ』

「……ぷっ……ふ、ふふっ……あははっ」

『皆さんの絆きずなのチカラで──は、はうっ!?　え、あ……ら、雷轟さん？』

　励はげまそうとする声を笑い声に遮られ、ヱリコが戸惑いの声を送ってくる。対する魅神は笑いを堪こらえながら、ヱリコへと穏おだやかな口調で語りかけた。

「ふふっ……ごめんごめん、高たか橋はしさん。でもね、そんな必死で励まそうとしなくても、平気よ。私達は相手がどんなトンデモない奴やつらでも、気き後おくれしたりしないわ」

『！　……ら、雷轟さん……』

「全く、もう……心配性しようなんだから。……ていうか氷莉ちゃんも、イジワルよね？」

『……え、えっ？』

　ヱリコの戸惑う声を受けながら、魅神は微笑みつつ氷莉のほうへと視線を動かす。

「『ヒーロー軍団』の脅威を語ってる時の高橋さん、ちょっとずつ声が暗くなってたの……自分で、気付いてなかったでしょ？　ふふっ、でも氷莉ちゃんが口を挟はさんでからの高橋さんは、元気な声を送ってくれたわ。きっと氷莉ちゃんは、それに気付いて……アナタの激励を引き出すために、茶々を入れたのよ。……ねっ？」

「ううん、わたしはホンキで、メンドーなたたかいになりそーだなー、ヤダなー、っておもっていっただけだよー」

「そこは噓うそでも肯こう定ていしときましょ？　何かもう、知ったような口でアナタの思おも惑わくを真ま面じ目めに考察してた私がアホみたいじゃない。ちょっとは空気読みなさいっつうの」

「だらだらハートに、ウソはつかないっ……それがわたしのポリシーだよーっ」

「そんな信念こそ怠なまけなさいよ。だらだらにポリシーもナニもないってのよ。大体ね、いつもいつも怠けすぎだし、少しは普ふ段だんからやる気を見せなさいって──」

『……ぷっ……あ、あははっ』

「！　…………」

『も、もぉ、皆さん……今から大変な戦いなのに、な、何でそんなにいつも通りなんですかぁ……変ですよう……ぷっ、あはっ』

「……ふふ、高橋さん……やっと笑ってくれたわね？」

『んっ……は、はひっ？』

　思いがけない言葉で素すっ頓とん狂きような声を送ってくるヱリコへと、魅神は和なごやかに返す。

「それでイイのよ、高橋さんは。気負わず、どっしり構えて……オペレーターとして、私達をしっかりサポートしてよね。戦いは私達に任せて……私達を信じて、ね？」

『！　あっ……わ、わたし……』

「それで、見事に勝った私達を……笑って、出で迎むかえて？　だから、高橋さん──……」

　一度、言葉を区切り──魅神は改めて、言葉を送る。

「応おう援えん、よろしくね────ヱリコ」

『えっ。……えっ!?　今、わたしの名前……ら、雷轟さっ……あっ』

　何やらしどろもどろになるヱリコへと──続けて声を送る少女が二人。

「ちょっとちょっとー？　なかよしなのは、ケッコーだけどー……わすれられたら、やるキなくなるよー？　ねー、ヱリリン？」

『！　氷莉ちゃん……』

「ふふん、まあ心配せず、この……ウルトラゴージャス・スペシャルデリシャス・エクスペクトパトローナムお嬢じよう様さまに任せて……大船に乗った気でいなさいですのっ」

『沙凪ちゃ……いや何か呪じゆ文もんみたいなのが入ってますよ!?　……ぷっ、ふふっ……』

　沙凪と氷莉に妙みような軽口を送られ、ヱリコはどこか、肩かたの荷が下りたのを感じた。そして、すう、と大きく息を吸い込んでから──ヱリコは、改めて言い放つ。

『……皆さんの勝利を、信じています──頑がん張ばってください！　沙凪ちゃん、氷莉ちゃん……──魅神さんっ！』

「ええ、任せなさいっ──ヱリコっ！」

　ヱリコの言葉に答えた魅神の瞳ひとみには、確固たる意志が宿っていた。誰だれが相手でも、決して負けはしない──真っ直ぐに前方を見み据すえ、そこに立つ。

（さて、と……私達の相手も、ちょうど到とう着ちやくしたみたいね）

　魅神の眼が捉とらえたのは、離はなれた距きよ離りから悠ゆう々ゆうと行進してくる十名前後の『ヒーロー軍団』。どうやらまだ集結しきっていないようだが──先ほど研究所のスクリーンで見た時と変わらず、王真燈矢は表情に憤ふん怒ぬを湛たたえ、魅神達を目視して冷たい言葉を放ってくる。

「……やあ、汚けがらわしい政府のストレンジャー共……わざわざ、お出迎えかい？」

　知らない顔ではないトーヤの、明らかな敵意の籠こもった声に──けれど魅神は怯ひるむことなく、悠ゆう然ぜんと腕組みしながら答えた。

「ご挨あい拶さつね、王真燈矢。ま、お出迎えと言えなくもないけど……そのまま尻尾しつぽ巻いて帰ってもらうコトになるわよ。ただ、なぜこんなバカな真似まねを始めたのか……それくらいは、今ここでハッキリしてもらうけど」

「ふん、キミ達『政府公こう認にんストレンジャー』共に教える義理はない。……義理はない、が……下野根隆良は、どこにいる？　姿が見えないようだが……」

　きょろきょろと辺りを見回し、隆良の姿を捜さがすトーヤには、沙凪が答える。

「隆良様なら──今、『絶対正義ジヤガー・ノート』の真実を探さぐりに行ってますの！　ふふんっ、アナタ達はどーやら隠かくしてるみたいですケド……時間の問題ですのよっ。きっと隆良様が、すぐ『絶対正義』の過去を暴あばいて、ココに駆かけつけてくるはずですのっ！　にゅふふ──」

「……そう、か……ふっ、はははっ……そうか、それは好都合だ」

「……にゅ、にゅおっ!?　んなっ……ナニを笑ってるんですの！　ちょっと──」

「下野根隆良が、『絶対正義』の秘ひめられた過去を知れば──彼も、間ま違ちがいなく僕ら『ヒーロー軍団』に……『絶対正義』に付くだろう。ふっ……手間が省けるよ」

「は？　……はあああ!?　ですの！　そんなワケないですの、バカじゃないですの!?」

　完全否定する沙凪に、魅神と氷莉も同調する──が、トーヤだけは見下したような笑えみを浮うかべながら、確信を籠こめた口調で言葉を放つ。

「ふっ……キミ達には、分からないさ。これは彼に……『絶対正義』に憧あこがれた者にしか分からない『痛み』だ。キミ達には、言うだけ無む駄だだろうけどね」

「……ふん、ナニ言ってるのか意味不明ね。バカ隆良がいくらバカだからって……アンタ達みたいな大バカになんて、ならないわよ。アイツをバカにしないでくれる？」

「……キミほどバカバカ言っているつもりは、無いけどね。まあ、言うだけ無駄だと言っただろう──キミ達『政府公認ストレンジャー』は許されざる《悪》として、ただ僕達に殲せん滅めつされれば……それでいい」

「！　ふん、話が通じないのは、相変わらずね──！」

　臨戦態勢に入るトーヤを見て、魅神は身構えながらも考える。

　ほんの少し前、ヱリコから激励を受けたのは、まさに絶好のタイミングだった。気力が充みち満ちているのを、はっきりと感じる──それは、沙凪と氷莉も同じようだ。今の魅神達は、誰にも負ける気がしない。

　兎とにも角かくにも万ばん全ぜんの魅神達と、怒いかりに燃えるトーヤ、ついに激げき突とつ──かと思いきや、

「──アナタ達、ちょおっとお待ちなさーいっ！」

「──!?　は、は!?　だ、誰!?」

　ぶつかり合う直前、甲かん高だかい声が矢のように突つき抜ぬけて、魅神の出足を挫くじかせる。声が聞こえてきた上方を見上げると──高所に陣じん取どっていたのは、大きなリボンを頭に飾かざり、随ずい所しよにフリルをあしらったヒラヒラの服を纏まとう、謎なぞの少女だった。

「そこまでよ、悪の『政府公認ストレンジャー』！　あたし達『ヒーロー軍団』に危害を加えるつもりなら……このあたしが、許さないわっ！」

「は？　……い、いや、誰が悪よ、誰が！　ていうか、攻めてきてるのは『ヒーロー軍団』のほうでしょうがっ……人を勝手に悪者にするんじゃ──！」

「おだまりなさーいっ！　アナタ達『政府公認ストレンジャー』が悪の手先だというコトは、既すでにお見通しなの！　よ～くお聞きなさい！」

　魅神の話はほとんど聞かず、ポーズを取った彼女は威い勢せいよく口上を述べ始める。

「己おのれの罪を闇やみに伏ふす、悪逆無道な政府の所業──空に煌きらめくお星さまに代わって、この『占星天使アストレア』が──アナタ達を、成敗しちゃうゾ☆」

「は、はあ……？　……──!?　『占星天使』って……まさか!?」

「うふふ……とおーうっ！」

　驚おどろく魅神を尻しり目めに、高所から飛び降りた『占星天使』と名乗った彼女は、見事に着地し──何やらカワイコぶったポーズを取っていたところ、トーヤに話しかけられる。

「……『占星天使』……茶化しているのかな？　僕らは遊んでいるつもりは無い……『絶対正義』のため、そして真の正義を示すため、敵を排はい除じよしなければ──」
















「むむっ。トーヤたんったら、あたしだって大真面目よっ。失礼しちゃうわ、ぷんすこ☆　……その証しよう拠こに、今から悪の政府幹部『雷らい神じん』を、倒たおしちゃうんだから☆」

「！　なによ、アンタ……私と、やる気？　ていうか幹部って何なのよ、幹部って」

　いきなり自身の異名を呼ばれ、更さらには妙な地位につけられた魅神が眉まゆ根ねを寄せると、通信機を通してヱリコの声が届いてきた。

『──み、魅神さん、あの人もしかして、政府のデータベースにも名前がある……』

「……ええ、ヱリコ、分かってる……面めん倒どうな相手ね」

　ふう、とため息を吐ついた魅神に、話が摑つかめず首を傾かしげる沙凪と氷莉だが──そんな二人には、ヱリコが通信機越ごしに情報を伝えてくる。

『あの《占星天使》と呼ばれた女の人は……この街からは離れた、別の街で有名だったストレンジャーさんです！　《ヒーロー軍団》に加入する以前から、一いつ般ぱん人に危害を加えるアウトローから人々を護まもっていたとかで……ピンチの時には颯さつ爽そうと現れる《正義のヒロイン☆》と、巷ちまたでは人気だったそうですっ』

「にゅお……あのトーヤと同じで、正義の味方気取りって感じですのね……でもあの微び妙みようにイタいキャラ、隆良様とか夜侘に近いモノを感じますの」

『さ、沙凪ちゃん、意外と毒どく舌ぜつですね……あ、でも、彼女が第一級の実力者であるのは間違いないそうですっ。少なくともデータ上に、敗北の経歴は一いつ切さいないくらいで……ただ、能力がイマイチ不ふ明めい瞭りようで、彼女と戦った相手にも、よく分からないんだとか』

　政府のデータベースにありながら、能力が不明瞭とはどういうことなのか──疑問に囚とらわれる沙凪と氷莉だが、魅神は冷静に現状を眺ながめて呟つぶやく。

「……けど、有名なのは『占星天使』だけじゃないようね」

『えっ……──！　あ、あの人はっ！』

　のそり、『ヒーロー軍団』の中から歩み出て、『占星天使』の横に並んだのは──杖つえをついた、高こう齢れいの男性だった。この場に、しかも『ヒーロー軍団』の面子メンツに交じっているのは、どう考えても不自然に思えたが、ヱリコは焦あせった声を立て続けに送ってくる。

『あの人は《老ろう匠しよう》……！　十年前に《異能》に目覚め、その時から既にご高齢だったにも拘かかわらず《政府公認ストレンジャー》として功績を上げ続けたっていう……！』

「ふーん……最近、政府から姿を消したって聞いてたけど……まさか『ヒーロー軍団』にいるなんてね。一体どういうつもりなのかしら」

『は、はい……でもあの人の《異能》なら、データにしっかりありますよ！　《自身が触ふれた石や岩を操あやつる》っていう……《老匠》さんが《異能》で操る石は、まるで魂たましいが籠もっているかのように動き回るんだとか……！』

「そう……事前に能力が知れるのは、大きいわね。……でも、前に出てきた割に、動きが無いのは不気味ね……一体、ナニを企たくらんでるのかしら？」

　魅神は警けい戒かいを強めて身構えるが、やはり『老匠』に動きは無い。それを不ふ審しんに思ったのは彼の仲間である『占星天使』も同じようで、怪け訝げんな表情をしながら語りかけた。

「？　おじーちゃん、どーしたの？　あっ、もしかして、手伝ってくれるのカナ☆　もー、心配しなくてイイのにー。このあたしに任せておいても──」

「……なあ、おい……」

「！　……な、なーに？　おじーちゃん……」

　ぼそり、低い声を漏もらした『老匠』に、『占星天使』を含ふくめてその場にいる全員が固かた唾ずを吞のみ、彼の続く言葉を待つ。そして『老匠』が、ついに再び口を開いた──！

「飯はまだかのう……ばあさんや？」

「「「しょ──少々おボケでらっしゃる───!?」」ですのォー！」

「ていうかあたし、ばーさん呼ばわりは捨て置けないんですけどー!?　撤てつ回かいしてー!?」

『占星天使』の憤ふん慨がいもひとしお、敵味方でも何人かが声を揃そろえてしまう。本当に何でここにいるのだろう、このおじいちゃん。

　さて、少しばかり出で端はなを挫かれたものの、通信機の向こうで気を取り直したヱリコが、軽く咳せき払ばらいをしながら『ヒーロー軍団』の情報を送ってきた。

『……こ、こほんっ。でも《占星天使》さんや《老匠》さんだけじゃなく……ここへ集結しようとしている後続の《ヒーロー軍団》には、元は外国で勇名を馳はせていた人もいるそうです。アメリカでダーク・ヒーローと謳うたわれていたアウトロー潰つぶしのアウトロー《無法の法アウト・ロウ》や、フランスの義ぎ賊ぞく《魅み惑わくのカルメン》まで……！』

「こ、こほんっ……海外にまで手を伸のばしてる、ってコト？　節操ないわね、全く……それにしても、ルリやルーネちゃんの姿は、やっぱりどこにも無いわね……」

『は、はい……あっ、もしかして、お二人は参加してないんじゃ!?　こんな戦い、葛くず代しろさんもルーネさんも嫌きらいそうですし……戦いが始まる前に《ヒーロー軍団》のおかしさに気付いて、《ヒーロー軍団》を抜けたんですよっ、きっと！』

「……そうね、それならそれに越こしたコトは無いんだけど……でも気になるし、楽観視はできないわ。警戒だけはしておきましょう。……さて、と」

　気を引き締しめる言葉を呟いた魅神が、今にも飛びかかってきそうな『占星天使』の動きを察知し、彼女を真っ直すぐ見据える。

「さあっ、『雷神』さん……年ねん貢ぐの納め時なんだからっ！　このあたしの正義の『異能』で……星に代わって断罪しちゃうんだからっ☆」

「……ふん、付き合ってられないわね。さっさと終わらせてもらうから……沙凪ちゃん、氷莉ちゃん。コイツは私に任せて、『ヒーロー軍団』をけん制しててね」

「んい、まあ仕方ないですの、気を付けますのよ──魅神！」

「できるかぎり、はやくおわらせて、コッチてつだってよねー……よろしくー」

　沙凪は四色の蝶ちようを解放し、氷莉はゆらりと無造作に動き、同時に左右へ散開する。魅神と一対一の形になった『占星天使』は、ビシッ、とポーズを決めながら声を上げる。

「さあ、いくわよっ──この『占星天使』の必殺──！」

「ふん、どこからでもかかってきなさいよ……その瞬しゆん間かん、後こう悔かいさせてあげるわ。勝手に人を悪だとか言ってくれたコト──」

「『叶えて流れ星エストレイア・フルバースト☆』──喰くらいなさい、悪のビリビリ怪かい人じん『雷神』さん！」

「誰だれがビリビリ怪人よ張っ倒すわよアンタ!?　……は、え？」

　ついつい怒いかり声を上げてしまった魅神が、出端を挫かれつつ思わず目を丸くする──『占星天使』の頭上、何も無いはずの空間が突とつ然ぜんに歪ゆがみ、ぽかりと空いた黒い穴から、

「……えっ……な、あ……う、うそっ!?」

　何と無数の隕いん石せきが、魅神へ向けて降り注いできた──！

「ちょっ……────ッ！」

「!?　み、魅神──！　ですのっ！」「え……み、みかんママ、うそっ」

　突然の出来事に体が固まってしまった魅神へと、なす術すべも無く隕石が着ちやく弾だんする。散開していた沙凪と氷莉も、思わず顔が青ざめた。

　謎の『異能』を繰くり出した『占星天使』は、何やらドヤ顔しながら呟く。

「むふふ、悪の栄えた例ためしなし──これこそが正義の力よ☆　思い知ったかしら──」

「──あら、もう勝負が決まったと思うなんて……早計過ぎるんじゃないかしら？」

「ほへ？　……え、ええっ!?」

　隕石の着弾地点より後方から聞こえてきた声に、『占星天使』が驚きの声を上げる。そこには両足を電でん撃げきに変えた魅神が、丸っきり無傷で悠ゆう々ゆうと立ち尽つくしていた。

「『雷らい迅じん』──あの程度の攻こう撃げきで、私を仕留められると思わないことね」

「……！　あ、あのタイミングで避よけちゃうの……？　な、なんていうっ……」

「……着弾地点に隕石が残ってないところを見ると、さすがに本物の隕石を呼び寄せた訳じゃないみたいね……具象化したエネルギーを相手にぶつけるのが、アナタの『異能』かしら？　ふーん、なるほどね……攻撃性能は悪くないけど。大したコトないのね」

「!?　ななな……し、失礼だゾっ！　ビリビリ怪人さんめっ！」

「ふん、アンタほど失礼じゃないわよ。……さて」

　余よ裕ゆうの腕うで組ぐみをしていた魅神が、すう、と大きく息を吸い込み、大きな声を放つ。

「沙凪ちゃん、氷莉ちゃん──ボケっとしない！　さっきは少し驚いちゃったけど、この程度の相手、私一人で楽勝だから……アナタ達は、自分の仕事を全まつとうしなさい！」

「ふ、ふおっ!?　い、言われなくても分かってますのよっ！」

「ほっ……みかんママ、ダイジョブそうだねー……あんしん、あんしん」

「むむむ～っ……『雷神』っ……あ、甘く見ないでよネ！　はああっ……」

『占星天使』が大きく両腕を振ふり上げ、再び『異能』を揮ふるおうとする──

「もう一発、『叶えて流れ星☆』──」

「──一度見た技わざなんて、喰らう訳ないでしょ、バカね」

「……えっ……？　……ほ、ほえええ!?」

　──が、『占星天使』が両腕を振り上げて『異能』を発動するまでの間かん隙げきに、魅神は既に『雷迅』を使って彼女の真横に並んでいた。ほんの一瞬──瞬まばたき程ほどの間に勝負が決まる、それが『雷神』の実力なのだと、『占星天使』はここで初めて思い知らされる。

「っ……こ、これが『雷神』っ……う、ウソでしょーっ!?」

　もはや無防備な『占星天使』。魅神も勝利を確信する──が、しかし。

「ふん、さっさと終わりにするわよ──私の敵は、アナタだけじゃないんだから。『雷らい塵じん』────えっ？」

　電気化した足を元に戻もどし、両腕に電撃を[image: 迸]ほとばしらせようとする、そのほんの僅わずかな間に──魅神は自身の周囲を取り囲む、浮ふ遊ゆうする石や砂じや利りの数々を視し認にんした。

「……えっ……な、ナニ、これ？」

　摩ま訶か不思議な光景に再び呆ほうけてしまう魅神へ向けて──自身を取り囲んでいた石達が、突とつ如じよとして襲おそいかかってきた。

「……はっ!?　くっ……『雷らい陣じん』──！」

　咄とつ嗟さに電撃のビットを展開し、迫せまりくる小こ粒つぶの石や砂利を全すべて叩たたき落としていく。バチバチと電撃が石を弾はじく音が響ひびく中──ふっ、と魅神の頭上に影かげが差す。

「え？　……あっ!?　んっ──きゃあっ！」

　ほとんど勘かんを頼たのみに、魅神は地面へと身を転がしてその場を離はなれる。すると直後、魅神が先ほどまで立っていた場所に、ズドン、と音を立てて大岩が落ちてきた。

『雷陣』を発動していて他の技が使えない間に、勝負を決めにきた──いや、『雷陣』を使わせることが作戦だったのか。自身へ攻撃を仕し掛かけてきた人物を、魅神が睨にらむ。

「っ……『老匠』……アンタねっ……！」

「弱兵を囮おとりに本命で叩く……『八はつ卦け石将の陣』。うむ……うむ」

　頷うなずくのと同じタイミングで、トン、トン、と杖で地面を突つついた後──『老匠』は深い皺しわの奥、にやりと笑えみを湛たたえながら、杖の先せん端たんを魅神に向けた。

「気ィ抜ぬいてたら、人生なんてアッちゅう間だぜ──若人わこうど」

「…………っ！」

　ぎりっ、と歯は嚙がみする魅神に、『老匠』は飄ひよう々ひようとした態度で遊ぶように杖を振る。『老匠』をフリーにしていたのは、魅神達の完全なミスだ。『ヒーロー軍団』をけん制しなければならない沙凪と氷莉も、自らの失態に表情を曇くもらせる。『敵は《占星天使》だけではない』と言いながら油断してしまった魅神も、反省せずにはいられなかった。

（くっ……あの『老匠』、最初から『占星天使』を軸じくに、私を罠わなにハメる気で……いえ、まさか最初の言動も、私達を油断させるための罠？　……侮あなどれないっ……）

　俄にわかに『老匠』への警戒を強める魅神だが──『老匠』とは少し離れた場所で、『占星天使』が不意に瞳ひとみを輝かがやかせた。

「！　チャ～ンス……隙すきだらけよ、ビリビリ怪人さん！　今度こそ喰らいなさーい！」

「っ、だから誰が怪人で……ああもうっ、かかってきなさいよっ！」

　常つね日ひ頃ごろから『ゲル妖よう怪かい』と言われている隆良も、こんな気分なのだろうか──思わずそんなことを考えてしまった魅神だが、それにしてもいつの間にか『占星天使』のペースに乗せられてしまっている気がする。『怪人』呼ばわりを反問しきる暇ひまもなく、マイペースすぎる『占星天使』の攻撃に襲われようとしていた。

「さあ、いくわよ、ビリビリ怪人さんっ☆　喰らいなさい……この『占星天使』必殺の～……『教えてお花さんフロース・デス・ドウーム♪』！」

「だ、だから怪人じゃ……ッ、舐なめるなって言ってるでしょっ！　アンタの攻撃は、もう見切ったわ！　あんな隕石くらい、いくらでも避けて──えっ？」

　身をかがめ、『雷迅』で相手の懐ふところに潜もぐり込もうとした魅神が、異様な雰ふん囲い気きに戸と惑まどう──先ほど『占星天使』の頭上に出ていた黒い穴が、今度は彼女の眼前に出ていた。そこから隕石が発射されるのかと思いきや、どうも違ちがう。

「なっ────あっ!?」

　何と、黒い穴から飛び出してきたのは──無数の太い植物の蔓つる。見るからに痛々しい棘とげを持ったそれを、不用意に近づきかけていた魅神は慌あわてて方向転てん換かんして躱かわす。

「くっ、なんっ、でっ……ら──『雷らい儿じん』ッ！」

　電気化した足を元に戻し、両腕をしなる鞭むちのような電撃に変え、次々と襲い来る茨いばらの蔓を叩き落とそうとする。目まぐるしい乱撃戦の最さ中なか、魅神は混乱しながらも『占星天使』の『異能』の正体を予測した。

（具象化したエネルギーを相手にぶつけるのが『占星天使』の『異能』……それが間違いでなければ、まさかあの子が言う『お星さまにお願い』とか『花占うらない』とか……そういう『占い』を強いイメージとして具象化してるっていうの!?　能力がイマイチ不ふ明めい瞭りようだっていうのも、彼女の持つイメージによって攻撃方法が毎回違うなら、当然……！）

「むふふっ……今日の花占いの結果は『勝ち☆』なんだから──今日のあたしは、全勝確実っ！　勝利はあたしのためにあるのー☆」

「！　何が占いよ、そんなので、私が負けるワケっ……ない、でしょ……ッ！」

　魅神は強がるも、『占星天使』の攻勢は尋じん常じようではない。魅神が劣れつ勢せいに立たされていると見た沙凪が、翠すい緑りよく色の蝶を操あやつって慌ててサポートに回ろうとする──が、しかし。

「み、魅神──待ってますの！　わたくしが今、助けますの……『風来神使ルフ・シルフ』──」

「……む？　アレは……はっ!?　ぬうっ！」

「え……あ!?　ろ、『老匠』……!?　魅神、気を付けますの！」

「え？　沙凪ちゃん……ッ!?　なっ、しまっ……！」

　沙凪の声で、魅神も気付く。この中で最も近い位置にいた『老匠』が、突如として老人とは思えない脚きやく力りよくを発揮し、魅神と『占星天使』のほうに駆かけ寄ってきたのだ。

「ウオオオ……おいっ、調子に乗んなよ、若わけェの……！」

　沙凪の『風来神使』も、間に合いそうにない──夢中で乱撃を放ってくる『占星天使』を捌さばくのに精せい一いつ杯ぱいの魅神は、『老匠』による攻撃を喰くらう覚かく悟ごをするしかなかった。

「くっ……『老匠』、この卑ひ怯きよう者っ……！　ふんっ、勝手にしなさいよ！　一発は、もらってあげる……けどアンタこそ、カウンターを喰らう覚悟はするコトねっ……！」

「さあ行くわよ、ビリビリ怪人さんっ！　正義の鉄てつ槌つい、下しちゃうゾー☆」

「だから誰だれが怪人っ……ああもう、鬱うつ陶とうしいし、しつこいのよ！　……っ」

「みっ──魅神──ッ！」

　もはや絶体絶命の窮きゆう地ちに、魅神は歯を食いしばり、沙凪は声を上げるしかない。

『占星天使』が最大の攻撃を繰り出さんと腕を振りかぶると──駆け寄ってきていた『老匠』もついに飛び上がり、絶ぜつ妙みようなタイミングで同時に襲しゆう撃げきしてくる──！

「うふふ、年ねん貢ぐの納め時ネ♪　さあ、観念して、退治されちゃいなさ──」

「──女の子にナニ乱暴しよーとしとんじゃー、ぼけ───っ！」

「い──あたしも女の子ォォォ！　ちょっとおじーちゃん誰に攻撃してるの!?　あたし、正義の味方！　そしてあなたの仲間なんですけど!?」

「「……あれっ」ですのうっ……」

　……が、しかし、『老匠』がフライング・クロスチョップをかましたのは、なぜか味方であるはずの『占星天使』だった。魅神を襲っていた棘の蔓は消え去り、沙凪も微び妙みような表情を隠かくせない中、『占星天使』は憤ふん慨がいの声を『老匠』に叩きつける。

「ちょっといい加減にしてよホントもう！　ていうかアナタだってさっき、その女の子達に攻撃してたでしょ！　敵はあっちよ、あっち！　間違えるナーっ！」

「ん？　お、あっち？　おー、あっちの団体さんがそうかえ。おっしゃおっしゃ、任せとけ。あんなゾロゾロ並んどる雁がん首くび、ワシなら一発じゃよ、一発ー」

「そのゾロゾロ並んでる雁首、全部味方ァァァ！　もうイヤ！　正義のヒロインたるあたしが言動乱れっぱなしとか耐たえられない！　『老匠』だか何だか知らないけど、何でこんなのが『ヒーロー軍団』にいるの!?　やりづらいんですけどっ！」

「ふっ、わしゃあ誰かを護まもるためにココにおる……ジジイでも『ヒーロー』やれるんじゃってコト、見せてやるわい。のう、我が孫まご娘むすめよ」

「あたしおじーちゃんの孫じゃないし、護るどころか今しがたフライング・クロスチョップ喰らったんですけど!?　敵じゃなく仲間を護ってよ！」

「………………」

『占星天使』にしてみれば災難だが、『老匠』が多少おボケになっているおかげで、窮地は脱だつした。が、有利になった訳では決してない。後続の『ヒーロー軍団』が来ることを考えれば、ここで一人でも多く倒たおしておかなければならないのに──魅神があれほど時間をかけたにも拘かかわらず、『ヒーロー軍団』の一人さえ倒しきれなかった。

（強い……だけじゃない。こいつら、思った以上に応用が利きく……『怪かい人じん』とか悪役みたいに決めつけてきて、いつの間にか、強ごう引いんにペースを握にぎられて……しかも敵を目の前に、あんなバカなやり取りするし、これじゃ、まるでホントに……）

　隆良を相手にしているようだ──そう考えかけて、魅神は大きく頭かぶりを振る。

（そんなはずない……こんなヤツら、バカ隆良と同じはずがないっ！　……でも、どうすれば、こいつらを倒せるの？　バカ隆良抜きで……このままじゃ、私達……）

　心が一気に沈しずんでいくのを実感しながら、魅神は小さく目を伏ふせた。

（『ヒーロー軍団』に、勝てな────は？）

　自身の脳のう裏りをかすめかけた後ろ向きな思いに、魅神自身、驚おどろいて顔を上げる。

（今……私、ナニを考えてたの？　勝てない……？　何でよ、今までどんな状じよう況きようでも、誰が相手でも、そんなの思ったコトないじゃない……この私が、何でそんな──！）

「──氷莉！　ちょっ、ナニしてるんですの!?　しっかりしますのっ！」

「……え!?　氷莉ちゃん、どうした──のっ？」

　沙凪の声に引かれ、魅神も氷莉の様子を窺うかがうと──彼女はなぜかふらふらとした足取りで後ずさり、『ヒーロー軍団』から距きよ離りを取ろうとしていた。そんな氷莉を見て、一体どうしたというのか、と沙凪が再び声を掛かける。

「氷莉、『ヒーロー軍団』に何かされたんですの!?　だ……大だい丈じよう夫ぶですの!?」

「……わたしは……わたし、は……」

「!?　氷莉……？　何ですの、何を言おうと……」

「わたしは、もう──はたらきたくないでござるー……」

「……こ──こんな時にだらだら病再発ですの───!?　ちょ、時と場合を選びなさいですの！　いい加減にしますの──」

「沙凪ちゃん、待って……違うわっ！」

「──もふゅいっ!?　え……み、魅神？　どういうコトですの？」

　魅神の上げた否定の言葉に、沙凪が驚きながらも問い返す。すると答えは魅神からではなく、通信機を通してヱリコからもたらされた。

『──皆みなさん！　まずいですっ……《ヒーロー軍団》の中心に……氷莉ちゃんの意識を低調させているストレンジャーがいますっ！』

「!?　『ヒーロー軍団』の中心、ですの？　……『風来神使』、いきますのっ！」

　沙凪が『異能』で操る翠緑色の蝶ちようが、風を巻き上げ、アリアお手製の超ちよう軽けい量りよう小型カメラを持って上空へ飛ひ翔しようする。そして、カメラを通して沙凪達が見たのは──

「……へ？　あの、ちょっ……ココ、戦場ですのよね？　なのに……『ヒーロー軍団』のど真ん中で、寝ね転ころがってる子がいますのよ……？」

　沙凪の言う通り、何やら一人の少女が、仲間達に囲まれて横になっている。一体、何をしているのか──疑問に思っていると、小型カメラのマイクが少女の声を拾った。

『……な、い……ぅ……』

「？　え……あの子、何かブツブツ言ってますの……一体、なんで──」

『はあぁ～……動きたくない働きたくない疲つかれただるい……もうヤダ、私なんで生きてるんだろ……はあぁ～あ、息するのも億おつ劫くう……』

「──こ、氷莉さえ凌りよう駕がするほどのダメ人間ですのーっ!?　いや、もはや生きる気力さえ窺えませんの！　生ける屍しかばねですのー!?」

「さなぎちゃん、ダメにんげんってわたしも？　ていうかわたしはだらだらにイノチかけてるだけで、ちょーいきるキまんまんだし……あ、でも、もういっか……いきるの、めんどいなぁー……うーん……」

「こ、氷莉にあの子の無気力が伝染してますの!?　何じゃこりゃぁ！　ですの！」

　大いに混乱する沙凪だが、その現象に関する説明が通信でヱリコから届く。

『落ち着いてください、沙凪ちゃん──これは、あの寝転がってる子の《異能》なんです！　《周囲のネガティブな感情を増ぞう幅ふくさせる》っていう……通つう称しよう《心労新婦マリツジ・ブルー》……！　能力にあまり有用性が見み出いだされず、政府公こう認にんではなく政府管理ストレンジャーだったんですが……まさか、《ヒーロー軍団》に確保されてたなんて……』

（！　やっぱり、これは『異能』による影えい響きようだったのね……！）

　ヱリコからの説明を受けて最も納なつ得とくしていたのは、つい先ほど自身の内に湧わいたごく僅わずかなマイナス感情を増幅させられた魅神だった。と、いち早く『心労新婦』の『異能』を理解した彼女は、何もせずとも倒れてしまいそうな氷莉へと声を掛ける。

「はあ……なんかもー、どーでもいいやー……わたしなんて、べつにいなくても──」

「氷莉ちゃん──しっかり、気を強く持ちなさい！　自分がいなくてイイなんて、この私にバカなコト聞かせるんじゃないわよっ！　お仕置きしちゃうわよ!?」

「──ぴゃっ。みかんママ、ごめん、ごめんってばーっ。じょうだんっ、このとーり、ゲンキだよー……って、ありゃ？　……わたし、なんであんなにしずんでたんだろ……」

（──そう、ネガティブな感情を増幅させるなら、根本となるマイナス感情を取っ払ぱらってしまえば解決する……『ヒーロー軍団』に影響を及およぼしてないのが、何よりの証しよう拠こ。アイツらバカだらけで、ネガティブとは程ほど遠とおいみたいだし。……と、いっても……）

　けれど改めて魅神は、『ヒーロー軍団』の脅きよう威いを思い知らされる。

（こいつらの脅威と理り不ふ尽じんな決めつけを前にして、イラつかず、ネガティブな感情も湧かせずなんて、誰にできるっていうのよ……こいつらは『心労新婦』を最大限に有効活用してる……バカだらけに見えて、この集団そのものが『勝利』に特化してる！）

　その勝利への執しゆう念ねんは、もはや異常と呼べるほどだ。戦せん闘とう直前にヱリコのおかげで昂たかぶった士気も、勢いも、全すべてを蹂じゆう躙りんして塗ぬり潰つぶそうとしてくる。

　そして、そんな『ヒーロー軍団』を代表して率いる人間が、ついに動き出した。

「──『占星天使』、『老匠』──いつまで遊んでいるつもりだい？　僕達には、やらなければならないコトがある……僕らの正義を示すために、戦わなければならないのに」

「「！　…………」」

　凍こごえるように冷たい声を発したのは、トーヤ──その声を受けて、『占星天使』と『老匠』が軽く頭を搔かきながら呟つぶやく。

「……むー、分かったヨ。そんな怖こわい顔しないで欲しいな、トーヤたん☆」

「トーヤぼーやが言うなら、まあ仕方ないのう……老骨に鞭むち打うってやるわ」

　明らかにアクの強い二人が、比ひ較かく的てきだが素す直なおに従っている。やはり、『ヒーロー軍団』の核かくはトーヤなのだろう。魅神は顔を顰しかめながら、トーヤへと声を掛けた。

「やらなければならないコト、ですって？　はんっ……一方的に喧けん嘩か売ってきてるクセに、一体アンタ達に、どんな大義があるっていうのかしら？」

「……とぼけるな。悪あく辣らつな『政府公認ストレンジャー』──『絶対正義ジヤガー・ノート』の怒いかりを、その身に刻んで果てるがいい」

「……はあ、ホント、説明さえせず一方的に決めつけて……アンタ、全く進歩が見られないのね。毎度毎度、めんどくさすぎるってのよ」

「ふん、好きに言っているがいい……どちらにせよ、僕らのやるべきコトは変わらない。眼前に蔓延はびこる悪を──駆く逐ちくするだけだ」

　うんざりとした言葉を吐はく魅神と、そして沙凪と氷莉に向け、並み居る『ヒーロー軍団』がとうとう戦闘態勢に入る。誰もが一流のストレンジャーで、そんな彼らのプレッシャーにさらされながらも、魅神はある人物のことを思い浮うかべた。

（ふん……イイわよ、やってやろうじゃないっ……ネガティブになんて、なるもんですか！　こんな時、アイツならきっと退ひかないんだからっ……！）

　体に電でん撃げきを[image: 迸]ほとばしらせ、一歩も退かぬ姿勢を見せつけながら、魅神は威い勢せいよく叫さけんだ。

「かかってきなさい──アンタ達は、この私がっ……ここで必ず、止めてみせる！」




　新市街にあるいつもの研究所からは離はなれた、旧市街に近い場所にある、政府所有のビル。元々は旧市街でアウトローなどが不ふ穏おんな動きを見せた時、すぐさま政府全体へ伝達するための見張りのような施し設せつだが、そこの長大な階段を隆良と夜侘が駆かけ上がっていた。

　アリアの情報によると、『[image: α]アルフア』はこのビルに居て、外に出ることは滅めつ多たにないらしい。それをヱリコから通信で聞いて、二人は一目散にここへと向かった。

　政府の関係者として入り込んだ隆良達だが、すぐにエレベーターを止められ、追われることになってしまう。どうやらここは既すでに『ヒーロー軍団』の手に落ちているらしく──しかし長い階段を駆け抜ぬけながらも、隆良のペースは一向に落ちることはなかった。

（っ……『絶対正義』さん……何で、この世界を許さないなんて……一体、何があったっていうんだよ……くそっ）

　過去に『ヒーロー』と会った、セピア色の思い出を脳のう裏りに浮かべながら、歯を嚙かみ鳴らす隆良に──付いていっている夜侘の表情も芳かんばしくない。

（やっぱり隆良、いつもと全然違ちがう……何かに後押しされるみたいに、無我夢中で……ねえ、隆良……本当に、大丈夫なの？）

　やはり焦あせっているのだろうか、と夜侘が心配そうな顔をする。と、そんな二人の進行方向に、警備の女性が立ちはだかる──が。

「──待ちなさい、アナタ達！　アリア総責任者の関係者とはいえ、ここから先は立ち入り禁止よ……この私の『異能』で、止めてみせる！　さあ、おとなしく」

「──『絡んで離さぬ粘液の楔ゲル・オブ・ズイ・バインド』ォ！」

「帰りなさ……ふぎゃあああ!?　な、ナニこれ……足が、ヌメ……え、エグッ!?」

　出会い頭がしらに粘ねん度どの高いゲルを放たれ、口上の途と中ちゆうで思い切り転んでしまう女性──いつもなら隆良こそ無む駄だ口ぐちを叩たたきそうなものだが、今の彼に無駄な動きは一いつ切さいない。

　そして隆良は、今しがた拘こう束そくした女性から、情報を引き出そうと語りかける。

「さて、ちょうどイイぜ……なあ、アンタ、このビルに『[image: α]アルフア』ってヤツがいるんだろ？　そいつが今、どの辺に……いや、どの部屋にいるか、教えてくれねーか？」

「!?　ふ、ふんっ……見くびるんじゃないわよ！　この私にも、誇ほこりはあるっ……たとえどんな目に遭あわされても、口を割ったりなんて──」

「ほぉぉぉ？　そんじゃ、遠えん慮りよなく……浴びやがれ！　ほ～れほれ、ゲ～ルゲル」

「い、いやあああ、入ってくりゅ……服の中に入ってくりゅのぉぉぉ。言います、何もかも全て洗いざらい話しますからぁ……お願い、やめてぇぇぇ」

「口割るの早いわ！　まあいい……ほれ、さっさと言わねーと、もっと──」

　更さらに追つい撃げきをかけようとする隆良──だが、それは夜侘に慌あわてて止められる。

「ちょ、待って待って、隆良っ……ダメだよ!?　その人、話すって言ってるじゃない！　それ以上やっちゃったら、もう悪役だよっ……ただでさえ見た目エグいのにっ！」

「え、エグくねーっつの！　あのな、中ちゆう途と半はん端ぱにしちまうと、ウソつくかもしんねーだろ……こういう時は、徹てつ底てい的てきに──」

「ダメだってば！　そんなの──『ヒーロー』のするコトじゃ、ないよっ！」

「！　………あ………」

　夜侘の言葉を受け、隆良は言葉を詰つまらせる。バツの悪い顔をしながらも、隆良は片手で頭を搔きつつ、夜侘に語りかけた。

「ワリィ、夜侘……冷静じゃなかったよな、俺。ホント、らしくねー……はは、ナニ焦ってんだろうな……ったく、これじゃ魅神にバカって言われても、仕方ないぜ……」

「！　隆良……ううん、大丈夫っ。いつもの隆良に戻もどってくれれば……まあいつもの隆良も、基本的にエグいし、えっち……だけど」

「いやお前の中で俺、どんな人間像？　……まあそれは後で追つい及きゆうするとして、今は……」

　拘束した女性に向き直った隆良は、先程と全く違う、穏おだやかな口調で声を掛ける。

「アンタ、さっきは悪かったな……で、改めて『[image: α]アルフア』の居場所だけど──」

「……ひっ！　やめて、近寄らないで……さっきのエグい液体で、私をどろっどろのぐっちゃぐちゃにする気でしょ!?　エロ同人みたいに……エロ同人みたいに！」

「……いや、そんなコトはしねぇ。俺達は『[image: α]アルフア』の居場所を知りたいだけで──」

「いいわ……分かったわ。覚かく悟ごはできてる……さあ、やりなさいよ。アナタの青い情欲を、好きなだけ叩きつけるがイイわ……ほら早くう！　存分におやりなさいよォ！」

「アンタが望んでるだけじゃねーのかソレェェェ！　いい加減にしろよ！　こっちぁ遊んでる暇ひまねーんだよ！」

　一時は落ち着いたのに、再び荒あらぶってしまう隆良──だが、夜侘は隆良の現在の心境を、的確に把は握あくしていた。

（……間違いない、さっきの戦闘といい、隆良は今までにないくらい容よう赦しやがなくて……いつもより、ずっと強かった。でも、それは心に余よ裕ゆうがないからなんだ……自分の迷いを振ふり切るために、がむしゃらに突つっ走ってるだけなんだ）

　そんな今の隆良の強さは、夜侘には非常に危あやうく映る──ほんの少し突つつけば、それだけでバランスが崩くずれ、壊こわれてしまいそうなほどに。

（『ヒーロー軍団』との戦いに魅神の戦力が必要だったっていうのも、噓うそじゃないだろうけど……アリアお姉さまが、魅神じゃなくアタシを隆良に同行させたホントの理由は、きっと魅神じゃ隆良とすぐ喧嘩になっちゃうから。今の隆良には、余裕がないから……）

　そんなアリアの思おも惑わくを察しながら、夜侘は自身のやるべきことを理解する。

（でも、アタシなら……隆良の気持ちを理解できる！　アタシ達、似た者同士だもん……アタシが、隆良を支えてあげるんだっ……そう、隆良が前へ進めるように──）

『──イラッシャイ、下野根隆良、サン。オ待チシテ、オリマシタ』

「……ふぇ？　……にゃっ!?　こ、これ……『[image: α]アルフア』っていう人の──！」

　研究所で聞いた機械音声が、どこからともなく聞こえてくる。驚おどろいて顔を上げた夜侘と隆良に、機械音声はそのまま語りかけてきた。

『ドウゾ、ソノ先ヘ、進ンデクダサイ──二ツ先ノ部屋デ、オ会イ、シマショウ』

「！　……へっ、そっちからお誘さそいとは、気が利きいてるじゃねーか……まあ、だったら最初から迎むかえてくれりゃ、もっと良かったんだけどな……『[image: α]アルフア』さんよ」

『………………』

「……もう聞いてねーか。まあいい……夜侘、行くぞ！」

「あ……ま、待って、隆良っ！」

　急いで駆け出した隆良に、夜侘が慌ててついて行く。扉とびらを開け放ち、二つ先の部屋へと足を踏ふみ入れると──そこは他より格段に広い部屋になっていた。

　そして、電子機器があちこちに点在する部屋の中心に、異様な物体が浮ふ遊ゆうしていた。円形の平べったい台座──その上に一人の少女が、ちょこん、と体育座りで乗っている。

　髪かみはあまり梳すいていないのかボサボサで、明らかにサイズの合っていないぶかぶかのシャツを一枚着ているだけの、見るからにだらしない恰かつ好こうをしている。大きな瞳ひとみと白く滑なめらかな肌はだがもったいない、少々残念な美少女が──隆良を見て、にこりと微笑ほほえんだ。

「──やあ、いらっしゃい。ボクが『[image: α]アルフア』……だよ」

『[image: α]アルフア』の声は予想外に柔やわらかく、鈴すずの音のように高く響ひびいた。機械音声から想像していたのとは、印象も雰ふん囲い気きもまるで異なる彼女に、隆良は少しばかり面めん喰くらうも──『[image: α]アルフア』は気にすることなく語りかけてくる。

「待ってたよ、下野根隆良さん……ん、ちょっとまどろっこしいかな……タカくん、って呼んでもイイ？」

「……は、はあ？　何か馴なれ馴れしいぞ……つか、俺はアンタに聞きたいコトが──」

「うん、分かってる──『絶対正義』のコト、だよね？　タカくんが彼に憧あこがれているコトも……ボクは、知ってるから」

「！　……それなら、話は早いな。んじゃ、頼たのむ。俺に『絶対正義』の──」

「──そういう訳にはいきませんよ、『[image: α]アルフア』殿どの」

　不意に響いてきた声に引かれ、隆良と夜侘が同時にそちらを向く。現れたのはメイド服を着た、二人の女性──まるで鏡を合わせたかのように同じ顔を持つ、双ふた子ごと思おぼしき女性で、片や白いバラを、片や黒いバラを、それぞれ胸につけていた。

　一体何者なのか、その答えは『[image: α]アルフア』が口走る。

「彼女達は、『ヒーロー軍団』の人達だよ。ボクの護衛……らしいけど、実際はボクを見張ってるんだろうね。……ボクの情報収集力を、拘束するために」

「人聞きの悪いコトを仰おつしやらないでください、『[image: α]アルフア』殿。そもそも『絶対正義』の協力要よう請せいを受け入れたのは、アナタ自身の意思でしょう？」

「……うん、そうだね、その通り。でも、キミ達が色めき立つ必要は無いよ。ボクも、試ためすつもりだから……タカくんが『絶対正義』の真実を知るのに、足る子なのか」

　柔らかな口調のまま呟つぶやいた『[image: α]アルフア』の言葉に、隆良がピクリと反応する。

「！　何だよ、『[image: α]アルフア』……結局、俺とやるつもりか？」

「ん、まあね……ボクは『Ⅰワン』とかと違って、戦せん闘とうは苦手なんだけどね。けど、キミの力を測りたいの……安心してよ。ボクに勝てたら、どんなコトでも教えてあげるから」

「へっ、そーかよ……だったら遠慮しねーぞ!?　んじゃ、早さつ速そく──」

「待って、隆良──っ、『瞬火終灯ラピツド・ヘクト・フレイム』──！」

「！　夜侘、どうし──う、おおっ!?」

　早々に突っ込んでいこうとした隆良の眼前を、右みぎ眼めを紅あかく輝かがやかせた夜侘が横よこ薙なぎに炎ほのおを発生させると──唐とう突とつに現れた巨きよ大だいな白い布を、真っ二つに焼き切る。

　いきなり何だ、と戸と惑まどう隆良に、胸に白バラをつけたメイド服の女性が声を上げる。

「失礼ですが、『[image: α]アルフア』殿に手を出させる訳には参りません──我々が、お相手します」

「！　これはアンタの『異能』か……くそっ、邪じや魔ましやがって！」

　あのまま突っ込んでいたら、布に巻かれて動きを拘束されていたかもしれない。それを理解して歯は嚙がみする隆良だが、そんな彼を救った夜侘は続けて打だ診しんしてきた。

「隆良……『[image: α]アルフア』さんは、『電子操作異能』の持ち主だよね？　ちょっと魅神に似てるかも、って思ったけど……魅神レベルの強力な電でん撃げきを扱あつかえる人がそうそう居るなんて、さすがに思えない。不導体のゲルが使える隆良は、『[image: α]アルフア』さんと相あい性しようがイイと思うの。だから隆良は、『[image: α]アルフア』さんと戦って？　『ヒーロー軍団』は……アタシが相手するから」

「……は、はあ!?　ナニ言ってんだ……お前一人で多人数相手とか、危険すぎんだろ！　しかも相手は『ヒーロー軍団』で──」

「ねえ……隆良は一刻も早く、『絶対正義ジヤガー・ノート』さんの真実を知りたいんでしょ？　顔に書いてあるもん、分かるよ。別のコトに気を取られてたら、そのほうが危ないから……気になるコトは早く片付けてきて？　……ね？」

「むぐっ……それは、そうだけど……でも、お前……」

「アタシは大だい丈じよう夫ぶ──無理はしないから。お願い、隆良……アタシを、信じて」

「！　っ……ああ、もー、お前はホンット……」

　何となく夜侘のことは、つい心配してしまう隆良だが──彼女に『信じて』と告げられ、ついに腹を括くくる。

「──分かったよ！　でも、絶対に無理はするんじゃねーぞ……マジで危なくなったら、戦略的撤てつ退たいだって選せん択たく肢しだかんな!?　……分かったか!?」

「！　うんっ……分かった！　えへへっ……任せて、隆良っ！」

　ぱっ、と明るい顔をする夜侘に、隆良は久方ぶりに笑みを見せながら、『[image: α]アルフア』と双子のメイドに対たい峙じする。そして、隆良と夜侘の戦闘準備が整ったことを理解した『[image: α]アルフア』は、

「それじゃ、はじめよっか……大おお怪け我がしても、恨うらまないでね──タカくん」

　体育座りの体勢のまま、自身の乗る円形の台座を操作し、戦闘を開始した。
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『[image: α]アルフア』と隆たか良ら、夜よ侘わびと双子のメイドが、それぞれ戦闘を始めてから、十分も経たたない頃ころ──既すでに隆良は、『[image: α]アルフア』に圧あつ倒とうされ始めていた。

「っ……このっ、待ちやがれ──！」

　浮遊する円形の台座に乗る『[image: α]アルフア』の動きは、意外にも素す早ばやかった。どうやらそれも彼女の『電子操作異能』で稼か働どうしているらしいが、『浮遊している』という状態が、隆良のゲルにとっては思った以上に効果を示している。

「くそっ……ゲルが、当たらねぇっ……」

　そう、隆良はゲルを自在に操作できるとはいえ、放ってから地面に付着した後では、粘ねん度どを極限まで高めたとしても、そこまで高く跳とび上がらせることはできない。こっそりと天てん井じように回り込ませても、『[image: α]アルフア』は冷静にゲルの場所を把握し、回かい避ひ行動に移る。

　しかも──『不導体の性質』を持つ隆良への攻こう撃げき方法も、厄やつ介かい極きわまりない。

「あ──ぐ、ぐあっ!?　いっ……いででで！　くそっ、こんにゃろっ！」

　ぶんっ、と隆良が片手を振って跳はね除のけた、その物質は──機械仕じ掛かけの鳥、いわゆる電子ロボットだった。それだけではなく、先ほどから彼を襲おそう機械仕掛けの動物達は、犬や猫ねこなど多数が存在し、全すべてがまるで意思を持つかのように動き回っている。

「タカくんに電撃の効果が薄うすいのは知ってるよ。ボクの『電子操作異能』は、威い力りよくでは雷らい轟ごう魅み神かんさんの足元にも及およばないけど……電子自身に『意思プログラム』を与あたえ、そうやって使うコトもできるんだ。……でも」

「ぐっ……ンだよ、このっ……」

「壊こわさないでね、その子達……ボクの、友達なんだ」

「っ……！　そんな余よ裕ゆうっ……あるかっ！　っつーのっ！」

「あっ、ひどい。……まあ、後で治ち療りようしてあげられるんだけどさ」

『電子操作異能』によって自立して動く機械仕掛けの動物達は、ゲルの攻撃に滅めつ法ぽう弱い。たった一発当たれば、機械仕掛けの動物達を操あやつる『電子』は散り、動かなくなる──が、一体や二体を倒たおしたところで、焼け石に水だ。

　やはり『[image: α]アルフア』本人を倒さなければならない。それは分かっているが、しかし。

（っ……こいつ、俺の特性や弱点を把握して……いや、俺の情報を知り尽つくしてる！　『総すべてを知る女』の異名は、伊達だてじゃねぇ……くそっ、何が『戦闘は苦手』だっつの！）

　弱点を的確に突き、巧たくみに立ち回ってくる彼女は、ある意味では『Ⅰ』などよりもやり辛づらい。隆良の苦戦を察し、夜侘もサポートに入ろうとするが、

「！　隆良……待ってて！　『無秒着火ゼロ・フレイム』──」

「させませんよ──『膨張白絹ホワイト・カーテン』！」

「にゃっ……じゃ、邪魔しないでっ！」

　白バラのメイドが放つ『異能』──ポケットから取り出した白い布が膨ふくれ上がり、夜侘の視線を遮さえぎる。慌あわててそれを焼き切った夜侘だが、しかし。

「……にゃ!?　もう一枚っ……くっ、にゃうっ！」

　伏ふく兵へいのように隠かくされていた布を、バックステップで慌てて回避する。

　夜侘もまた、苦戦を強しいられていた。双子の内、黒バラのメイドは距きよ離りを取って立ち回るだけで、不気味なほど攻撃を仕掛けてこようとはせず──そんな彼女を警けい戒かいした夜侘は、ダンスによるバトルスタイルで立ち回り、敵の攻撃を回避しながら、それでも決定的に攻せめきることができないでいた。

　焦しよう燥そうばかりが募つのる中、隆良と対する『[image: α]アルフア』が、ぽつりと呟き始める。

「特定の人物の情報を集めていると、ね……その人が、まるで昔からの隣りん人じんであるかのような錯さつ覚かくを覚えるコトがあるよ……キミをタカくんと、そう呼びたくなるように」

「!?　ンだよっ……今、そんな話っ……！」

「でも、だからこそ──こうして攻撃しなければならないのが、心苦しい」

「は、はぁ？　……え……なっ、うおっ──!?」

『[image: α]アルフア』の言葉が途と切ぎれる瞬しゆん間かん、襲いくる機械仕掛けの動物達が、吸い寄せられるような勢いで隆良の体に張り付いていく。『[image: α]アルフア』の操る電子機器が、まるで一つになっていくかのような重みに耐たえかね、膝ひざを突つく隆良へと──『[image: α]アルフア』が抑よく揚ようのない声で語りかけた。

「ボクの『電子操作異能』で、電子の自転運動を操作し、電子自体に磁石の性質を与えた。その子達全員が集まれば……人に耐えきれる重みじゃ、なくなるよ」

「くっ……さ、させるかよっ！　うおおっ……！」

「……惜おしかったね。ほんの少し、キミの力は及ばなかったみたいだ」

「っ！　ぐ、ああっ──!?」

　次から次へと、隆良にのし掛かる重みが増していく。ずん、ずん、と音を立て、機械仕掛けの動物達に押し潰つぶされ──ついに隆良の姿が見えなくなってしまった。

「!?　隆良……ウソ、でしょ……たっ──隆良ぁぁぁっ!?」

　夜侘の叫さけび声が響くも、隆良からの返事は無い。しん、と辺りが静まり返る中、『[image: α]アルフア』はゆっくりと口を開いて、

「……残念だよ、タカくん……」

　微かすかに表情を沈しずませながら、小さく声を漏もらす。

「彼の……『絶対正義』の真実を知りたいなら──最低限の力は、必要だった──」

「──────！」

　これで、勝負は決まってしまった──と、思いきや。

「──おい、『[image: α]アルフア』さんよ。これで終わりと思うなら、早計すぎんじゃねーか──？」

「……えっ？　タカく───ふゃ？」

　地の底から響ひびくような重い声に、『[image: α]アルフア』が顔を上げた瞬間──自身の手に、ぬめっ、と不快な感かん触しよくがまとわりつく。それはまるで、一本の鞭むち……いや、粘ねばり気けからして触しよく手しゆのような、ゲル。……そう、ゲルだ。隆良が居るはずの場所、今は鉄てつ塊かいと化してしまった『そこ』の小さな隙すき間まから、ゲルの触手が『[image: α]アルフア』の手を捕とらえている。

　さすがの『[image: α]アルフア』も顔色を変えて戸惑っていた──その時。

「ようやく、捕つかまえたぜ……おっ──るぁぁぁぁっ！」

「えっ……ふ、ふわあっ!?」

　鉄塊が、まるで爆ばく発はつするかのように内側から弾はじけると、機械仕掛けの動物達とゲルが周囲に散らばり、隆良が姿を現した。

「た、タカくん……まさか、あの子達が集中した所を狙ねらって──ふ、わわわっ!?」

『[image: α]アルフア』が喋しやべりきる前に、隆良は距離を詰つめ、彼女に飛びかかっていた。円形の台座に飛び乗り、『[image: α]アルフア』へと馬乗りになりながら、隆良は声を上げる。

「よう……最低限の力とやらは、どうだ？　お眼鏡には適かなったか？」

「……えっ？　あ、あ……えっと、その、それは……」

「そっか……まだ測り足りない、って感じか……よーし、よく分かった。そんじゃあ……思いっきり、見さらせぇぇぇ!?」

「え、ちょっ、ボクまだナニも言ってな……あ、やぁっ……ひゃあああんっ!?」

　隆良が馬乗りになっている状態で、全力のゲル噴ふん射しや──そうなると当然、組み敷しかれていた『[image: α]アルフア』は、そのエグくて白はく濁だくとした粘液を、全て受けてしまうことになる訳で。

「ひ、ぁ……ぅ……あうあう……」

　びっしょりぐっしょり濡ぬれそぼり、力ない声を漏らすしかなかった。たった一枚だけ羽織っているシャツが湿しめって肌はだに張り付き、途と方ほうもなく淫いん靡びな様相を醸かもしている。

　と、彼女が乗っていた円形の台座にもゲルが付着し──『電子操作異能』の力を散らされ、ぷすぷすと音を立てて地に落ちた。

「あ……ふあっ。んんっ……なに、これ、ぇ……ボク、こんなの……知らない……」

「……よう、『[image: α]アルフア』さんよ──これで俺の勝ち、だろ？　約束だぜ……俺に『絶対正義』さんの真実を、教えてくれ」

「ぅ？　……はっ!?　そ、そうだね、そういう話だったよね……ん、こほんっ。……仕方ないね、ボクが負けたのは事実だし……いいよ、タカくん。ついておい……でっ？」

　威い儀ぎを正して立ち上がろうとするも、ふらり、よろけてしまう──が、途と中ちゆうで隆良に抱だきとめられ、『[image: α]アルフア』はバツが悪そうな表情をする。

「おいおい『[image: α]アルフア』さんよ……大丈夫か？　ふらっふらじゃねーか」

「ぅ……普ふ段だん、あの台座から降りて移動しないから……その、ちょっとね、歩き慣れてなくて、それでね……あの、ね？」

「どんだけアレに頼たよりきりだったワケ!?　怠なまけすぎだろ、もっと自分の足で歩けっつーの！　ああ、もー……ったく、時間がねーし……仕方ねーな！」

「あう……ごめんね。でも、少し歩けば慣れると思──ふあっ？」

　しかし『[image: α]アルフア』が言い終えるより先に──隆良は既に、彼女を抱かかえ上げていた。いわゆるお姫ひめ様さま抱っこの体勢になって呆ほうける『[image: α]アルフア』に、隆良が構わず語りかける。

「うおっ……軽っ。筋肉なさすぎだろ……って、今はそれどころじゃねーな。ほれ、どこ行こうとしてたんだ？　誘ゆう導どうしてくれよ、『[image: α]アルフア』」

「……あっ、う、うん。ええと、そこの扉とびらを出て、それから真っ直すぐ行って……あ、あの、タカくん？　ボクは大丈夫だから、降ろしてくれないかな──」
















「そこの扉か……おし、急ぐぞ。……夜侘！　悪いっ……ココは任せるぜ!?」

「……あ、あの……降ろし……ぁぅ……」

　結局、降ろしてもらえず、真っ赤になった顔を両手で覆おおう『[image: α]アルフア』に──隆良は切せつ羽ぱ詰つまっているのか気付きもせず、部屋を飛び出していく。

　それに気付いた黒バラのメイドが、慌てて二人を追おうとする──が。

「!?　そうはいきません、お待ちをっ……あ、熱っ!?」

　進行方向を炎ほのおで遮られ、追つい跡せきを妨さまたげられる。その炎を放った張本人が、右眼を紅く輝かがやかせながら、くるりと一回転して双ふた子ごのメイドの前に立ち塞ふさがった。

「……立場逆転、だよっ。隆良の邪じや魔まは、させない……隆良にこの場を、託たくされたんだからっ……今のアタシを無視できるなんて、思わないでっ！」

「っ……邪魔をっ……しないで頂けませんかっ！」

「それは、こっちの台詞せりふなんだからっ──にゃあああっ！」

　一いつ閃せん、炎が舞まい上がり──こちらの戦いも、激化の一いつ途とを辿たどっていった。




　先ほどの部屋から『[image: α]アルフア』の誘導する部屋までの距離は、それほど長くなかった。彼女を抱えたままで電動式の扉を開いた隆良は、そこでようやく『[image: α]アルフア』を降ろす。

「ここで……イイのか？　ここで、『絶対正義』さんの情報を教えてくれるんだな？」

「……あ、う、うん、そう……ここはね、ボクの部屋だよ。……誰だれかをここに入れるなんて、初めてだけど……一番、落ち着く場所だからさ」

　今も少し赤らんだ顔の『[image: α]アルフア』が、自身の気持ちを宥なだめようと口を動かす。

「それじゃ……タカくん、キミが知りたいのは、『絶対正義』さんの過去……だよね？　政府が隠いん蔽ぺいしている真実を……手に入れたいんだよね？」

「!?　政府が、隠蔽……？　何だよ、それ……政府は、ンなコトしてんのか!?」

「……うん、その通り。だってこれは政府にとって、後ろ暗くて、あまりにも罪深い……許されない事実だから。……それでも、タカくんは──」

「──教えてくれ！　真実を知らないままでいるなんて……我が慢まんできねぇ！　俺の憧あこがれた『ヒーロー』が、何で世界に牙きばを剝むいたのか……少しでも、納なつ得とくしてぇんだ……！」

「……そう、分かった……タカくん、キミには……全てを『視みせ』よう」

「……へ？　『視せ』るって……教えるんじゃなく？　??」

　疑問に首を傾かしげる隆良だが、『[image: α]アルフア』は答える代わりに設置されているパソコンに電源は入れず、両手を本体にかざす──するとパソコンの周りで、パチパチと音が響いた。

「王おう真ま燈とう矢やさんや『ヒーロー軍団』の何人かには、データを送信して情報を伝えたんだけど……タカくんには直接、その時の映像を伝えてあげる。……ボクの『異能』を使って、脳に直接、『電子操作異能』で電子を送り込んで……ね」

「……の、脳に、直接？　お、おいおい……それ、危ないんじゃねーのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ……決して害は及およぼさないよう操作するから。ボク自身、たまに自分にやってるコトだし……危険性は無いはずだよ」

「そ、そうなのか？　……それならまあ、イイけど──」

「……まあ、他者に対してやったコトはないから、断言はできないけどね」

「いや怖こわいコト言うなっつーの！　不安になるだ──ろ、おっ？」

　慌てた声を上げる隆良の頭を、『[image: α]アルフア』が不意に両手で摑つかむ。一体何なのか、と隆良が訝いぶかしんだ──その直後。

「お、おい、『[image: α]アルフア』……え──おぶっ」

　何と『[image: α]アルフア』は、自身の胸に、隆良の顔を引き寄せた。薄うす手でのシャツ一枚を通して感じる柔やわらかさに、卑ひ猥わいゲル妖よう怪かい・隆良といえど、目を白黒させてしまう。

「ちょ、おいっ……ななな、ナニしてんだ、いきなり!?　こ、こうしないと伝えられねーのか!?　……お、おい、『[image: α]アルフア』？　き……聞いてんのか!?　おーい!?」

「……これからキミが知る『真実』に……キミはきっと、傷ついてしまう。誰も傷つかず、傷つけない、そんな『真実』なんて……きっと、どこにも無いのだから」

「!?　い、いきなり、ナニ言ってんだ……な、なあ、おい？」

「けれど、どうか……ほんの少しでも、キミの心に……安らぎが、ありますように」

「え？　あ……────！」

　隆良の頭を抱きしめる、そんな『[image: α]アルフア』の両手から──ばちり、微かな電気が弾ける。

　そして、隆良は『視た』──『[image: α]アルフア』の伝える、『絶対正義』の真実を。







『政府公こう認にんストレンジャー』が発ほつ足そくしてから、一か月も経たたない内に──『正義』を名乗っていた一人の『ヒーロー』は、それまで多くの人間に持て囃はやされていたのが噓うそのように、すっかり活かつ躍やくの場を失っていた。

　彼を追っていたテレビ局なども、今では『政府公認ストレンジャー』一色だ。そうして注目されなくなっていった『正義』は、少しずつ忘れられていくようになった。

　そこまでは、隆良も知っている──けれどそこから先を、隆良は知らない。

（……？　コレは……『[image: α]アルフア』が俺に視せてる、当時の映像……なのか？）

　まるで波間に揺蕩たゆたうような感覚の中、隆良は固定された視界の奥に、何者かが争っているのを見つける。土ど砂しや降ぶりの雨の中──『異能』を揮ふるい、戦っているようだ。

　一人に対して、複数人で襲おそいかかっている──隆良には、たった一人で戦っている人物に、見覚えがあった。

（あ……アレは……『絶対正義』さん!?　あ、いや……今は『正義』さんか！）

　それは確かに、幼い頃ころに憧れた『ヒーロー』の姿だった。大気を圧縮し、弾だん丸がんを放ち、壁かべで遮さえぎり、足場を作り──複数人を相手に、一歩も退ひかない。

　彼が、戦っている──ならば、相手はアウトローだろうか。そう思っていた隆良の頭に、『正義』の声が直接響いてくる。

『────なぜだ……なぜ、なんだ……！』

（うえっ、頭が……ん？　『正義』さん……？）

『なぜ……なぜ、お前達がっ……』

　なぜか『正義』は、困こん惑わくしているようだった。顔は引きつり、声は震ふるえ、目には涙なみだを溜ためている。なぜ──隆良が訝しんだ瞬しゆん間かん、一ひと際きわ大きな『正義』の声が響いてくる。

『なぜ、政府のストレンジャーが──私を攻こう撃げきするのだ！』

（──────え？）

　響いてきた言葉に、隆良は聞き違ちがいか、と自身を疑う。だが、それは聞き違いなどではなかったと、『正義』に相対する者の姿で気付いてしまった。

『やれやれ……吾わが輩はいまでが出張る必要は、あったのですかねぇ……この程度、下したっ端ぱ共が数で圧おせば、あっさりと片付けられるでしょうに』

（……あ!?　アレは……『Ⅰワン』!?　な、なんでアイツが『ヒーロー』さんを──）

『全く、吾輩の手を煩わずらわせるなど──たった一人のアウトロー如ごときに、ねえ？』

（………………あ？）

　一体、何を言っているのか──呆あつ気けに取られる隆良に、『正義』や『Ⅰ』とは種類の違う声が、思考に割り込んで響ひびいてくる。

（タカくん──聞こえるかな？）

（！　この声……『[image: α]アルフア』か!?　なあ、一体どーなってんだよ!?　何で政府のストレンジャーが、『正義』さんを……いや、何で『正義』さんがアウトローなんて──！）

（……信じられない、よね。けどこれは真実の記録……彼は『政府公認ストレンジャー』の制度が発足してからも、自分が注目されなくなっても、人々をアウトローの手から救おうとした……たとえ現場に着くのが遅おそくて、大した成果が上げられなくても、ね。……けれど、事件のたびに首を突つっ込んでくる、そんな彼のコトを疎うとましく思った政府は……ただ正義心から、人々を救おうとしていた彼に……）

　暗く沈しずんだ声を送り続けてくる『[image: α]アルフア』が、一つ間を置き──続きの言葉を放った。

（『正義』に────『アウトロー』の烙らく印いんを、押したんだ）

（────な────）

　バカな、おかしいだろ、なんであの人が──それらの言葉さえ出せないほど、隆良は狼ろう狽ばいする。『[image: α]アルフア』の告げた真実に、まるでハンマーで頭を撃うち砕くだかれたような衝しよう撃げきを覚えていると──そんな隆良の頭に、今度は『正義』の絶ぜつ叫きようが響いてきた。

『うっ……ぐ、ああああっ!?　あっ……ぐうっ!?』

（……──!?　『正義』さんっ!?）

　隆良が慌あわてて『正義』のほうへ意識を戻もどすと、彼の顔面左側に、縦にのびた細い傷がつけられたのを見た。そこから血を流し、もはや真っ直ぐ歩くこともままならなくなった彼が、足を引きずって退たい却きやくしようとする。

　それを追つい撃げきしようとする『Ⅰ』と『政府公認ストレンジャー』だが──そんな彼らの中から一人が、聞くからに嗄しわがれた声を上げてきた。

『おい、《Ⅰ》さんよ──ここまでする必要、あんのかい？　ありゃあ、あそこまでされなきゃいけねーようなコトを、したっつーのかい？』

『！　《老ろう匠しよう》……ナニを呆ほうけたコトを言っているので？　それが吾輩達の任務でしょう？　仮にも《政府公認ストレンジャー》なら、黙だまって忠実に任務をこなせば──』

『任務がどうとかぁ知らねぇよ。ワシは呼ばれて来ただけじゃし。でもなあ……見たコトあるぜ、アイツ《ヒーロー》とかいうんじゃろ？　ホントにアウトローなのかい？　それをテメーで納得してんのかい？　なあ、オイ……テメェらにも聞いてんだぜ？』

『！　そ、それは……』『いや……任務だから……』『………………』

『老匠』と呼ばれた老人の問いに、今まで『正義』へ攻撃を加えていた面々も、一様に表情が曇くもる。それを見ていた『Ⅰ』が、忌いま々いましげに顔を顰しかめながら口を開いた。

『……ふん、まあイイでしょう。これ以上、吾輩が手を煩わせるまでもない……この中から数名、追手だけ出して、吾輩は退散するコトにしましょう……それでは、失礼』

『Ⅰ』が指示を出すと、何名かの『政府公認ストレンジャー』が『正義』を追ったが──『老匠』の言葉で掘ほり起こされた迷いを持った彼らは、結局『正義』を捕つかまえることができず、みすみす逃にがしてしまうことになる。

　そして──隆良の見ていた映像が、そこで突とつ然ぜんに切り替かわった。




　土砂降りの雨の中、疲ひ弊へいした体を引きずり、顔の傷を治ち療りようも出来ぬまま──『正義』は裏路地を、這はうようにして逃げ続けていた。重くなっていく体からは、急速に力が失われていく気がする。前に進もうとしても、ほんの数ミリ程度しか動かなくなっていた。

　けれど、そんな彼を──通りすがった一いつ般ぱん人が、見つけることになる。

『！　誰だれか倒たおれて……えっ？』

『えっ、あ……こ、この人、まさか……』

　自分に見覚えがあるのだろうか、助けてもらえるかもしれない──そう思った『正義』は、顔を起こして助けを求めようとする、が。

『う、あ……すまない、頼たのむ……誰か、手を貸して──』

『この人──政府が指名手配中の、アウトロー!?』

『………………えっ？』

　何を言われたのか、『正義』は一瞬、理解できなかった。呆気に取られる彼へと、一般人達は恐きよう怖ふにひきつった顔で続けざまに声を発する。

『で、でも……この人、ちょっと前にテレビで見たよ？　誰かを助けてたような……』

『バカ、そりゃ見せかけだったんだって！　ホントはスゲェ凶きよう暴ぼうなアウトローなんだって……政府の人が、わざわざこの辺一帯に注意を呼び掛かけてたし、間違いねーよ！』

『ヤベェよ……つ、通報とかしたほうが、イイんじゃ……？』

　誰も彼もが、恐怖に怯おびえた目で、『正義』を見ていた。違う──間違っていると、『正義』は自分を追い込んだ政府への怒いかりに駆かられながら、起き上がろうとする。

『違う──違う、違う！　私は、アウトローなどでは──！』

『──ひっ!?　や、ヤベェ……逆上したぞ!?　逃げろぉ！』

『いっ……いやあぁぁっ!?』

『な、あっ……ち、違う……誤解だ！　私は……私、は……』

　呼びかける『正義』だが、血ち塗まみれた憤ふん怒ぬの表情を目まの当たりにした人々は、恐怖に後押しされて逃げ出してしまい──『正義』の声は届かない。

　結局、誰一人その場に残らず逃げ去ってしまった。閑かん散さんとした場所に、ぽつん、と残されてしまった『正義』は。

『…………なぜ、だ？』

　ぽつり、呟つぶやく──なぜ、こんなことになってしまったのか。なぜ、自分がアウトローにされなければならないのか。そして──なぜ。

『なぜ……誰も、本当の私を知らないのだ……？　なぜ……なぜ、私を……』

　その時、不思議なことに──ぴしり、『正義』の顔面左側についていた細長い傷が、音を立てて横へ広がり始める。

『なぜだ……なぜ、なんだ……私はヒーローだ……皆みんなも、そう言っていたじゃないか……言ってくれて、いたじゃあないか……』

　ぴしぴしと、細長かった傷が、どんどん広がっていき、流血も激しくなる。

『お願いだ……お願い、だ……誰か私を、見つけてくれ……お願いだ……どうか……』

　顔の左半分、大部分まで広がった傷に、気付きもしないまま──『正義』は懇こん願がんするように、あるいは祈いのるように、大おお粒つぶの涙を流しながら──言った。

『どうか、どうか私を────忘れないで、くれ────』

　その声は小さくて、小さくて──激しい雨音に、かき消され──たった一人の傷ついた男の姿は、土砂降りの雨に吞のみこまれるかのように、いつの間にか消えてしまった。







「………あっ………」

　ふっ、と隆良の意識が、現実に引き戻される。まるで悪夢を見ていたような気持ち悪さが、自分の頭を包む暖かな柔やわらかさで、ほんの少しだけ相そう殺さいされる。

　そして、ずっと隆良の頭を抱かかえ続けていた『[image: α]アルフア』が──静かに語り始めた。

「当時、政府の情報管理に協力していたのは……ボクだった。政府に言われるがままに情報を規制し、隠いん蔽ぺいし、『正義』を孤こ立りつさせてしまったのは……ボクだ」

「………………」

「当時のボクは……言い訳にしか、ならないけど……六歳で、何も知らなかった。自分のやっているコトが、正しいのか、悪いのか……それにようやく気付いたのは『正義』が失しつ脚きやくして一年後……ボク自身が、情報を集める意思を持つようになった結果だった」

　隆良の頭を抱いだく『[image: α]アルフア』の両手は──微かすかに、震えていた。後こう悔かいしているのだろう。呟く言葉も、どことなく涙なみだ声ごえで、隆良の耳に聞こえる鼓こ動どうも激しい。

「それからは色んなコトに嫌いや気けが差して、何の意味も無いと分かっていたけど、政府には最低限の協力しかしなくなった……この建物からも、一度だって出たコトはない。……引きこもり、ってヤツだね。もう、誰とも関かかわりたくないと……そう、思ってたんだ。……『正義』が『絶対正義ジヤガー・ノート』になって、ボクに協力を求めてくるまでは」

　自身の気を紛まぎらわそうとするかのように、『[image: α]アルフア』は隆良の頭を撫なでながら話をする。

「ボクは、彼の申し出を受け入れた……罪悪感があったからだっていうのは、自覚してる。ボクのせいで、ボクが悪かったから──でも、彼はまるで当時のコトに執しゆう着ちやくしていないようだった。忘れてはいないだろうね……けれど彼は、きっともう、どこかおかしくなってしまっている。彼のあの仮面に刻まれた黒い模様は、彼の心を映す鏡──決して消えず、癒いえるコトはありえない──心の傷なんだと、ボクは思う」

「！　ッ…………」

「あの頃と比べ物にならない力を得た今の彼は……この世界への復ふく讐しゆうを望んでいる。そんな彼が『ヒーロー』と呼べるのか……ボクには、もう……分からない」

　話をするたび、『[image: α]アルフア』の声はどんどん沈んでいく。それでも話を止めないのは、なぜだろう──隆良に何かを託たくそうとしているのか。それとも、何かを期待しているのか。

「けれど、真実を知った王真燈矢さんは……『彼を忘れていなかった者の一人』は、彼に追従する道を選んだ。彼の心を慰なぐさめるため、彼を傷つけた『政府公こう認にんストレンジャー』を屠ほふり……果ては政府そのものを滅めつ却きやくしようと望んでる。それが正しいコトなのか、それもボクには分からない……けれど、ううん、だからこそ……ボクは『もう一人の可能性』が、一体どんな道を選ぶのか……知りたい」

　言いながら『[image: α]アルフア』は、ぎゅっ、と強く隆良の頭を抱だきしめた。

「ねえ、キミなら……タカくんならどうする？　『絶対正義』の真実を知って……これから、どうする？　……ごめんね、キミに、辛つらい選せん択たくを押し付けてるよね……けれど、どうか、教えて欲しい……ねえ、タカくん。……タカくん？」

「……俺、は……」

　そこまでずっと黙っていた隆良が、『[image: α]アルフア』の胸の中で、小さく声を漏もらす。『[image: α]アルフア』の両りよう肩かたに手を添そえ、ゆっくりと彼女から離はなれながら──

「俺は……どう、するって……そりゃ……あっ」

「あ──タカくんっ」

　ふらり、よろめいた隆良が後ろに倒れそうになるも、すんでのところで壁かべに背中を支えられる。ほっ、と『[image: α]アルフア』が安心したのも束つかの間──続く彼の言葉に表情を曇らせる。

「俺は……どうすれば、イイ……？」

「！　……タカくん……」

『[image: α]アルフア』に知らされた真実は──思いのほか、隆良を打ちのめしていた。隆良自身、気付いていないだろう。自分が今、どれほど困こん惑わくした表情を浮うかべているのか。

　自分の立っていた地面が、崩くずれていくような感覚──壁にもたれていた背が、ずるりと滑すべり落ち、隆良は尻しり餅もちをついてしまう。

「は、はは……な、なんだよ、これ……足に力、入らねぇ……おかしいな……」

「……タカくん……」

「ま、待ってろよ……すぐ立つから……はは、だって俺は、ヒーロー……あ……」

　強がりを言いかけるも、それは途と中ちゆうで止まってしまう──自分の目標を、信念としていたものを見失い、進むべき道も分からない。

　そんな彼を、心配そうに見つめていた『[image: α]アルフア』が、ゆっくりと屈かがみこむ。

「タカくん……傷つけてしまって、ゴメンね」

「……あ……」

「────ちゅっ」

　隆良の前まえ髪がみをかき上げた『[image: α]アルフア』が、彼の額に軽く口づける。すると一瞬、ぱりっ、と短く電気が奔はしったかと思えば、隆良の頭がほんの少し落ち着いた。

「……この部屋、タカくんに貸してあげるよ。ボクは、別の所へ行ってるから……もっとよく、考えても……イイから」

「………………」

「もし、答えが出なくても……ずっとそこに、居ていいよ。いつまでだって、構わないから。……それじゃあ、また、ね」

「……！　ちょっ……ま、待ってくれ！　俺はアンタに、あの人の過去だけじゃなくっ……居場所を、聞かねーとっ……あの人は今、どこにっ……」

「……ごめんね、タカくん」

　問いかけてくる隆良に謝りながら、『[image: α]アルフア』は出入り口の扉とびらまで歩いていく。

「ボクは、これ以上──『絶対正義』を、裏切れない。だから……ごめん、ね」

「！　ま、待っ……うっ！　っ……」

　追いすがろうとして、それでも足に力が入らない隆良に──『[image: α]アルフア』は最後に一度だけ振ふり向き、心配そうな顔で隆良を見つめるも、それ以上は何も言わず出て行った。

「っ……クソっ！　俺……ナニしてんだよっ……！」

　アリアから託された任務──『絶対正義』の過去だけでなく、その居場所を知らねばならなかったのに、それを達成することも出来ず──一人残された、隆良は。

（どうするって……どうしろ、ってんだよ……ワケ分かんねぇ……俺は、俺は……）

　ほんの少し落ち着いたところで、答えは一向に出ない。思考も感情も、ひっくり返してぶちまけられたかのように雑然としている。

　隆良の憧あこがれた『ヒーロー』が受けた仕打ち──人々を救おうとして、それなのに虐しいたげられて、それでも救おうとした人々にさえ見放されて。

　誰も彼を『ヒーロー』として、認めようとしなかった──認めては、くれなかった。

　隆良の憧れた『ヒーロー』など──どこにも、いなかったのだ。

（じゃあ……俺は、何なんだ？　『ヒーロー』が『ヒーロー』じゃなかったら……俺は）

　ずっと、その背中を追い続けてきた──『ヒーロー』に、憧れ続けてきた。けれど、追い続けてきた道みち標しるべが、消えてなくなってしまうなんて。

　今まで、誰よりも強い意志で、真っ直すぐに前を向いて──たとえ幾いく度ど傷ついても、何度でも起き上がり、走り続けていた隆良が──

（俺は、一体──どうしたら、イイんだ────）

　今この瞬しゆん間かん、初めてその歩みを止め──膝ひざを抱えて、動けなくなってしまった。







　魅神達は『ヒーロー軍団』を相手取って、果か敢かんに応戦し続けていた。けれど、後続部隊が徐じよ々じよに集まり、今や数十名の規模となった『ヒーロー軍団』の勢いを止めることはできず──旧市街の中央部まで、ゆっくりと確実に押し込まれていた。

「っ……！　ああ、もうっ！　ぞろぞろ揃そろってっ……しつっこいのよ！」

　魅神が高機動力を活いかして進しん攻こうを遮さえぎろうにも、さすがに手が足りない。このままでは新市街にまで攻せめ込まれかねないが、それだけは避さけたかった。

　今回の戦い、約半年前にアリアが起こした事件とは勝手が違ちがう。相手は仮にも『ヒーロー軍団』──正義の自治体のような存在だと民衆にも広く認識されており、一いつ般ぱん人からの支し援えんや協力は望めない。いや、逆に魅神達へと非難が集まる可能性もある。

　だからこそ、出来れば旧市街で勝負しておきたい。そんな局面で誰だれよりも活かつ躍やくが目覚ましかったのは──何と、氷こお莉りだった。

『……えいっ。《あいす・らぶらぶ・らびりんす》ぅーっ』

「う……な、何だ、コレ……氷の迷めい路ろ？　くそっ、どっちにいけば──」

「へっ……なーに、こんなモン、ぶち壊こわしてやりゃイイんだよ！　いくぜ──！」

　氷の迷路に閉じ込められながらも、果敢に『異能』を揮ふるおうとする『ヒーロー軍団』──だが、氷莉はまるで焦あせっていない。

「見よ、これぞ正義の拳こぶし──烈れつ神しん破山滅却降こう魔ま演武疾しつ風ぷう拳けんあー無理だコレ堅かたすぎるー」

「神の拳あきらめんの早すぎだろぉぉぉ！　ていうか拳、砕くだけてね!?」

「めっちゃイタい……もうヤダ、心折れた、鬱うつだ、帰る……」

「『心労新婦マリツジ・ブルー』のネガティブ増ぞう幅ふく、喰くらいまくってんじゃねーかァァァ！」

『……《だらだら・ろっくん・うぉーる》……ぶいっ』

　作り上げた迷路を、更さらに氷の壁で補強し、堅けん牢ろうな迷めい宮きゆうを造り上げる──氷莉の異能は攻防共に高い性能を持ち、取り分け防ぼう御ぎよ面は飛び抜ぬけて優ゆう秀しゆうだ。それが今、『ヒーロー軍団』の面々を完全に手玉に取っていた。

　だが──それでも、少しずつ進攻を許してしまうのには、理由がある。

「────どいてなよ、キミ達」

『あ。…………っ』

　冷静な声の直後、『爆ばく破はするダーツ』が投げられ、轟ごう音おんと共に氷の壁が崩れ落ちる。ぽっかりと空いた穴から、『ヒーロー軍団』は進攻を再開した。

　気温差で作る蜃しん気き楼ろうで身を隠かくしながら、氷莉が通信機でヱリコと会話する。

『うー……またあのトーヤってヒトにこわされたぁー……もぉやだぁ、めんどい～……はあ、なんかもう、いっきにつかれて……』

『──氷莉ちゃん、しっかりしてください！　油断したら《心労新婦》さんの《異能》で、気持ちがマイナスに引っ張られちゃいますよーっ！』

『……ふおっ、そーだった、あぶないあぶない……うう、ゲンキだしていこー……』

『はいっ！　がんばれー、がんばれー！　わたし、応おう援えんしてますからー！』

　気持ちが落ちそうになっても、ヱリコの応援のおかげで、すんでのところで士気を保っていられる。そんな中、ただ一人──変わらず元気な姿もあるのだが。

「──ふおるぁぁぁ！　ですのっ！　それ以上、進むんじゃねェーですのっ！　お嬢じよう様さまパゥアァーで粉ふん砕さいしますのよ!?　どっせいどっせーい！」

　お嬢様らしさは皆かい無むな気はするが、気持ちが全く後ろ向きにならないのはさすが。時に炎ほのおを操あやつり、時に風を吹ふかせ、四色の蝶ちようを操って巧たくみに立ち回る。相手を翻ほん弄ろうし、完全に調子に乗っている沙さ凪なぎが、次の標的を求めて後ろを振り向くと。

「さーて、次は誰をかく乱してやろーかですの、にゅふ──ふおっ？」

「「「…………」」」

　いつの間にやら背後に、数名の『ヒーロー軍団』が迫せまっていた。互たがいに沈ちん黙もくして対たい峙じする、微び妙みような雰ふん囲い気きの中──後ろに控ひかえていた『老匠』が、厳おごそかな声で緊きん迫ぱくを破る。

「さあ、皆みなの衆──懲こらしめておやりなさい」

「おおっ──いや『老匠』殿どの、どっかの黄門様じゃないんですから！　気が抜けますよ！」

「言ってみたかったんじゃ……済まぬ……済まぬ……」

「ふ、ふおおっ、ヤバいですの！　にゅおおっ……退散ですのー！」

『ヒーロー軍団』が馬ば鹿か馬ば鹿かしいやり取りをしている内に身を隠そうとする沙凪だが、案の定、追われてしまう。四色の蝶を操って多様な攻こう撃げきを繰くり出せる沙凪だが、その反面、魅神や氷莉に比べれば出力には乏とぼしく、多数を同時に相手取るのは難しい。

　それを見ていた魅神が、焦り声を漏らす。

「！　沙凪ちゃん……っ、やっぱり、このままじゃ……」

　この状じよう況きようが続くだけでは、どう考えてもじり貧ひんだ。戦況を好転させるための一手を投じなければならない、と魅神は『ヒーロー軍団』の主力に標的を絞しぼる。

（王真燈矢……『ヒーロー軍団』の中でも髄ずい一いちの火力を持つアイツを倒たおせば、進攻は止まる……同時に『ヒーロー軍団』は指揮官を失い、少なからず混乱するはず……ここはアイツを倒すしか、道は無い……！）

　投じる一手は決まった──発動させていた『雷らい迅じん』の向きを変え、トーヤの前方、少し離はなれた位置に魅神は降り立つ。

「……『雷らい神じん』か。僕らに倒される準備でも、できたのかい？」

「ふんっ、逆よ……アンタを倒すために、ココに来たんだからっ！」

「へえ……それは見物じゃないか。この僕を……どうやって倒すって？」

「どうもこうもないわ。アンタを倒す手段なんて、いくらで──もっ？」

　話しながらも足を電気化し、『雷迅』で距きよ離りを詰つめようとした魅神だが──トーヤの周囲に異常を確かく認にんし、踏ふみ止とどまる。トーヤの体の周りには、何やら無数の光がふわふわと浮いていた。それは紛まがうかたなく、『爆破異能光体』だろう。

「下しも野の根ね隆良や『雷神』用の、新しん技わざさ。これで、キミは僕に近づけない……強くなっているのがキミ達だけだと思ったら、大間違いだよ」

「っ……ふん、なら近づかず倒すだけよ！　『雷らい矧じん』──」

「黙だまってやらせるとでも──思っているのかい？」

「！　くっ──！」

　魅神が電撃で作った矢をつがえようとした瞬間、トーヤが無数の爆破ダーツを投げてくる。いや、ダーツだけではない──鳥のような造形をした『爆破異能光体』も、左右から魅神を襲おそおうとしていた。

　やはり遠距離戦では手数において分ぶが悪い──が、それくらい魅神にも分かっている。

（────かかったっ！）

　刹せつ那な、魅神は両足を電気化させ、高速移動でトーヤの側面へと回り込む。とはいえ浮ふ遊ゆう機き雷らいのように浮うかぶ『爆破異能光体』があっては、近づけないのでは──と思いきや。

（違う──あの浮遊してる『爆破異能光体』に隙すき間まが無いのなら、王真燈矢はダーツを投げるコトもできないはず。でも、ヤツはダーツを投げつけてきた……それはつまり、必ずどこかに隙間があるというコト……そう──あそこだあっ！）

　トーヤの側面に、浮遊機雷が見当たらない場所を見つけた──その瞬間、魅神は『雷迅』で一気に距離を詰める。

（王真燈矢は、まだ気付いていない──倒せる──！）

「残念だけど──それは、想定内だ」

「……えっ？　────う、ああっ!?」

　突とつ如じよとして──爆発が、起こった。魅神は間違いなく、何も無い場所を選び、移動しようとしたはずだ。それなのに──『何も無いはずの場所』で爆発したのだ。

　意味が分からず、痛みに顔を顰しかめる魅神に──トーヤがなぜか、何も持たずに魅神へ向けて素す振ぶりする。

「ぅ……？　……──！　『雷迅』──！」

　それは勘かんとでも呼ぶべきか、背筋に悪お寒かんが走った魅神は、高速移動でその場を離り脱だつした。すると──魅神が先ほど立っていた場所に、小さな爆発が起こる。

「……ふん、今ので終わればよかったモノを……無む駄だに抵てい抗こうしたところで、苦しみが増すだけだよ」

「……あ、アンタまさか……その『爆破異能光体』──透とう明めいにも出来るっていうの!?」

「……ああ、どうやらそうらしいね。まあ──知ったところで、躱かわせないだろう？」

「ッ……！　こ、このっ……」

　魅神の頰ほおに、冷たい汗あせが流れる。透明にしている『爆破異能光体』は、そのためなのか威い力りよく自体は低い。が、『不可視』ということは、この上なく厄やつ介かいだ──近づこうにも近づけず、本当にあるのか無いのか分からなくては、攻めあぐねてしまう。

「……っ、それが何よ！　関係ないっ……私はここで、アンタ達を止めてみせる！」

　それでも魅神は、歯を食いしばり、『ヒーロー軍団』に立ちはだかる。しかしそんな彼女の抵抗を、ふん、と吐はき捨てながら、トーヤは言った。

「……やはりキミ達では、ダメだな。その儚はかないまでの弱さ……キミ達のような弱者が法の番人をしているからこそ、『絶対正義ジヤガー・ノート』の過去のような悲劇を生んでしまうんだ」

「？　ナニ訳の分かんないこと言ってんのよ……整合性の欠片かけらも無いわね、ホント──」

「だからこそ──過あやまちを積み重ねるだけの愚おろかな『政府公認ストレンジャー』共に代わり、僕達『ヒーロー軍団』が──法の守護者とならなければならない」

「……は、はあ!?」

「そのために……この国で最も政府の力が巨きよ大だいなこの街の政府施し設せつを打だ倒とうし、僕達の正しさを万ばん人にんに知らしめる……それが、僕達の目的だ」

　突飛なことを言いだしたトーヤに、魅神は目を丸くするが──トーヤは言葉を止めない。

「悪逆な政府は、過去に『絶対正義』を裏切った……そこにあったのは、隠いん蔽ぺいと工作の後ろ暗い罪だけだ。そんな罪悪を背負った政府の下もとにいるストレンジャー共に、正義など微み塵じんもあり得ない。世界は、本物の正義に……『ヒーロー』に守られるべきだ」

「ちょっ……い、一体なんの話をしてるのよっ！　政府に成り代わってなんて、本気で出来ると思ってるワケ!?　新しん撰せん組ぐみ気取りかってのよ！」

「……キミ達は、どうも政府の犯おかした罪を本当に知らないようだが……その無知さえ、罪だ。真実を知らず良いように利用される者より、僕達が正しいのは必然的に明らかだ」

「んなっ……良いように利用されてるのは、どっちよっ……『政府公認ストレンジャー』に『ヒーロー軍団』が成り代わるだとか、何でそんな無茶苦茶な話、信じて実行しようと思えるのよっ……おかしいでしょ!?」

「？　何も無茶苦茶じゃないし、信じているさ──決まっているだろう？　だって」

　当たり前のことのように、トーヤは真っ直すぐ言い放った。

「『絶対正義』が、そうするべきだと言ったんだ──間違いなんて、ありえない」

「───なっ───」

　この時、魅神は『ヒーロー軍団』と対峙していて、今までで一番背筋が凍こおった。

　トーヤを──『ヒーロー軍団』を突つき動かすものは、『盲もう信しん』だ。彼らはきっと、『絶対正義』の言うことならどんなに荒こう唐とう無む稽けいでも信じ込み、進むのだろう。

（──危険すぎる──！）

　ぐっ、と更に拳を握にぎり締しめた魅神が、トーヤをはじめとした『ヒーロー軍団』に、なおも立ち塞ふさがる。『ヒーロー軍団』は──ここで、止めなければならない。

「……やはり邪じや魔まをするのか、『雷神』。ほんの少しくらい、頭を使えるかと思ったけれど……残念だよ。それじゃ──『排除デリート』するしかないな」

「少しは頭を使えは、こっちの台詞せりふよ！　っ……」

『爆破異能光体』で作り上げたダーツを構えるトーヤに、魅神は爆破の傷にも構うことなく盲信の『ヒーロー軍団』と相対しつつ、背に冷や汗を滲にじませる。

（こんな奴やつら……やっぱり、これ以上は進ませる訳にはいかないっ……ここで、止めなきゃいけないっ！　だから……私達が、必ずここで止めるからっ……！）

　地を踏みしめながら──魅神は心の中で、彼の名を呼ぶ。

（さっさと帰ってきなさいよねっ……バカ隆良っ！）




　魅神達と『ヒーロー軍団』が戦っている場所から、目と鼻の先──もはや廃はい院いんとなって使われることのなくなった大きな元病院に、リーザ・ゼーンズフト・ヴァイゼはいた。

「ん～……絶景ね～♪　イイ感じに戦場が混乱してるわ～……カオス、っていうのかしら、こういうの～。うんうん～……お姉さん、興奮しちゃう～♪」

　窓まど際ぎわから戦場の様子を遠見するリーザが、何やら上じよう機き嫌げんで身をくねらせる。そんな彼女の漏もらした言葉に、側近と思おぼしき二名が、やや離れた背後から声を掛かけてきた。

「リーザさん……不ふ謹きん慎しんではないですか？　そんな、争いを楽しむようなコトを……正義のためとはいえ、争いは本来、忌いむべきモノで──」

「……あら～？　興ざめなコト言わないでちょうだい～？　だって、仕方ないじゃない～……『絶対正義』ちゃんの決断なんだから～……ねえ？」

「それは……そうですが、だからといって、そんな楽しげに……」

「……うふふ～、もぉ、静かにしててよ～？　ホント私だって、と～っても辛つらいのに、こうして悲しみを押し殺してるんだから～……うふふっ」

　リーザがまるで心の籠こもっていない言葉を漏らしたのと、ほとんど同時に──

「しかし──え、うっ!?」「え──ぐあっ!?」

「……うふふ、あらあら～」

　いきなり背後から聞こえてきた二つの呻うめき声ごえに、しかしリーザは全く動じない。いつもの冷たい笑えみを湛たたえながら、ゆったりとした動作で振ふり返った。

「随ずい分ぶんと遅おそかったわね～……道草でも食ってたの？　──アリアちゃん～？」

「──そう言ってくれるな、リーザ。ほぼノーヒントから、こうしてキミを見つけ出したんだ……むしろ、早かったと褒ほめてもらいたいところだよ」

　いつもの白衣を翻ひるがえして現れたのは、アリア──艶つややかな長ちよう髪はつを靡なびかせ、リーザの軽口に応対しながらも、赤いフレームの眼鏡の奥で燃える瞳ひとみは隠かくせない。

　そんなアリアに失神させられたのであろう側近の二人を見て、リーザは笑みを絶やさないまま言葉を発する。

「うふふ～……その子達だって『ヒーロー軍団』のメンバーなのに、忍しのび寄って隙すきを突いたにせよ、こうもあっさり倒しちゃうなんて～……相変わらず天才肌はだなんだから、アリアちゃんは～。んもうっ、怖こわくなっちゃうわ～」

「たとえ百戦錬れん磨まの人間だとしても、意識の外から急きゆう襲しゆうされれば、どうしようもないさ。さて、リーザ、まずはキミに聞きたいコトがあるのだが──」

「……うふふ、あらあら～、ナニかしら～？」

「──キミの妹、ルーネちゃんは、一体どこにいる？」

「！　……あらあら、そんなコト聞かれても、困っちゃうわよ～。私があの子の姉だからって、行動の全すべてを把は握あくしているワケじゃないし……というか、会って最初に聞くコトが、そんなどうでもイイコトなの～？　もっと他ほかに聞くべきコトがあるんじゃ──」

「実の妹のコトを、どうでもイイなどとほざくな──リーザ・ゼーンズフト・ヴァイゼ」

「！　……あらあら、ホントに怖い声～……うふふ～」

　憤ふん怒ぬの情を包み隠さないアリアの声に、リーザは言葉とは裏腹に物もの怖おじさえしない。アリアは一つ息を吐はき、気持ちを落ち着かせながら続けた。

「……いや、とぼけるな、というべきだったな……リーザ、キミは一体、ルーネちゃんを利用して何を企たくらんでいる？　私にしてみれば、『絶対正義』の動向より……場合によってはそちらのほうが、危あやうく思える。……答えろ、リーザ」

「……ふふ、さすがアリアちゃん～、私のコト、よ～くご理解いただけてるようね～……そうね、まあ、一言で言うなら──」

　口元に人差し指を当てながら──ぽつり、リーザは心底から愉ゆ快かいそうな声を放つ。

「世界をひっくり返すような──と～っても楽しいコトよ～。うふふっ」

「……ほう、それは……興味があるな。是ぜ非ひともお聞かせ願いたいところだが……」

「ん？　ん～……うふふ～……さーて、どうしようかしら～？　ふふ、ふふふ～……」

「……素直に喋しやべるはずはないか、分かってはいたが……仕方──ないなっ！」

　言葉を終えるのと同時に、アリアは弾はじけるように駆かけた。『人類の限界スペック』──初めから『ゾーンの世界』に入り、全開で臨のぞんでいる。

　以前、隆良と戦った時にも見せた、『目の前にいながらにして捉とらえられない挙動』──意識の埒らち外がいから放たれる攻こう撃げきを、躱す術すべなどないだろう。いまだ棒立ちのリーザが、目の前に迫せまったアリアの姿を、ようやく視界に捉えるも──もう、遅い。

「「──────！」」

　そしてついにぶつかり合い、吹ふき飛ばされ、壁かべに叩たたきつけられたのは──

「────ぐ、はっ！」

　────アリアのほうだった。

「……うふふ～、アリアちゃん……私の『異能』を、まさか忘れちゃったの～？」

　愉快そうに笑うリーザに向けて、叩きつけられた背中に手を添そえながら、アリアは荒あらい息を吐きつつ答える。

「っ、はあっ……忘れてなど、いないさ……キミの望まぬあらゆるモノを、キミの望むように弾き返せる……『拒きよ絶ぜつの異能』を」

「うふふ、そう……『異能』だろうと何だろうと、私が一いつ瞬しゆんでも意識できる限り、近寄らせるコトさえない……『一対一なら最強の能力』と評したのは、アナタだったはずよ～？　それなのに、ココに一人で来ちゃうなんて……無む謀ぼうよね～♪」

「……無謀でも何でも、キミとは私が決着をつけねばならない、と思ったのさ……」

「ふふ、そぉ……でも、それは大きなミステイクだったみたい──ねっ！」

「！　──ぐ、ああっ!?」

　壁かべ際ぎわのアリアへ『拒絶の異能』を放てば、アリアの体はコンクリートに更さらに打ち付けられることになる。痛みに身をよじるアリアへと、リーザは冷れい淡たんな声を投げかけた。

「うふふ～……可哀かわい想そうにね、アリアちゃん～……私に勝てない無力なアナタは、ルーネの情報を摑つかむコトも出来ず、ここでいたぶられるしかない……下野根ちゃんは『[image: α]アルフア』ちゃんを確保できなかったみたいだし～……『絶対正義ジヤガー・ノート』の動向も、知れないわね～」

「！　なにっ……隆良くん……」

　隆良達の動向は、リーザに伝わっているらしい。『[image: α]アルフア』本人が伝えたのか、それともリーザの手の者なのか、そこまではアリアにも分からないが──リーザは愉快そうに笑う。

「うふふっ！　そうねぇ、もしアリアちゃんが私に勝てたら、『絶対正義』が何を企んでいるのか……教えてあげてもイイわよ？　……不可能だけどねっ。あははっ、可哀想ねえ、アリアちゃん。何もかも、アナタの思うようにいかず──」

「……隆良くんは、大だい丈じよう夫ぶ……なのか？」

「！　……あらあら、まあまあ～……この期ごに及およんで、他人の心配～？　……ふふ、アリアちゃんってば……自分の心配のほうが、先じゃないの～？　……ねえ？」

　にこり、感情の伴ともなわない、背筋の凍るような冷たい笑みを浮うかべたリーザが──一歩ずつアリアに近づきながら、一言一言に冷たさを滲にじませて言う。
















「ねえ、前に会った時のコト……覚えてる～？　アナタの裏切りが憎にくい、なんて……ヒドいコト言っちゃった～。私、反省してるの～……お友達『だった』アリアちゃんに、本心で話してなかったコト……だから今、改めて言うわ～」

「！　……リーザっ……」

「他者を『愛せない』私を差し置いて……大切なモノを、愛する人達を得て……本心から幸せそうに笑えて、『生きる価値』を得て……素す晴ばらしいわ、素敵よね、感動しちゃう……ねえ、アリアちゃん。私は……私はね──」

　細めている目に歪ゆがんだ怒いかりを宿らせて、リーザは冷たい笑みを一際深めて──

「そんなアナタが────殺したいほど、憎いわ」

「────！　うっ……ああっ!?」

　ナイフのように鋭するどい言葉と共に、壁際のアリアへと更に『拒絶の異能』を放った。







　03　そもそも『ヒーロー』の定義って何だろう……積極的に女の子に白濁とした液体ぶっかけてくるスタイルのコトじゃ絶対ないよな……







　隆たか良らは今、どうしているのだろう──双ふた子ごのメイドを一人で食い止めていた夜よ侘わびが、舞まうようにして戦いながらも考える。

『[image: α]アルフア』からは、『絶対正義』の情報を教えてもらえたのだろうか。『ヒーロー軍団』を凶きよう行こうに走らせるほどの『絶対正義』の真実とは、一体なんなのか。その内容によっては──隆良は、傷ついてしまうのではないだろうか。

（隆良……隆良は、今……大丈夫なの？）

　時を経るごとに隆良のことばかり考えるようになり、集中を欠いてきた夜侘を見て──黒バラのメイドが、隆良を追って部屋を出ようとする。

「……今の内に……姉様、ここは任せますっ。では──」

「！　させないよっ……『無秒着火ゼロ・フレイム』──！」

「あ……つっ!?　……ふふ……」

「!?　え……な、ナニがおかしいのっ」

　何やら不敵に笑う黒バラのメイドに、夜侘が怪け訝げんそうな表情を見せるも──視線を外されて自由になった白バラのメイドは、その隙を絶ぜつ妙みようなタイミングで突ついてきた。

「よくやりました、妹よ──そこですっ！」

「……えっ？　あっ──やあっ！」

　戦せん闘とう中、夜侘の視界を幾いく度どとなく遮さえぎって来た白い布が、今までで最も膨ふくれ上がる。ステップを踏ふみつつ手で払はらい、炎ほのおで薙なぎ払って焼き切ろうとした夜侘だが、しかし。

「……今っ！　潰つぶれてくださいッ──！」

「!?　う──にゃ、あっ!?」

　夜侘が炎を放つ直前、黒バラのメイドが手をかざし──先ほどまでふわりと揺ゆれていた白い布が急激に細長く収縮し、夜侘の手足を絡め取って拘こう束そくする。

「っ……な、なに、これっ……う、きゅっ……動けなっ……」

　それは『物質を収縮する』──『収縮異能』と言ったところか。今まで使わなかったのは、恐おそらく白バラが『膨ぼう張ちよう』させた物質にしか作用できないからかもしれない。だが彼女は、夜侘が白い布に触ふれる、一瞬のタイミングを的確に見計らっていた。

「ここまで、よくも手こずらせてくれましたが……ようやく捕つかまえましたよ？」

「！　にゃ、にゃうっ……」

　集中の途と切ぎれた一瞬の隙を突いた、見事な連れん係けいプレイ──身動きの取れない夜侘が、何とか脱だつ出しゆつしようともがくも、白バラのメイドはそれを許してくれない。

「そして──私がトドメを刺さし、終しゆう了りようとなります。どうか、ご覚かく悟ごください」

「っ……ま、まだっ……アタシは、負けてない、よっ……！」

「……集中を欠いていなければ、危なかったのはこちらだったでしょうね……ですが、運も実力の内といいます。では──」

　メイド服のスカートを翻ひるがえした女性が、太ふと股もものガーターリングに隠かくしていた長い針を手に取り──縛しばり上げられた形の夜侘の視界に入らぬよう注意し、ゆっくりと近づく。

「暫しばらく動けなくなりますよう、薬が塗ぬってあります──一瞬、痛みますが、ご容よう赦しやを」

「やっ……ううっ！　『無秒着火』っ……！　う、ううっ……」

「あなたの火力では、四肢全ての拘束を一瞬で断たち切るのは難しいでしょうし、ご自身も危険ですよ。……そのくらい、分かっているでしょう？」

「ぅ……いやっ……アタシは、足止め……するん、だからぁ……！」

　もがけども、四肢と胴どう体たいを締め上げる白い布からは、簡単には抜ぬけ出せず、

「さあ、もう抵てい抗こうなさらず──どうぞ、お休みなさい」

「あっ……たっ──隆良ぁ──！」

　夜侘の抵抗も空むなしく、ついに薬の塗られた針の先せん端たんが迫った──その時。

「────あっ!?」

「…………にゃ、あ？」

　キンッ、と金属音が響ひびき、白バラのメイドが持っていた針が弾はじかれる。身をよじった夜侘が見たのは、床ゆかに転がる刃はのみのナイフと──それが飛んできた方向に居た者。

「え、あ、る───ルリさんっ!?」

「──どうもーっ！　夜侘ちゃん、この間ぶりですーっ☆」

　刃を失なくした柄つかを左手に持ち、ウインクしながらポーズを取って現れたのは、ルリ──ヴァーミリオンのポニーテールを揺らしつつ、夜侘の傍そばへと駆け寄ってくる。

「あー、もぉー……ひどいナー。こーんなにキツく縛っちゃうなんて……血も涙なみだも無いですよねーっ。夜侘ちゃん、まだこんなに小さいのにー……お胸が」

「むむむ胸のコトは関係ないですしちょっとずつ大きくなってますけどー!?　……って、そーじゃなく！　る、ルリさん……何でココに……っていうか、何でアタシを助けてくれたんですか!?　だってルリさん、『ヒーロー軍団』の……」

「ん？　んー……うん、そうなんだけどねー……まあとりあえず、夜侘ちゃん、それ外して──き、きつっ。ホントにキツいんですけどっ。む～……えいえいっ！」

「え、ちょ、ルリさん、待っ……い、いたた、痛いですよー!?　……んにゃあっ！」

　ルリに手伝ってもらい、夜侘は自身を拘束していた布を何とか取り払う。そうこうしている間に、表情に若じやつ干かんの怒いかりを湛たたえた白バラのメイドが声を掛けてきた。

「……葛くず代しろ殿どの、これは一体、何のおつもりでしょうか？　『ヒーロー軍団』として戦場に出るでもなく、我々の仕事を妨ぼう害がいするとは……これは明確な裏切り行こう為いで──」

「──あ、リーザさんの手下さんは、ちょっと黙だまっててもらえますー？」

「！　て、手下!?　何をっ……リーザ殿とは『ヒーロー軍団』の仲間同士でっ──！」

「あー、じゃあ、言い方を変えますケドー……リーザさんに良いように使われちゃってるおマヌケさんは、ちょっと静かにしててくださいねー」

「!?　なっ……そ、それはどういう──！」

　問いかけてくる白バラのメイドだが、ルリはそれ以上、何も答えない。が、代わりとでもいうように、立ち上がった夜侘がルリへと語りかけた。

「あ、あの、ルリさんっ──えと、ど、どういう状じよう況きようなんですかっ!?　もしかしてルリさんは、『ヒーロー軍団』を抜けて、アタシ達の味方に──」

「……さーあ、夜侘ちゃん！　隆良さんのトコに、いってあげてくださいっ！」

「──にゃっ!?　え、えっと……え、え？」

　唐とう突とつに促うながされて驚おどろく夜侘に、ルリは優やさしく微笑ほほえみながら続ける。

「今、隆良さんは……『絶対正義ジヤガー・ノート』さんの真実を、『[image: α]アルフア』さんから教えてもらってるんですよねー？　トーヤもその時は、すっごい取り乱して、怒おこってましたからー……隆良さんの場合は、んー……落ち込んじゃってるかもしれませんねー」

「！　や、やっぱり……隆良は傷ついてっ!?」

「うーん……ルリには、はっきり言えませんけどー……夜侘ちゃんは隆良さんと似た者同士だし、やっぱり分かっちゃうんですかねー？　ん……そう、だからこそ……そんな夜侘ちゃんの手が、今の隆良さんには……必要なんだと思うよー？」

「！　ルリさん……あ、アタシっ……」

「……うん、いいよ、夜侘ちゃん！　さあっ、『[image: α]アルフア』さんの部屋は、あの扉とびらを出て真っ直すぐのトコです！　ここはルリが……どーんっと引き受けちゃいますよーっ！」

　どん、と胸を叩たたいて笑うルリに、夜侘は表情を明るくさせながら、少し前に隆良が『[image: α]アルフア』を抱かかえて出て行った扉へと走る。

「ルリさんっ……ありがとうございますっ！　あっ、気を付けてくださいね!?」

「うん、まっかせてー！　夜侘ちゃんこそ、ファイトですよーっ♪」

　エールを送ってくるルリに、夜侘は感謝しつつ扉を開く。それを見た黒バラのメイドは、そうはさせるかと妨害に走ろうとする──が、しかし。

「！　お待ちくださいっ……させません！　我々を無視するなど──」

「────あっと、そこ、危ないですよー？」

「え？　……う、きゃあっ!?」

　駆かけ出そうとした黒バラのメイドの眼前を、地面に落ちていた刃が一いつ瞬しゆんで通り過ぎていく。ルリがナイフの柄に右手で触れ、『五分間だけ巻き戻もどす異能』を使ったらしい。

　黒バラのメイドが冷ひや汗あせをかきつつも、ルリを睨にらみつける。

「っ……葛代殿、アナタは……我々を、完全に裏切る気ですね？　分かりました……であれば、もはや容赦はしません。アナタを排はい除じよし──」

「ルリね──今、すっごい怒ってるんだぁー」

「────は、あ？」

　思いがけず素すっ頓とん狂きような声を漏もらした彼女に──ルリは軽く顔を伏ふせつつ呟つぶやいた。

「『絶対正義』さんの過去だか真実だか知らないけどー……そんなのを利用して、ルリのトーヤを唆そそのかして、あんなコトさせて……魅み神かんさんや沙さ凪なぎちゃん、あんまり知らないけど氷こお莉りちゃんを、危険な目に遭あわせて……隆良さんも、トーヤと同じように傷つけて……」

「……い、一体、ナニをぼそぼそ言っているので……く、葛代殿？」

「しかも今、アナタ達、夜侘ちゃんにまで……手を出そうと、してたでしょー？」

　かつん、かつん、と足音を立て、ルリは部屋の中央へと歩み寄り、

「ルリねぇー……ちょっともう、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れちゃったから──」

　すっ、と伏せていた顔を上げたルリは双ふた子ごのメイドへ向けて、

「アナタ達、このまま無事に帰れると────思わないでね？」

「「「……────!?」」」

　背筋も凍こおってしまいそうな、冷たい視線と声を放ったのだった。




　大部屋を飛び出した夜侘は、隆良の居る部屋を探して走る。とはいえ、距きよ離りはそれほど離はなれていなかったらしく、見つけるまでにそれほどの時間は要さなかった。

　この通路にある部屋は、たった一つ。他ほかには見当たらないし、ここがそうなのだろう。電動式の扉にはロックがされておらず、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと開いた。

　薄うす暗ぐらい部屋に、一歩、足を踏み入れる。不気味なほど物静かな室内で──一人分の呼吸音だけが、壁かべ際ぎわの低い位置から聞こえてきた。

　少しだけ躊ちゆう躇ちよした夜侘だが、やがて決心したように声を発する。

「隆良……そこに、いるの？」

「…………夜侘、か？」

　壁を背にして膝ひざを抱え、うつぶせていた顔がゆっくりと上がる。それは、確かに隆良だが──今まで見たことがないほどに、憔しよう悴すいしきっていた。

　それでも彼は、何かに後押しされるように、あるいは縋すがるかのごとく、立ち上がろうとする。

「はは、みっともねートコ、見せちまったな……その、俺ともあろうモンがよ。ちょっと……待っててくれよ。今、立つから……大だい丈じよう夫ぶだから、よ……」

「あっ……た、隆良っ。無理しないでっ──」

「──う、おっ。……ああ、くそ、おかしいな……何でだろ、立てねぇな……くそっ、ああ、くそっ…………くそっ！」

　隆良は苛いら立だたしげに右手を振ふり、だん、と壁を叩く。けれど、握にぎる拳こぶしには明らかに力が無く──微かすかに体が震ふるえているのも、隠すことは出来ていなかった。それでも隆良は拳を握り締しめ、また足に力を入れて立とうと試みるも、やはり上手うまくいかない。

　何度かそうしてから──夜侘はいきなり屈かがみこみ、

「────隆良っ！」

　隆良に覆おおいかぶさるように、彼を抱だきしめていた。

「！　……夜侘……」

　夜侘に抱きしめられた温ぬくもりで、隆良の震えが少しだけ収まる。

　暫くの間、そうしてから──隆良が、ゆっくりと口を開いた。

「……『ヒーロー』は……」

　どことなく痛ましい、そんな声で──隆良が、ぽつりと呟く。

「俺の憧あこがれた、『ヒーロー』は…………どこにも、いなかったよ」

「！　……隆良……」

　夜侘の胸に抱きしめられ、彼女の腕うでを片手で摑つかみ、隆良は縋るように問う。

「夜侘……俺は一体、どうすりゃイイ……？　こんなトコで、こうやって丸まってる場合じゃねえって……分かってんだ。……分かってんだ、けど……俺は、どうすりゃ……イイんだ？　『ヒーロー』が、『ヒーロー』じゃなかったら……俺は……」

「……隆良っ……」

「なあ、夜侘……教えてくれよ、なあ……俺は……俺はっ……！」

「………………」

　もしも、今──

　夜侘が『立ち上がれ』と言えば、隆良はきっと、立ち上がるのだろう。

『戦って』と懇こん願がんすれば、隆良はきっと、戦ってくれるのだろう。

　旧市街では、魅神が、沙凪が、氷莉が、戦っている。ヱリコも、必死で皆みんなをサポートしてくれている。アリアもきっと、どこかで戦っているはずだ。

　だから夜侘は、『立ち上がれ』と、『戦って』と促すのが、正しいのだろう。

　けれど────けれど。

（今の隆良に……アタシは、そんなコト……言えない）

　もし、言ってしまえば──立ち上がらせ、戦わせてしまえば、隆良はそのまま、消えてなくなってしまいそうな気がする。

　理り屈くつや確証がある訳ではない。けれど──ほとんど確信のように、夜侘は思う。

　だからこそ、夜侘は隆良に、戦うことを要求など、できはしなかった。

　けれど、その代わりに──

「────隆良」

　夜侘は、自身のポケットへと手を突つっ込む。そこには、この建物へ赴おもむく前、アリアに手て渡わたされた封ふう筒とうが仕し舞まい込まれていた。

『万が一の時のため』──そう言われて、託たくされた封筒だ。

　隆良を抱きしめていた夜侘が、ゆっくりと彼から体を離す。屈みこんだままの姿勢で、隆良と目線を合わせたままで、

「ねえ、隆良──聞いて、くれる？」

　夜侘は自身のポケットから、一通の封筒を取り出した。







　今は使われなくなった大きな廃はい病院から、壁をぶち抜ぬく大音が響ひびく。

「ぐっ……はあっ……」

　そうやって何度ほど部屋から部屋へと移動させられただろう、アリアが──苦く悶もんに顔を歪ゆがめながら、荒あらい息を吐はき出した。

　リーザとの戦せん闘とうを始めてから、アリアは自身の身体能力を限界までフル稼か働どうし、再三に亘わたって攻こう撃げきを試みた。けれど、いくら意識の埒らち外がいへ逃のがれようと立ち回っても、結局はリーザの『異能』に捕つかまってしまう──あらゆる意味で規格外のアリアとはいえ、身体能力はあくまでも人類の限界。ストレンジャーの『異能』のようにはいかない。

　破は壊かいされた壁の向こうから、ゆったりとした足取りで、リーザも現れる。

「うふふ～……いくらアリアちゃんが頑がん張ばっても、人間の知覚能力を完全に振り切るコトなんて、出来る訳ないじゃない～？　所しよ詮せん、アナタは無能力者なんだから～」

「っ……はっ、そうだな……それが、当然なんだろう、な……」

「そうよ～、うふふ……あ～あ、皮肉よね～？　私はきっと、頭でも、身体能力でも、他の色んなコトだって、アナタには何一つとして及およばない……それなのに、私の『拒きよ絶ぜつ異能』ただ一つで、アナタは私に手も足も出ないんだから～」

「……ああ、全く、心が折れそうだよ……っく、ん！」

　口では『心が折れそうだ』と述べながら、それでもアリアは地に膝を突き、いまだに闘志の萎なえない目で相対する者を睨む。

「……あらあら、アリアちゃんったら、まだやる気満々なの～？　しぶといんだからぁ～……さっさと諦あきらめて、楽になっちゃえば～？」

「……悪いが、そうもいかない……諦めの悪さは、とある子に倣ならっているのでな」

「……ふふっ、ふっ……とある子、ねぇ～？　その子、残念だけど～……今、どうなってるのかしらね～？」

「………………」

　何やら馬ば鹿かにしたような口ぶりのリーザに、アリアは大した反応を見せないが──リーザはそのまま、愉ゆ快かいそうに続けた。

「『絶対正義』ちゃんの真実を知って……憧れていた『ヒーロー』像なんて、どこにもなかったと知って──それでもあの子、ちゃんと立っていられるのかしらね～？　トーヤちゃんと同じように暴走でもしてくれれば、と～っても楽しいんだけど～……」

「………………」

「うふふっ、さすがにそれは難しいかしら～？　まあ何にせよ、私の見立てでは、あの子はもう絶望して……立ち上がるコトなんて、到とう底てい不可能──」

「ああ──そうかもしれないな」

「……あら……あらあら～？」

　意外そうに首を傾かしげるリーザだが、アリアの言葉は終わらない。

「隆良くんは、私が見る限りでも……ずっと『ヒーロー』に拘こだわり、憧れ、それを信念として走ってきた……その理想が崩ほう壊かいするというのなら、もしかすると……キミの言う通り、立ち上がって戦うコトなど、出来なくなるかもしれない」

「……『かも』じゃないわ～？　きっと、不可能よ～」

「はは、そう『かも』な。だが、たとえそうだとしても、今まで戦い続けてきた彼に……文句など、言えないさ。私達の中に、彼を責める者など……一人もいないよ」

「………………」

　アリアの言葉を受け、対するリーザは、ぶすっ、と不満そうに口を尖とがらせた。

「……あ～あ、つまらないわ～。もっと絶望して、失望してくれるかと思ったのに～……愛する子なら、甘やかして当然ってワケ～？　それとも……信じちゃってる、とか？　はあ～、私『愛情欠落コンプレックス』だから、ぜーんぜん分からない──」

「なあ、リーザ、随ずい分ぶんと無む駄だ口ぐちが多いようだが──私を殺したいほど憎にくいんじゃ、なかったのか？　お喋しやべりで──私を殺せるのか？」

「────！」

　挑ちよう発はつするような言葉を放ったアリアを、ぎっ、と細い目で睨にらんだリーザが──膝を突くアリアへと、『拒絶異能』を放って床ゆかに叩たたき伏ふす。

「ッ……！　ぐ、はぁっ！」

　ゴォン、と鈍にぶい音が響くと同時に、床が抜けてアリアが一つ下の階の部屋へと落ちていく。ふう、と一つため息を吐ついたリーザも、アリアを追って飛び降りた。

「よいしょ──っと。もぉ、アリアちゃんったら～、そんな様で私を挑発しちゃ、ダメダメ～。アリアちゃんだって、苦しみたくはないでしょ～？　……ねえ、アリアちゃん、聞いてるかしら？　……ねえ？」

「……ああ、聞いているさ、リーザ……ふふ……はは、はははっ……」

「……あら？　アリアちゃん、どうしたの？　打ちどころでも、悪かっ──!?」

　急に笑い出したアリアに、軽く首を傾げていたリーザが、初めて戦せん慄りつする。

　リーザが今、アリアを吹ふき飛ばし、降り立った部屋には──機械音を発する大量の爆ばく弾だんが、四方八方に仕し掛かけられていたのだ。

「アリアちゃん、まさか……私の下もとへ来る前に、これをっ!?　だから遅おくれて……っ、ふ、ふふっ……なるほど……私はまんまとココへ、誘ゆう導どうされたっていうワケね……？」

　瞬しゆん間かん的に、リーザはアリアの狙ねらいを理解し──アリアはゆっくりと答えた。

「リーザ、キミの『拒絶異能』は、己おのれの知覚できるモノであれば、どんなモノでも拒絶し、弾はじき返すコトができる……それはたとえ、爆風であろうとだ。が、しかし……拒絶できるのは、一度に一つだけ……同時に二つ以上のモノは、拒絶できない」

「っ…………！」

「以前、私が隆良くんに負けた直後……キミは魅神達に取り囲まれた時、口八丁で乗り切ろうとしたそうじゃないか。いや、更さらにその前、キミが隆良くんとファーストコンタクトを取った際も、魅神の介かい入にゆうであっさり引き下がっていったと、魅神本人から聞いた……キミが秘密主義者とはいえ、ここまで条件が揃そろえば、もはや確定事じ項こうだよ」

　言いながら、アリアが白衣の裏ポケットから、押しボタン式のスイッチを取り出す。

「そして、後はこれを押すだけで──部屋中に設置してある爆弾が作動して、終しゆう了りようだ。私が一対一で、キミを倒たおすには……この方法しか、ないだろうな」

「……ふふ、うふふっ……それで私が倒せるって、本気で思ってるの～？　イイわね～、試ためしてみれば～？　もしアリアちゃんの言う通り、同時に二つ以上を拒絶できないとしても～……一つずつ、一瞬で判断して拒絶していけば──」

「人間の知覚能力の限界を以もつてしても、それが可能なのかは疑わしいが──仮にそれが可能だったとしても、キミの目に見える所にだけ設置していると思うか？　全すべての展開を想定に入れ、対応は取らせてもらっているよ」

「っ、ふ、ふふっ……」

　追い詰つめられても笑えみを絶やそうとしない、そんなリーザのこめかみに、つう、と一筋の汗あせが流れる。が、それを悟さとらせまいと人差し指を立てて横を向いたリーザが、そのままの姿勢でアリアへと語りかける。

「あらあら、アリアちゃんったら～……そんな方法で、本当にイイの～？　そんなコトしたら『絶対正義ジヤガー・ノート』ちゃんの居場所も……ルーネのコトだって、分からず仕舞いよ～？」

「……ああ、そうだな……確かに、その通りだ」

「ふふ、そうでしょ～？　それにきっと、アナタの大切にしてる子達は……何より大事な子達は、きっとアナタを許さないわ～。半年前にあれだけ責められて、天才のクセに学習能力が無いのね～？　お墓の前で責められるのがお望みなら、どうぞお好きに──」

「それでも──キミを野放しにしておくほうが、ずっと危険だろう？　こんな私の命と引き換かえに、皆みんなの脅きよう威いを排はい除じよできるのなら……万ばん々ばん歳ざいさ」

「！　っ、アリアちゃんっ……！」

　リーザの湛たたえ続けてきた笑みが、ぎりっ、と歯は嚙がみする音と同時に、ついに消える──窮きゆう地ちを前にし、明らかな焦しよう燥そうを、初めて面おもてに出した。

　詰まるところ、それはアリアの策戦が正しかったことに他ほかならない。この方法であれば、恐おそらくリーザを打破できる──『絶対正義』を除けば『ヒーロー軍団』の中で最も危険なリーザを、ここで己の身と引き換えに倒せれば、仲間達のリスクは格段に下がる。

　これがリーザを倒せる、ベストの選せん択たくであれば、もはや迷う必要は無い。

　けれど、アリアは──少しだけ顔を伏せて、ぽつりと呟つぶやいた。

「……そう……この部屋へ、来る前は……本気で、そう考えていたんだ……」

「？　……アリアちゃん？」

「………………」

「……────！」

　アリアが右手に持っていたスイッチを、少し前に出して掲かかげる。ついにスイッチを押すのかと、リーザが身構えた──次の瞬間。

「…………えっ？」

　リーザは細めていた目を、軽く見開く──アリアは己の右手から、スイッチを落としたのだ。そればかりか、今しがた落とした『それ』を、踏ふみつけて破壊してしまう。

「…………は、あ？」

　リーザの口から気の抜けた声が漏もれるのも、無理からぬこと。彼女にしてみれば信じられない行動を取ったアリアその人は、不思議なほど穏おだやかな表情で声を上げる。

「リーザ──キミの言う通りだ。キミと刺さし違ちがえようとすれば、隆良くん達は、きっと私を許しはしないだろう。あの時と同じ失敗なんて……もう、ごめんだ。私は、ここで死ぬコトよりも……皆に怒おこられて、皆と共に生きられないコトのほうが……ずっと怖こわい」

「…………くっ、ふっ」

　アリアの吐はき出した素す直なおな言葉に、対するリーザの口から、笑い声が漏れた。

「ふっ……あ、あはははっ！　あはっ……そう、そうなの！　今、よ～く分かったわ、アリアちゃん！　アナタは弱くなったっ……捨て身の覚かく悟ごも持てず、生に執しゆう着ちやくして、みっともなくしがみついてっ……大切な者を得たせいで、人を愛するコトを覚えてしまった、そのせいで──アナタは以前のアナタより、ずっと弱くなったのよっ！」

「……ああ、そうだ……それも、その通りだ」

「うふふっ、滑こつ稽けいね……不ふ憫びんね～！　どっちにせよ私を倒せない限り、アナタの生への道は閉とざされるのにっ……唯ゆい一いつ、私を倒せる手段を捨てちゃってっ……それとも、ナニ？　命いのち乞ごいでもしてみる？　あははっ、いいわね、見たいわ～、それっ──」

「いいや──残念だが、それだけはハズレだな、リーザ」

「──は？　ふふっ……な～に？　アリアちゃん？」

　もはや余よ裕ゆうでいつもの冷たい笑みを浮うかべ続けるリーザに、対するアリアは軽く前ぜん傾けい姿勢を取りながら、穏やかだった表情を切り替かえていく。

「何も、私は……ただ生き残るためだけに、キミを倒せる唯一の方法を捨てたワケじゃない……戦うコトを、放ほう棄きするつもりも、ない」

「はあ……？　じゃあ、どうするっていうの？　ねえ──」

「決まっているだろう──皆のために、ここでキミを、打破するのさ」

「……はっ……あははっ！　またそんな冗じよう談だん～……」

「冗談なんかじゃない──私は、本気だ」

「！　…………」

　じんじんと痛む、傷ついた体を奮い立たせ──ぎしぎしと悲鳴を上げる、限界寸前の足で地を踏みしめ、アリアは前だけを見み据すえる。

「私はもう既すでに、一度間違えている……諦あきらめて自じ暴ぼう自じ棄きになり、己の命ごと、全てを投げ出そうともした……だけどあの子達は、こんなバカな私を、深い闇やみから救い出してくれた……だからこそ、私はあの子達に──誓ちかった！」

　アリアの眼めには──その瞳ひとみには、真っ直すぐ貫つらぬくような不退転の意志が宿っていた。

「私はもう、間違えない──私はもう、諦めない！　たとえ相手が誰だれであろうと、何であろうと──私は生きて、抗あらがい続けてやる──！」

　決して退ひくことはない、不ふ撓とう不ふ屈くつの眼まな差ざしで、リーザを見据え──

「さあ、かかってこい、リーザ・ゼーンズフト・ヴァイゼ！　私は、私のために──そして私の愛する者達と、共に生きる未来のために──！」

　何度でも立ち上がり、何度でも立ち向かう、『彼』の姿を心に描えがき──アリアは今一度、生きて戦うための構えを取る。

「今、ここで────オマエに、勝つッ!!」

　自己犠ぎ牲せいの道を捨て、傷だらけの体で、なおも戦おうとするアリアを見て──リーザはいつもの不敵な笑みを消し、冷めた表情で呟いた。

「……ゲルの喰くらいすぎで、頭でもおかしくなっちゃったのかしら～？」

　はあ、とため息を吐いてから、リーザは手をかざし──再びアリアへと、容よう赦しやなく『異能』を揮ふるった。







　旧市街のど真ん中、法と正義の交差点──『政府公こう認にんストレンジャー』魅神達は、もはや完全に集結しきってしまった『ヒーロー軍団』の目まぐるしい猛もう攻こうに、果か敢かんに立ち向かっていた。

『んもうっ、ですの！　容赦なさすぎですのよ、あんの《ヒーロー軍団》！　氷莉がいなかったら、もうとっくに旧市街なんて、抜ぬかれてたかもですの……！』

　沙凪の言葉が示す、氷莉が幾いく度どとなく作り上げた、氷の壁かべ──それは『ヒーロー軍団』の進攻を妨ぼう害がいするだけでなく、魅神達を幾度も守ってきた。やはり防ぼう御ぎよ面において、氷莉以上に頼たよれる者はいないだろう。

『氷莉ちゃんっ、すごいですっ！　沙凪ちゃんも、サポート頑がん張ばってっ……魅神さん、ファイトですよーっ！』

　ヱリコの激げき励れいにも、一層力が入る──『心労新婦マリツジ・ブルー』の『異能』でネガティブ感情を増ぞう幅ふくされないように続けていることだが、これも地味にとはいえ効果を示していた。

　氷莉を防御の主しゆ軸じくに置き、沙凪が遊軍として状じよう況きようを見て動き、そして──

「喰らいなさいっ……私の新しん技わざ──」

　アタッカーとして立ち回る魅神が、進攻してくる『ヒーロー軍団』の僅わずかな隙すきを突つき、電気を細く長く形成させ、針のようになった電でん撃げきを高速で射出する。

「──『雷らい針じん』ッ！」

「うっ、あ──あばあっはぁぁぁ!?」

「よしっ……やったわっ！」

　魅神達のチームワークは、本人達が予想した以上にハマっていた。少しずつ、『ヒーロー軍団』の戦力を削けずれるようになっている──『ヒーロー軍団』の攻撃を上回り、逆に魅神達が攻せめに転じる場面もあったほどだ。

　──けれど、それでも──

「悪いけど──消えてくれるかな」

「────！」

『ヒーロー軍団』の総力は、確実に魅神達を凌りよう駕がしていた。

　これで何度目だろう、トーヤの爆ばく破はダーツによって氷ひよう壁へきを破は壊かいされた氷莉が、明らかに気落ちした声を漏らす。

「うーっ……また、またあのトーヤってヒトがぁー……ぅー……」

『！　こ、氷莉ちゃんっ……お、落ち込まないでっ』

　ヱリコが励はげまそうとするも──作り上げては壊こわされて、作り上げては壊されて、それを幾度となく繰くり返されれば、氷莉の気持ちが沈しずんでしまうのも当然だった。

　むしろ『だらだら至高主義』の氷莉が、それでも継けい続ぞくして氷の壁を作り続けてきたのだから、良くやっているほうかもしれない。

　だが状況は、気落ちする暇ひまさえ与あたえてはくれず──魅神が大声で叫さけんだ。

「氷莉ちゃん、気を抜かないで──次が来るわよっ！」

「え……あっ、てややっ」

　すんでのところで氷莉は気持ちを立て直し、再び氷壁を作ると──同時に、トーヤの『爆破ダーツ』による爆音が響ひびく。今しがた作った氷壁の崩ほう壊かいと同時に、氷莉が焦燥をため息に変えて吐き出す。

「は、はあーっ……あ、あぶなかったぁ……うう、こんなカヨワイおんなのこに、サイアクだよー、あのヒト……」

「ええ、全くその通りね……ほんっと、あのエセヒーロー、ずっと前からあんな感じよ。進歩が見られないわ、ふんっ」

　魅神が感情のままに非難を口にするも、トーヤは全く気にした素そ振ぶりを見せず、顎あご先さきに片手を当てて考え込む。

「……ふん、なるほど、やはり藍らん玉ぎよく氷莉本人から叩たたく必要があるね……しかし、この速度では足りないか……ふうっ」

「！　氷莉ちゃん──また来るわよ、気を付けてっ！」

「！　うぃっ、みかんママー……『だらだら・ロックン・ウォール』──ぇ？」

　氷莉が『異能』を発動しようとした、その瞬しゆん間かん──一本の『爆破ダーツ』が、豪ごう速そくで飛ひ翔しようする。よく見ればダーツの後部がジェットのように噴ふん射しやしており、それが加速の原動力になっているのだろうが、

「！　氷──」「あ────」

　魅神が声を上げる間も、氷莉が避さける間もなく、ダーツが──なぜか氷莉の体には着ちやく弾だんせず、すり抜けて背後の壁を破壊した。

「？　おや……おかしいな」

　トーヤが首を傾かしげた直後、氷莉の姿が陽炎かげろうのようにゆらめき、そのすぐ横に本物の氷莉の姿が現れる。氷莉は念のため、気温差を利用して虚きよ像ぞうを作り、己おのれの実体を少しだけずらしていたのだ。それが氷莉の身を救った──が、しかし。

「ぅ、ぁ…………あうっ」

「！　氷莉ちゃんっ……！」

　あとほんの少しで、氷莉は『爆破ダーツ』を正面から喰らっていたかもしれない。そう思えばこそ、氷莉が腰こしを抜かしてへたり込んでしまうのも、仕方なかった。

　ついに破れた拮きつ抗こう──だが、魅神達の劣れつ勢せいは更さらに拍はく車しやをかけられる。

「──ちょ、ちょっ──は、離はなしますの！　にょるぁぁぁ！」

「え……い、今の声、沙凪ちゃん!?」

　声のした方を見ると、そこには隠かくれていたはずの沙凪の姿が──何と、宙ちゆう吊づりの状態で発見された。吊られた沙凪の真横では『占星天使アストレア』が、一束のタロットカードをいじりながら、ポーズを取ってウインクする。

「『神秘な秘密を囁いてアルカナ・ブラツデイー・ロア☆』──お嬢じようちゃまの運勢は、『吊られた男ハングド・マン』よっ。運が悪かったわねっ☆」

「にゅおおお！　知らんっちゅーんですの！　降ろしなさいですのぉー！」

「ふっふっふ……悪の栄えた例ためしなしっ。これこそが『占星天使』の実力よ──正義のヒロインは、負けないんだからっ☆」

「ちょっとは聞けぃ！　ですのぉ！　こちとらアナタの趣しゆ味みに付き合ってる暇、無いんですのるぉぁぁぁ！　ふにゅおぉ……頭に血が昇のぼってきたですのー！」

　元げん気き一いつ杯ぱいで囚とらわれている沙凪は、ともかくとして──何やら決めポーズを取っている『占星天使』が揮ったのであろう『異能』を想像し、魅神が焦しよう燥そうに駆かられる。

（まさか花はな占うらないとかだけじゃなく、タロット占いのイメージも具象化できるの？　なら、詳くわしく知らないけど、十……十二？　くらい攻撃の種類があるワケ？　っ、どんだけ多た彩さいなのよ……いくら沙凪ちゃんの『生体異能蝶ちよう』でも、いきなり対応なんて……えっ？）

　刹せつ那な、魅神の思考を中断させるように、どさっ、と誰かの倒たおれる音が響く。

「えっ……あ、こっ……氷莉ちゃん!?」

「ぅー……も、やだぁー……サナギちゃんまで、やられて……もぉ、わたし……」

「え？　……な、ちょっ──こ、氷莉ちゃんってば!?」

「──もぉ、はたらきたくないぃぃぃ……」

　倒れる氷莉の周囲に、パキパキと音を立てて氷のドームが造られていく──以前、学校さえも凍いてつかせた力で、ついに彼女は引きこもってしまった。

　思わず啞あ然ぜんとする魅神の耳に、『ヒーロー軍団』が多勢で守っている中心から、生気の無い声が聞こえてくる。

「はあぁ～……そうそう、何しても無む駄だ無む駄だ……やめちゃお、やめちゃお……？　皆みんなも、もぉだるいでしょ……？　はあぁ～、やだやだ、息するのめんどくさ～……」

「っ……！　『心労新婦』っ……！」

　氷莉は恐おそらく、『心労新婦』の『異能』の影えい響きようをモロに受け──ネガティブ感情を増幅され尽つくしてしまったのだと、魅神は理解する。

（そうよっ……氷莉ちゃんは、昔とは違ちがう。だらだらしたいだけで、こんな時に引きこもったりする子じゃない……と、思う……うん、多分……いや、絶対！　そうよ、そのはず……私は氷莉ちゃんを、信じてる……多分……いやいや絶対！）

　かなり迷いはあるようだが、その感情は何とか喉のどの奥に吞のみこむ。とはいえ、氷莉という戦力を失い、更には沙凪まで捕つかまっている現状、

「にゅ、にゅお……は、離せぇ、ですのぉ……め、目がまわ……にょふぅ……」

「！　っ……沙凪ちゃんっ……」

　もはや魅神は、孤こ立りつ無む援えんの状況に立たされてしまったも同然。

『氷莉ちゃん、氷莉ちゃんっ……つ、通信が届かないですっ……!?　沙凪ちゃん、しっかりしてくださいっ！　～～～っ、ど、どうすればっ……』

　通信機から聞こえてくるヱリコの声も、焦燥に支配されている。

「………………」

　誰だれが見ても、敗色は濃のう厚こうだ。これ以上の戦いは、無意味だとしか思えない。絶体絶命の窮きゆう地ちを前に──魅神は果たして、何を思うのか。

（氷莉ちゃんも、沙凪ちゃんも、もう戦えない……私だけで、どうすればイイ？　こんな時に……『アイツ』なら、どうする？）

　この状じよう況きよう下かに置かれて、魅神は不意に空を見上げた。流れる雲を、眩まばゆい陽光が差すのを、きらきらと輝かがやく自身の前まえ髪がみの隙すき間まから、ただ黙だまって眺ながめつづける。

（どうしてかしら──こんな状況なのに、私、落ち着いてる。さっきまで、あんなに焦あせってたのが、噓うそみたい。……私は、きっと……）

　空を見上げ続ける魅神の前には、百ひやく戦せん錬れん磨まの『ヒーロー軍団』──彼らを代表するかのように、トーヤがゆっくりと口を開いた。

「さあ──もう、終わりだね。これ以上の抵てい抗こうは無意味だと、理解できるだろう？　僕達の邪じや魔まをしないのであれば……危害は、加えない。僕達はあくまで、正義のために戦っているのだから。どうする『雷らい神じん』──無意味な戦いに、終しゆう止し符ふを打つ気はあるか？」

「………………」

「……答えない、か……いや、この際だから、ハッキリと言おう。キミ達の、最後の希望は──ココへは、絶対に来ない」

　すう、と深呼吸をしたトーヤが、確信を言葉に変えて放つ。

「下しも野の根ね隆良は、きっともう────立ち上がれない」

「！」

　ぴくり、魅神が体を一つ震ふるわせると、トーヤはそのまま言葉を続けた。

「『絶対正義ジヤガー・ノート』の背中を追う者が、彼の境きよう遇ぐうを知ればどうなるのか……キミ達には、決して分からないだろう。今、下野根隆良の心に共感できる者なんて、キミ達の中には、いないはずだ。だが……僕には、分かる。……理解、できる」

「………………」

「あの甘ったるい下野根隆良のコトだ──もう彼は、立てない。もしココへ来るとしても、それは『絶対正義』のため、僕と同じ『ヒーローに憧あこがれた者』として──」

「…………さっきからアンタ、一人でナニ言ってんの？」

「！　…………」

　空を見上げたまま発した魅神の声に、トーヤが眉まゆ根ねを寄せる。と同時に、ヱリコが通信機越ごしに声を送ってきた。

『！　そうでしたっ、夜侘ちゃんと、下野根くんなら、きっとっ……待っててください、魅神さん！　すぐ二人と、通信を繫つなぎますからっ！』

　ヱリコの声が遠ざかる中、睨にらみ付けてくるトーヤへと、魅神は言う。

「あのバカの気持ちが──アンタに、分かるですって？　私よりも……私達よりも、分かるですって？　だからアイツは……もう、立てないですって？」

「……そうさ、その通り──同じ『ヒーロー』に憧れた者同士、当然──」

「──バカ言ってんじゃないわよ」

「……なんだと？　何がバカだと言う」

「………………」

　空を見上げていた魅神の顔が、ゆっくりと前を向く。風に揺ゆれる金色の長ちよう髪はつをなびかせながら、強い意志の籠こもった眼まな差ざしを向けて、

「アンタは、バカ隆良のコトなんて──何も分かっちゃ、いないわ」

「────！」

　言い切った魅神に──トーヤは不快そうに、その表情を歪ゆがませた。







　薄うす暗ぐらい部屋の中、隆良と向き合っていた夜侘が、上着のポケットから一通の封ふう筒とうを取り出し、穏おだやかな口調で語り始める。

「隆良……コレ、ね。アリアお姉さまから、もしもの時のためにって……そう言われて、預かったの。必要になったら、って……そう、言われて」

「……？　夜、侘……？」

「ねえ、隆良……アタシには、隆良の気持ち……分かるよ。アタシ達、似た者同士だもん……隆良が辛つらいの、アタシには……ちゃんと、分かるから」

　それは、本心からの共感──だからこそ、夜侘はゆっくり、幼子へと語りかけるように、隆良が今、必要としている言葉を紡つむぐ。

「もしも、隆良がもう、疲つかれてしまったのなら……戦いたく、ないのなら」

「！　夜侘……俺はそんなっ……ん、ぐっ」

　強がろうとする隆良の口を片手で押さえ、夜侘は微笑ほほえみながら、

「どうか、これを──受け取って」

　封筒の中から一枚の用紙を取り出して、隆良へ向けて広げてみせる。

　それは──夜侘が彼に、示したのは──




「『政府ストレンジャーチーム』の──『脱だつ退たい書しよ』、だよ」







　04　とうとう卑猥お下品ゲル妖怪に三くだり半が突き付けられる──とか、そういう話ではない。……え、違う……よね？







　夜よ侘わびが今、自分に突き付けているモノ──『政府ストレンジャーチームの脱退書』を見て、隆たか良らは呆あつ気けに取られる。

「夜侘……それ、なん……」

　上手うまく言葉が出ない──一体、何の冗じよう談だんなのか。もし冗談でないとしたら、どういう意味なのか。今の隆良など必要ないと、そう言いたいのか。

　けれど、そうでないことは、夜侘の瞳ひとみを見ればすぐに理解できた。

「アタシはね、隆良──あなたがそんなに心を傷つけてまで……その痛みを嚙かみ殺してまで、戦う必要なんて……無いと、思う」

　夜侘の瞳は、ただ、ただ──隆良への思いやりに、満ちていた。

「もう……『絶対正義』さんがどうとか、『ヒーロー』がどうだなんて、そんなコトに拘こだわらなくたっていい……隆良はそんなしがらみから、もう解放されてイイの」

　それは心底、隆良の気持ちを汲くんでの言葉。隆良の心に共感できる夜侘だからこそ、今この場で、彼に言える。

「隆良が絶対に戦わなくちゃいけない理由なんて、どこにも無いんだよ。今の騒さわぎだって、アタシ達が、何とか……きっと何とか、してみせるから」

『政府ストレンジャーチームの脱退書』を手にする夜侘の手は、微かすかに震えていた。それでも彼女は、言葉を止めようとはしない。

「隆良は今までだって、誰かのために戦ってきたんだもん……見知らぬ人達のためだけじゃない。沙さ凪なぎちゃんのために、ヱリコさんのために、氷こお莉りちゃんのために……アリアお姉さまのために。魅み神かんの……ために。そして……アタシの、ためにだって」

　強くなくても、弱くても、『異能』がどんなに微び妙みようでも──自分達の先頭に立って、いつも引っ張ってくれた隆良の姿を思い出しながら、

「だから、だからもう、隆良は……休んでも、イイの」

　傷ついた彼の、その右手を、そっと自身の左手で握にぎり、

「文句なんて……誰も、言わないから」

　慈いつくしみ、慰なぐさめるように──囁ささやいた。

「きっと、きっとね……楽しいコトなんて、いくらでもある。『ヒーロー』だとか、そんなコト以外に、たくさんある。休めば、きっと……傷ついた心だって、癒いえていくよ」

「……夜侘、俺は……」
















「隆良……強がらないで、イイの。束そく縛ばくなんて、されなくてもイイの。アナタは、今……自分のしたいコトを、望むコトだけを……しても、イイの」

　もう、『憧れたヒーロー』に、拘らなくても良い──隆良は道みち標しるべを失ったのではなくて、自由になったのだと、夜侘は告げる。

「そうして……イヤなコトなんて、全部、全部、忘れて、それで……それ、で………」

「！　……夜侘？」

　話し続けていた夜侘の目から、すう、と涙なみだが流れ、ぽとり、隆良の右手の甲こうを濡ぬらす。

「………それで………」

　夜侘は言葉に詰つまったように、それ以上は何も言えないでいた。ぽとり、ぽとりと涙を流し続けて、それでも──隆良の目を、真っ直すぐに見つめ続けている。

「……夜侘っ……！」

　涙で濡れる手の甲に、ぐっ、と力が籠もった。ここでこうして、何も出来ずにうずくまってから──初めて、己おのれの手に力が少しだけ戻もどってきたのを感じる。

（俺は……ナニやってんだ？　コイツにこんな顔させて……コイツを、泣かせて……こんなトコで、うずくまって……ナニ、やってんだ？）

　まだ、足が震えている──立つことは、できない。けれど今、立たなければならないことだけは、分かる。

（俺は、一体っ……何なんだッ！）

　動かぬ足に、それでも力を籠めようとする、そんな隆良の耳に──通信機を介かいして、ヱリコの少しだけ嗄かれ気味の声が飛び込んできた。

『──下しも野の根ねくん、夜侘ちゃん！　あのっ、氷莉ちゃんと沙凪ちゃんが、そのっ……戦えなくなってっ……えっとっ……』

「！　ヱリコ……？」

『そのっ……魅神さんが、魅神さんが、今っ──』

　切せつ羽ぱ詰つまった声で、ヱリコが振ふり絞しぼるような声を出した。

『魅神さんが──一人で、戦ってるんですっ！』

「────！」

　はっ、と隆良が顔を上げるが──夜侘は黙だまったまま、隆良の顔を見つめ続ける。

「………………」

　夜侘が何を考えているのか、今の隆良に考えている余よ裕ゆうはない。魅神の状じよう況きようはどうなっているのか、ヱリコが通信を繫げようとしてくる。

『と、とにかくっ……今から、戦場全体の音を届けられるよう、通信を繫ぎますから……出来れば早く、援えん軍ぐんをお願いしますですっ！　そ、それじゃあっ──』

　ぷつ、つ、つつ、と断続的に電子音が響ひびいた、次の瞬しゆん間かん──どう、と遠くに響く爆ばく発はつ音が聞こえてくる。そして続けて飛び込んできた声は、

『無む駄だだ、《雷らい神じん》──キミ一人で、僕ら《ヒーロー軍団》に勝てるはずがない』

「！　トーヤっ……」

『何度でも言おう──下野根隆良は、もう立ち上がれない。彼の援護は、望めない。キミ達に勝ち目は無い──いい加減、もう諦あきらめろ』

「…………！」

　それは『[image: α]アルフア』に言わせれば、隆良の『もう一人の可能性』──隆良と同じ『ヒーロー』に憧れ、その真実を知り、『絶対正義ジヤガー・ノート』に追従して戦う道を選んだ、トーヤだ。

　そして更さらに、隆良の耳に聞こえてくるのは──

『何でもかんでもっ、勝手にっ……決め付けてんじゃないわよぉーっ！』

「っ……魅神……」

　今、『ヒーロー軍団』を相手に一人で戦っているという──魅神の声だった。







　足を電気化した『雷らい迅じん』を駆く使しし、高速で動き回る魅神──『ヒーロー軍団』を相手取り、一歩も退ひかず、今にも『占星天使アストレア』に攻こう撃げきを加えようとしていた。

「チャンスっ──『雷らい塵じん』──」

「──甘いよ！　『神秘な秘密を囁いてアルカナ・ブラツデイー・ロア☆』──『戦車チヤリオツツ』のカード！」

「！　くっ……『雷迅』！」

　しかし電気化した両足を元に戻し、攻撃に転じようとする間かん隙げきを狙ねらわれ、カウンターを喰くらいそうになり──慌あわてて回かい避ひに移る。魅神の弱点である、技わざと技を発動する瞬間の僅わずかな隙すきに、『ヒーロー軍団』も慣れてきているようだ。

　再び両足を電気化させる魅神だが──そこでトーヤの声が響いた。

「『占星天使』──油断するな、『雷神』の狙いは別だ！」

「！　きゃ……きゃあっ!?」

　魅神はその高速機動で、いまだ宙ちゆう吊づりにされていた沙凪を救出し、彼女を抱かかえて脱だつ出しゆつする。まんまと沙凪を取り返されながら、『占星天使』に悔くやしそうな様子は無い。

「……むむー、何だかなぁ……あんまり、気が乗らないカンジー……☆」

　むう、と頰ほおを膨ふくらませる彼女の近くで、『老ろう匠しよう』も杖つえを突きながら口を開いた。

「うむぅ、何じゃい何じゃい、一人相手に寄ってたかってのう。『ヒーロー軍団』失格じゃわい、失格ー」

「……んー、そうだよねー、おじーちゃん……何かコレ、あんまり『ヒーロー』の戦い方ってカンジじゃないナー……もっとこう、ガツーン☆　と怪かい人じんみたいなのが──」

「全く……ワシの孫達の喧けん嘩かとはいえ、許せんわい！」

「あたし達おじーちゃんの孫でもないんですけど!?　ていうかお孫さん、十歳くらいの女の子とか言ってなかったですっけ!?」

「うーむ、世せ知ち辛がらいのう」

「別に世知辛くもないんですけど！　あああ、もぉ、めんどくさいよー！」

『占星天使』の煩はん悶もんも根深いが、しかし『老匠』共々、積極的に戦せん闘とうに参加する様子は無い。そんな二人を尻しり目めに退たい避ひを成功させた魅神が、沙凪を抱えたままで氷莉の造り上げたドームの傍そばに寄り、内部へ向けて声を届けようとする。

「氷莉ちゃん──ねえ、氷莉ちゃん、聞こえる？　今のアナタに、戦えなんて言わないから……お願い、沙凪ちゃんも一いつ緒しよに、匿かくまってあげて？」

『……ぁ、ぅー……みかんママ……わ、わたしも、たたか……ぅぅ』

「無理しなくてイイってば。『心労新婦マリツジ・ブルー』の『異能』で士気が落ち切った状態でなんて、ロクに戦えないでしょ……いくら私がスパルタでも、そんな無茶は言わないわよ」

『っ……みかんママ……ごめん、ごめんねー……はあ、わたし、ダメダメだぁー……』

　ネガティブ感情が収まらないままの氷莉が、落ち込んだ声を漏もらしながらも氷のドームを広げ、沙凪を取り込んでいこうとする──が、先ほどまで宙吊りにされていた沙凪が、頭に血が昇のぼった状態で目を回しながらも声を発する。

「んまっ……待ちやがるですの……魅神一人に、戦わせるワケにゃ、いかんですのぉ……わたくし、余裕でいけるっちゅーんですのよ、そぉいそぉいィィィ……」

「いやもう、口調とか乱れっぱなしじゃないのよ。いいから、ちょっと氷莉ちゃんに頭冷やしてもらいなさいってば。……アイツらくらい、私一人で何とかするから」

「んがっ……それこそ、無理ですのっ……魅神、待ちなさいですの──」

　沙凪が諫いさめようとするも、氷のドームに遮さえぎられてしまい、それ以上の声は届かない。軽く失しつ笑しようした魅神だが──背後から、トーヤの声が聞こえてくる。

「『雷神』──キミ一人で、誰だれをどうするって？　……聞き違ちがいかな？」

「ふん、決まってるでしょ。アンタ達『ヒーロー軍団』を倒たおす……っ、『雷迅』ッ！」

　魅神が反射的に両足を電気化し、その場を離はなれると──トーヤが投げていた『爆ばく破はダーツ』が炸さく裂れつし、爆音が響き渡わたる。相変わらずの容よう赦しやのなさに、魅神の背筋に冷や汗あせが流れるも、そうした張本人であるトーヤは至って冷静だった。

「……そうやって逃にげ回るだけで、僕達を倒せるのかい？　お話にならないな」

「はんっ……言ってなさいよ、すぐに後こう悔かいさせて……っ！」

　そこで魅神が気付いたのは、トーヤや『占星天使』と『老匠』以外の『ヒーロー軍団』が、魅神を無視して進しん攻こうしようとしている姿だった。『雷迅』を使った魅神が、彼らの行く手を遮るように立ちはだかる。

「待ちなさいよっ……私を無視して、ココを抜ぬけると思うんじゃないわよっ！」

「！　むむっ、『雷神』……我々の邪じや魔まをする気か！」

「するに決まってんでしょ、当たり前じゃないっ！　それ以上、進ませないわっ──」

　電気化した両足を元に戻し、両手を電気化しようとする魅神──だが、しかし。

「『雷塵』────う、あっ!?」

　攻撃の直前、どこからともなく──魅神が認にん識しきできない程ほどの長ちよう距きよ離りから、『異能の弾だん丸がん』が高速で飛んできて、躱かわそうとした彼女の左足に衝しよう撃げきを奔はしらせる。

「なっ──う、ああっ!?　な、なによっ……これっ……」

　ついに魅神を捉とらえた、敵の攻撃──それは、普ふ通つうの弾丸とは性質が違うようだ。弾丸を受けた魅神の左足にリングのような発光体が纏まとわりつき、左足の電気化を遮る。

　魅神から遥はるか離れた建物の屋上で、黒ずくめの女性がクールに呟つぶやいた。

「ついに捉えた、『雷神』……これでアナタの機動力は封ふうじた。もう……終わりね」

　それは、『ヒーロー軍団』の『狙撃手スナイパー』──今の今まで息を潜ひそめ、身を隠かくし、魅神を狙い続けていたのだ。

　ここへ来て、魅神は最大の窮きゆう地ちに立たされた。片足の電気化を封じられ、仲間からの援護は望めず、『ヒーロー軍団』は依い然ぜんとして戦力を維い持じし続けている。うずくまる魅神に、対する『ヒーロー軍団』は──しかし攻撃を加えようとはしなかった。

「……『雷神』殿どの、そこまでにしなさい。これ以上、悪逆なる政府などのために、傷つく必要はありません……アナタが何も知らず、悪のために戦っているワケではないコトは、よく分かりました……だからこそ、もうお休みなさい」

「ぐっ……くっ、ううっ……」

「さあ皆みなさん、先を急ぎます──ぞ？　……むう」

　素す通どおりしようとした『ヒーロー軍団』が、しかし目を丸くする──これ以上は手を出すまいと考えた『雷神』が、今もなお、立ちはだかろうとしているのだから。

「──はあっ、はあっ……まだ、まだ……勝負は、ココからよっ……！」

　もう、戦いは終わったも同然だ。諦めて、当然──なのに、魅神が取っている行動を目まの当たりにして、トーヤは大きな疑問に囚とらわれる。

「……『雷神』……なぜ、立ち上がる？　もう、勝負は決まったというのに」

「はっ、どこがよ？　このくらいで終わったと思うなんて……楽観的すぎるんじゃない？　さっきから思ってたけど、アンタ達の目は節穴にも程があるわね、ふんっ」

「………………」

　やはり、おかしい──魅神の戦意は、一向に萎なえていない。『心労新婦』の『異能』で士気をまるで落としていないのが、その証しよう拠こだ。

　どことなく、苛いら立だち始めているトーヤが、魅神へと問いかける。

「ふん……たった一人で『ヒーロー軍団』と交戦し、止めようとし……あまつさえ、僕らを倒そうなどと妄もう言げんを吐はく。『ヒーロー』を知らないキミ如ごときに、そんな真似まねが出来ると思ったか？　まさか……『ヒーロー』にでも、なったつもり──」

「そんなワケないでしょ、バーカ」

「……なら、何のつもりだという？　このまま戦って……本気で一人で、勝てると思っているワケではないだろう？　まさか、奇き跡せきが起きるのでも期待しているのなら、それこそ馬ば鹿かげた話だ……呆あきれる他ほかにないな」

「……奇跡？　はっ……バカ言ってんじゃないわよ、バカ。そんなモノに縋すがるほど、追い詰つめられてるつもりもないわよ。……私は、ただ」

　ふう、とため息を吐ついて、一つ深呼吸した魅神が──言い放つ。

「信じてるだけよ────うちのバカを」

「！　それこそ無駄だと、何度も言って──」

　すぐさま否定しようとするトーヤに、けれど魅神の言葉は止まらない。

「ねえ、アンタさぁ──バカ隆良が、アンタと同じだって……そう言ってたけど。やっぱり、何度考えたって……バカ隆良は、アンタなんかと、全然同じじゃないわ」

「……ふん、キミに下野根隆良の、何が分かると──」

「その言葉、そっくりそのまま返すわ──エセヒーローさん」

「……なんだと？　今、何と言った？」

『エセヒーロー』とあけすけに述べられ、目付きが更に鋭するどくなるトーヤだが──魅神はまるで怖おじることもなく、真っ向から立ち向かう。

「アンタがアイツと同じだなんて……どこを見れば、言えるワケ？　アンタが一体、どれだけの人を助けたコトがあるのか、私は知らない。だけど……今のアンタを見て、誰がアンタを『ヒーロー』だなんて呼ぶの？　ルリだって、呼んでくれないはずよ」

「！　……それが、どうしたっ……僕はそんなコト、気にもしな──！」

「でもね……アイツは、違う。バカ隆良は……ただ『憧あこがれたヒーロー』の背中を追いかけるだけの、楽な道を選んだアンタとは……根本的に、違うのよ」

「────！」

　封じられている左足を気にもせず、魅神は両足で地を踏ふみしめ、立ち尽つくす。

「アンタの言う通り……バカ隆良は今、傷ついているのかもしれない。立ち上がれず、うずくまっているのかもしれない。でもね、そんなの関係ないわ……それでも私は、アイツのコトを……信じてるの。だって、アイツは……」

　歯を思い切り食いしばってから、全身に力を籠こめ、魅神は力強い言葉を放つ。

「今までだって、どれだけ傷ついても、バカ隆良は立ち上がってきたっ……どれだけ打ちのめされても、何度這はいつくばっても、立ち上がって、立ち上がって……皆みんなを、救ってきた！　下品で、卑ひ猥わいで、エグい『異能』でもっ……強くなくても、弱くてもっ……それでもっ！　アイツは、負けないっ……誰にも、負けたりなんてしないっ！」

　真っ直すぐ貫つらぬく眼まな差ざしに、魅神は渾こん身しんの力を宿らせる。

「私に突つっかかってきてた『昔』も……私と口くち喧げん嘩かする『今』も……アイツは、変わらないっ……諦あきらめたりなんか、一度だってせずっ……見捨てたりなんて、絶対にせずっ……何度でも、私を救ってくれた……何度でも、何度でもっ……私を、救ってくれるっ！」

　魅神の中には迷いや偽いつわりは微み塵じんも無く、己おのれの信じる者を想おもい──

「アンタと同じなんかじゃ、決してないっ……『絶対正義ジヤガー・ノート』なんかとも、絶対に違ちがうっ！　今も昔も、アイツはっ……バカ隆良は、私のっ……」

　握にぎり締しめた両の拳こぶしに、電でん撃げきを漲みなぎらせながら、

「───私の───」

　──雷いかずちの矢を解き放つように、魅神は声こわ高だかに叫さけぶ──！




「私の────『ヒーロー』なんだからあぁぁぁ！」







「──────!!」

　刹せつ那な、隆良の頭に、電撃が奔ったような衝撃が駆かけ抜けた。

　今、自分を『ヒーロー』だと言ったのは、誰なのか。

　顔を合わせては口論になり、ぶつかり合ってはまた喧嘩して、幼い頃ころからそれを何度も繰くり返してきた──彼女なのか。

　時々、寂さびしそうな顔をするくせに──素直になれない、あの少女なのか。

（───魅神───）

　気付けば隆良は、いつの間にか、立ち上がっていた。

　今の今まで、立ち上がる力を籠められなかったのが噓うそのように──隆良は自身の両足で、力強く地を踏みしめていた。

　隆良の体は、少しだけ震ふるえていた。後ろ向きな意味ではない。まるで魅神の電撃で気付けられたようだと、隆良は思う。

　ぐっ、と力を籠めて握り拳を作り、また手を開いて、隆良はぽつりと言ってみる。

「……あばばば……ってか」

　いつものように、彼女から、電撃を喰くらう時のように。

（近くにいても……離れてても、アイツは……人様を、容赦も遠えん慮りよもなく……痺しびれさせて、くれやがってよ……）

　へっ、と軽く失笑し──嚙かみ締めるように、隆良は一度、目を閉じる。

『憧れたヒーロー』という道みち標しるべは、無くなった。けれど、隆良は新たに、手に入れた。

　自分を『ヒーロー』と呼んでくれる人がいる──自分ではない誰かの中に、『ヒーローの隆良』がいるということに、今、気付くことが出来た。

　今この瞬しゆん間かん、隆良は──『真実のヒーロー』への一歩を、踏み出したのだ。

（……隆良……）

　立ち上がり、目を閉じる彼を見て──夜侘は静かに、微笑ほほえんでいた。

（隆良は、やっぱり……立てた、ね）

　夜侘もまた、魅神と同じように、分かっていた──信じていた。

　隆良は、トーヤとも『絶対正義』とも、違うのだと。

　なぜなら彼は、既すでに選んでいるのだから──『ヒーロー軍団』へは行かず、自分達と共に在ることを、選んでくれているのだから。

　そんな隆良が、仲間達を捨てて、何もかもを諦めて、イヤなことから背を向けて、逃げてしまうなんて。

（そうやって、全すべてを忘れて生きていくコトなんて──アナタには、出来ないよね）

　夜侘は微笑んだまま、自身が手にしていた『政府ストレンジャーチームの脱だつ退たい書しよ』を──びりっ、と真っ二つに、破り捨てた。

　これはもう、隆良には必要ない。ほんの少し、彼に力を与あたえるために役立てば、それで役目を終える──『取るに足らないモノ』だったのだから。

（……それでも、最後に隆良を立たせたのは、魅神だったけど……）

　それも仕方のないことだ、と夜侘は少し目を伏ふせる。

（隆良を強ごう引いんに引っ張って……隣となりに、並び立ってあげられるのは、きっと……魅神だけだから。……それは、ちょっとだけ……悔くやしいけど）

　それはきっと、魅神にしか出来ないコト──

（───だけど）

　夜侘の瞳ひとみに、悲ひ嘆たんの色は一いつ切さいない。

（隆良を励はげまして、支えてあげる役目は──絶対、譲ゆずらないんだからっ！）

　それはきっと、自分にしか出来ないコトだと──夜侘は、確信しているから。

（ねえ、そうだよね……隆良……）

　夜侘は隆良の背中に、そっと自身の片手を添そえた。

　大きな背中だと、思った。

　────『ヒーロー』の背中だと、思った。

「………………」

　少しの間、二人は沈ちん黙もくしていた。どれほどそうしてからか──隆良は自身の背中に、小さな手の温ぬくもりを感じながら、ゆっくりと口を開く。

「……さて、そんじゃ、待たせちまったけどよ──」

　今再び、目を開いた隆良は──完全に、いつもの表情に戻もどっていて。

「行くぜ────夜侘！」

「────うん、隆良！」

　強く、前にのみ向かう一歩を、踏み出した。







　寂さびれ果てた廃はい病院に、壁かべを壊こわし、コンクリートを踏み砕くだく音が、幾いく度どとなく響ひびき渡わたる。

　壁も天てん井じようも床ゆかも、所々がひび割れて、破は壊かい跡あとが痛々しい室内で──アリアとリーザは、今もなお戦い続けてきた。

「────ぐ、ああっ！　っ……くっ」

　そして、これもずっと続いていたこと──リーザの『拒きよ絶ぜつ異能』に弾はじき飛ばされて、アリアは勢いよく壁に叩たたきつけられる。

　痛みに呻うめき声を漏もらし、うずくまるアリアだが、しかし。

（何なの、これは……一体、何が起こっているっていうの……？）

　焦あせりに顔を歪ゆがめているのは、むしろリーザのほうだった。

　はあ、はあ、とリーザが息を切らせるが──今しがたうずくまっていたアリアが、勢いよく顔を上げ、

「まだだ……まだっ！」

「！　くっ……しつこいわよ、アリアちゃんっ！」

　踏み砕く勢いで床を蹴けったアリアが、弾けるように跳ちよう躍やくした。右へ、左へ、後ろへ──リーザを中心に旋せん回かいし、的を絞しぼらせまいと動き回る。

「っ……いい加減にしなさい！　ただの人間が、いくら動き回ったところでっ……人の意識を振ふり切れるはず、ないでしょうっ!?　アナタらしくもないっ──」

　リーザの表情から、いつもの余よ裕ゆうは完全に消え去っている。前後左右へと目まぐるしく駆け回るアリアを捕ほ捉そくしようと精せい一いつ杯ぱいで、視線を絶え間なく動かし続けていた。

　右、後ろ、左斜ななめ後方──破は裂れつ音のように連続で響いてくる足音が、リーザの右後方に至った瞬間、ふっ、と気配が消える。

（！　そこっ──右ッ！）

　ほとんど反射のように、アリアの位置を割り出し、リーザがそちらを向く。結果、それは正解だった──が、しかし。

（────えっ？）

　リーザの顔面、ほぼスレスレの所まで、アリアの右拳は迫せまってきていた。

「ぁ────う、ああああっ！」

「う──ぐ、あうっ!?」

「はあっ……はあっ……」

『拒絶異能』により、アリアの右拳を弾くことは出来た。その右みぎ腕うでに体が引っ張られたことで、アリア自身も吹ふき飛んでいく、が。

（っ……初めて、身体からだの一部分しか……捉とらえられなかったっ……）

　今までリーザは、アリアの全身を意識で捉え、『拒絶異能』で弾き飛ばしてきた。アリアとリーザが戦い始めてから、決して変わることのなかった均きん衡こう──それが今、初めて破られ、リーザは思わず身み震ぶるいする。

　あとほんの一瞬、アリアを意識するのが遅おくれていたら、どうなっていたか──そんなことを考えて冷や汗あせを流すリーザの耳に、がらりと瓦が礫れきの崩くずれる音が響く。

　アリアはまた、立ってきた──ぼろぼろになりながらも、立ってきた。

「はあーっ……はあーっ……すうっ……」

「！　ふ、ふふっ……もう、ボロボロね～、アリアちゃん？　いい加減、限界なんて、とっくに超こえちゃってるんでしょ～？　さっさと自覚なさ──」

「……まだだ……まだっ……」

「…………！」

　アリアはまた、立ち上がった。地を力強く踏みしめ、荒あらい息を吐はきながら、ゆっくりと顔を上げ──

「まだ、まだ、まだ……私は、まだまだっ……これからだッ──！」

「っ────！」

　アリアのぎらつく眼光に、ぞくり、リーザの背筋に悪お寒かんが奔はしる。咄とつ嗟さに後ろへ下がろうとしたリーザだが、その直前には、アリアは再び地を蹴っていた。

（っ、くっ……アリアちゃんが動いてる時は、不用意に動けないっ……！）

　下手な動きを見せてしまえば、その瞬間にアリアの拳がめり込むだろう。リーザはただ、アリアの動きを見み極きわめ、迎むかえ撃うつしかなくなっていた。

　次は一体、どこから来るのか。右か、左か、後ろか──いくら何でも、前からだけはあり得ない。虚きよを突ついたとしても、それは不可能だ。

（大だい丈じよう夫ぶ……いくらアリアちゃんが規格外でも、これ以上はない……落ち着いて、冷静に対応すれば……私の『拒絶異能』が、負けるはずない……！）

　すう、とリーザは深呼吸し、感覚を研とぎ澄すます。断続的に響いてくる、地を蹴る音──前後左右、四方八方からの気配を、漏らすことなく拾う。

　そして、ついに飛びかかってきたアリアの気配は──リーザの左側だった。

「──捉えた！　喰らいなさっ…………え？」

　だが、振り向いた方向に──アリアは、いなかった。

「…………はっ!?　くっ！」

　一瞬、呆あつ気けに取られそうになったリーザが、咄嗟に自身の右腕を曲げてガードする。と、同時に、ガードしていた右腕に衝しよう撃げきが奔った。

（ッ!?　また、右っ……？　いえ、それ、よりっ……一瞬で、回り込んだ？　……ッ）

　ガードはしたものの──アリアの拳こぶしが、初めてリーザに届いた。右腕が痺れるのを感じながら、リーザはもう一撃を揮ふるおうとするアリアの姿を視し認にんする。

「！　く、あ、アリアちゃ……ッ」

「喰らえっ……リーザァァァァ！」

「ぐっ……ア──」

　アリアの一撃が、再びリーザに届こうとする──直前、リーザの眼光が鋭するどく輝かがやく。

「ア────アリアァァァァァ！」

「────!?」

　幾度となくアリアを打ちのめしてきた『拒絶異能』が、今再びアリアを吹き飛ばし、壁に打ち付ける──それも、今までにない、最大の勢いで。

（──終わった！　あんなの、もう立ち上がれるはずがないっ……これで、もうっ！）

　勝利を確信し、ほくそ笑えむリーザ──だが、しかし。

「────まだまだあぁぁぁッ！」

「────なっ」

　壁を蹴り、矢のように飛ひ翔しようしたアリアが──

「──っ、るあぁぁぁ！」

「あ────ッッッ!?」

　真正面から、リーザのみぞおちに拳を叩き込む。

（そん、な……バカ、な……こんなの……ありえ、なっ……～～～！）

　体の芯しんから湧わき上がるような鈍どん痛つうに、リーザは苦く悶もんの表情を浮うかべる。

　真正面からの攻こう撃げきに、反応できなかった──肉体と思考、二重の衝撃に、リーザは混乱しそうになるが、すぐさま気持ちを立て直す。アリア相手には一瞬の躊ちゆう躇ちよが命取りだと、彼女をよく知るリーザだからこそ理解していた。

　己おのれに拳を叩きこんだ者を、リーザは『拒絶異能』で弾き飛ばそうとする──

「このっ、離はなれ────えっ？」

　──が、アリアはもう、そこにはいなかった。

　消えた訳ではない。それは、絶え間なく聞こえてくるアリアの足音からも分かる。だが、目で追えない。何とか黒い影かげが横切ったのを視認しても、目で追おうとする頃ころには、全く別方向から足音が聞こえてきた。

「……何よ、これ……何が、どうなっ……っづ！」

　困こん惑わくするリーザの背中に、再び衝撃が奔った。痛みに耐たえてすぐさま背後へと『拒絶異能』を放っても、やはりアリアは既すでにいない。

「っ……何よ……なによ、ナニよっ──なんっ、なのよぉっ！」

　リーザが錯さく乱らんしたかのように、その場でぐるぐると周囲を見み渡わたす。単純ではあるが、アリアを捕捉するために、効果的かもしれない。

　しかしアリアは、そんなリーザの挙動さえ、つぶさに観察していた。

（予測しろ……リーザの反射速度の、先をいけ……思考の全すべてを、肉体の稼か働どうをっ……私の支配下から、解放しろっ──！）

　力を籠こめた腕に、足に、血の巡めぐりを感じる。観察する眼めは、相対する者の筋肉さえも透すかして見えるような気さえする。それでも、まだ──まだ。

（まだだ……まだ、足りないっ……まだだ……もっと、速く……もっと、もっと）

　踏み込む足が、床を粉ふん砕さいする。相手がこちらを向く直前、その視線の外へ逃にげる。一挙一動を観察する冷静さと、心を燃やす激情を、アリアはその心身に同居させて。

（もっと、もっと、もっと──もっと、もっと、もっともっともっと──！）

「ッ!?　まっ……また速く……!?」

　全神経を、全細さい胞ぼうを、反射を、反応を、全感覚を──

（弾けろ、五感──ぶち抜ぬけ、インパルス！　０・１秒の限界など、知ったコトか！　常識も、理性もっ……飛び越こえろ、私の肉体ッ──！）

「なっ……う、そっ……待っ──」

　アリアの持ち得る全てを、加速していく力に変えて──

「───あ───」

　ついにアリアは、リーザの意識を置き去りにした──！

「……冗じよう談だん……でしょ……？」

　目の前で起こっていることが、リーザには信じられなかった。アリアの姿が、どこにも無い。彼女が床ゆかを踏ふみ砕くだく音は、相変わらず聞こえてくるというのに。

　ぽつん、と世界に一人で取り残されてしまったかのような錯さつ覚かくに、リーザが陥おちいる中──アリアの拳が、意識の埒らち外がいから襲おそい来る。

「う────あ、ぎっ!?」

　もはやリーザは、『拒きよ絶ぜつ異能』を使うことも叶かなわない。アリアの影さえ、捉えることができない。ただ一方的に、攻撃を喰くらい続けるだけだ。

『拒絶異能』に翻ほん弄ろうされ続けたアリアは、この瞬しゆん間かん、完全に立場を逆転した。

「っ……ふざけないで、よねっ……うああああっ！」

　リーザが攻撃を喰らいながらも『拒絶異能』を発動すると、彼女の周りに転がっていた瓦礫の数々がバウンドして跳はね上がり、

「────砕け散れぇぇぇ！」

　一つずつ、四方八方へと猛もう然ぜんと飛ばし始める。弾だん丸がんのように飛び交かう瓦礫が、壁かべや天てん井じようにぶつかっては砕け、粉々になって舞まい落ちる。

　ほとんど隙すき間まなく発射した瓦礫のマシンガン──さしものアリアも、これでは──

「ふ、ふふっ……これなら、もうっ……！」

「──無む駄だだ、リーザ」

「──!?　なっ……がっ!?」

　アリアの声がした方へ向いても、そこには誰だれもおらず──かと思えば、背中を鈍どん器きで殴なぐられたかのような衝撃が駆かけ抜ける。

　まさか、今の攻撃さえ避よけきったというのか──声さえも、フェイントの一つなのか。今やリーザは、焦しよう燥そうに囚とらわれるしかない。

「こん、なのっ……どうしろって……いうの、よっ……」

　今のアリアを捉えることなど、不可能──『人類の限界スペック』では勝てなかったアリアが、この局面において、更さらなる進化を遂とげた。

「感謝するよ、リーザ──キミに打ちのめされて、何度も叩たたきのめされて……私は、強くなるコトができた」

「──！　っ、ふざけんじゃ──あうっ!?」

「そうだ……私はもう、諦あきらめない……二度と、間ま違ちがえない。行くんだ……皆みんなと歩き、皆を護まもり、皆と戦い……皆と……皆と、共にっ……！」

　人類の持ちうる肉体性能を解き放ち、思考による予測と圧あつ倒とう的てきな運動神経を以もつて、反応と反射の『限界』を『超ちよう越えつ』する──

「皆と、共に────生きるんだあぁぁぁぁ!!」

『人類の限界超越オーバードライブ』──それがアリアの、新たなるチカラ。

「……何でよ……」

　再三、アリアの拳をその身に受けながら、リーザは立ち尽つくしたまま呟つぶやき始める。

「何でよ……アナタは、私と同じだったはずじゃない……それなのに、何で……誰かのために、そんなにまで戦えるのよ……おかしいじゃないっ！」

「………………」

「一度は諦めようとしたクセにっ……自分の命を、投げ捨てようとまでしたクセにっ！　それがアナタでしょ……さっさと諦めちゃうのが、アナタのはずなのにっ……何で、何度も立ち上がるのよっ……何で、何で、何でっ……！」

「愚ぐ問もんだな、リーザ──死ぬ覚かく悟ごで戦うより、生きる意志のほうが強いからに、決まっているだろう」

「っ、そこ！　……う、ぎっ!?」

「そうさ……私に、それを教えてくれた子は……彼は……」

　アリアの声がするほうへ向いても、やはりそこに彼女はおらず、一瞬で回り込まれてしまう──アリアはそんな離れ業わざを見せながらも、冷静に答えた。

「私の『ヒーロー』は、もう──私の中に、いるのさ」

「────！　っ、あ……アリアっ……！」

「だから、私は彼を信じているし──戦える。……それだけだっ！」

「くっ、あぐっ!?　っ……！」

　四方八方、前後左右──どこから繰くり出される攻撃も、リーザはもはや防ぐことが出来ない。苦々しく歯は嚙がみするリーザの脳のう裏りに、一いち抹まつの想おもいがよぎる。

（何が……何が『ヒーロー』よっ……愛する人が、何だっていうのよっ！　そんなモノのために……くだらないモノのために、何で強くなれるのよっ！）

　リーザには、分からない──『愛情欠落コンプレックス』のために、他者を愛することの出来ないリーザには、理解できない。

　打ちのめされ、朦もう朧ろうとするリーザの意識に、不意に割り込んでくる映像がある。

『ねえ、リーザ……リーザはママのコトが、嫌きらいなの？』

『えっ────？』

『ごめんなさいね、いきなり……でも、アナタ……全然、笑ってくれないから』

『………………』

（！　……何で、こんな時に、こんな……つまらない、コト……）

　思い出すのは、過去の記き憶おく──幼い日のリーザが、自身の母に、悲しそうな顔をしながら尋たずねられたこと。

　母のことが、嫌いなどではなかった──けれど、愛することは、できなかった。いや、それは誰に対しても、そうだ。どうでもいいのに、特別に想えないのに、さして楽しくもないのに、笑うことなど出来るはずがなかった。

　それでも、笑わなければならないのか──そういうモノなのか。幼い日のリーザは、悲しそうな顔をする母に応こたえて、ぎこちなく笑いながら──言った。

『ううん、嫌いなんかじゃないわ……ねえ、ほら、私──笑ってる、でしょ～？』

　リーザに『愛』という感情が欠落していると判明したのは、それからずっと後──『心無い笑え顔がお』が、すっかりと身についてしまった頃だった。

（……一体どうすれば、良かったっていうのよ……）

　にこにこと、上辺だけの笑みを浮かべながら、幼いリーザはいつも思っていた。そうやって笑っていれば、体面だけは取り繕つくろえる──それはとても、楽なことだった。けれど、そうやって心にも無い笑みを浮かべていると、何もかもがバカバカしく思えてくる。

　誰かを『愛せない世界』というのは、こんなにも、こんなにもつまらないのか──少しずつ、綻ほころびていくかのように、リーザの心は歪ゆがんでしまう。

　こんな世界、滅ほろびてしまえば良いと、リーザは本気で思うようになっていた。だからこそ、『絶対正義ジヤガー・ノート』にも付き従った──もう、それでいいや、と諦めていた。

（だって……誰も、教えてくれなかったんだもの……どうすれば良かったのか……正しい答えが、あったっていうの……？　ねえ……ねえっ）

　リーザは強く、歯を嚙かみ鳴らす。言葉にならない悔くやしさと、どうしようもなかった怒いかりを、ない交ぜにしながら──心の中で、叫さけび声を上げた。

（誰か──誰か、私に──教えてよっ──！）

「────なあ、リーザ」

（！　……アリアっ……）

　今も室内を駆け回るアリアの声で、リーザの意識が現実に引き戻もどされる。部屋の四方八方から、相変わらず断続的に、アリアの声は聞こえてきた。

「私が言うのは、お門かど違ちがいかもしれない──キミは、怒おこるかもしれない。けれど、それでも……私はキミに、言わせてほしい」

「……ナニよっ……今さらっ……！」

「リーザ──一度だ、一度だけでいい」

　今も表情を歪め、立ち尽くすリーザに──アリアは、穏おだやかに言い放った。

「大切に想う者のために戦い、恋こい慕したう者を信じて待つ。……たったの一度でいいから、死ぬ気でやってみろ──案外、オススメだぞ」

「──────！」

　リーザは今まで、自分のためだけに、生きてきた。他者を愛せないのだから、それが当然だと、リーザ自身が思っていた。妹であるルーネでさえ、最も近くで世話までしても、彼女を愛せなかったのだから──どうあがいても無理だと、早々に諦めた。

「アリアっ……アリア──！」

　けれどアリアは、死ぬ気でやってみろ、と事も無げに言った。一度として、リーザはそういう風に物事に臨のぞむことは、なかったというのに。

　そんなことを簡単に言えるのは、アリアが大切なモノを、得たからではないのか。

　自分とは──違うではないか。

「アリア……！」

　リーザは、アリアが憎にくかった──他者を『愛せない』自分を差し置いて、大切なモノを、愛する人達を得て──本心から幸せそうに笑えて、『生きる価値』を得て。

　裏切られたと、思った。殺したいほどに、憎いと──そう、思っていた。

「……アリアっ……」

　────けれど、本当は。

「………アリアちゃん………」

　そんなにも、必死になって──誰かを、愛せるコトが。




「アナタが────うらやましいわ」




　リーザは、ぽつりと呟いて、微笑ほほえんだ。

　アリアの揮ふるう、最後の一いち撃げきが──自身に届く、直前に。

「………………」

　アリアの渾こん身しんの一撃をその身に受け、ついにリーザは、その場に倒たおれる。

「……はぁーっ……は、あっ……すうっ……」

　拳こぶしを振ふり抜ぬいたアリアは、荒あらい息を何度も吐はき出しては、吸い──

「リーザ……私の────勝ち、だ」

　ぽつりと、それだけ述べてから──どさり、リーザの隣となりに倒れ伏ふした。




『……アリア師し匠しようっ……アリア師匠っ……！』

　通信機を介かいし、ヱリコの声がアリアの耳に遠く響ひびいてくる。寝ね起おきのように朦朧とする頭を押さえ、張り裂さけるように全身が痛むのを感じながら、アリアは周囲を見み渡わたした。

「……？　あ……っ！　リーザ……」

　隣には、いまだ気絶したままのリーザがいる。どれほど眠ねむっていたのだろう、と時計を確かく認にんすると、どうやらほとんど時間は経たっていなかったと理解できた。

　ほっ、と胸を撫なで下ろすアリアに──ヱリコの声が、再び聞こえてくる。

『あのっ、アリア師匠っ……大だい丈じよう夫ぶですか!?　あの、あの──！』

「──ああ、ヱリコちゃん、すまない……聞こえているよ」

『！　アリア師匠っ……！　あ、じゃあ、もしかしてっ……』

「……ああ、こちらの用事は片付いた──今から、魅神達の下もとへ向かおう」

『は、はいっ！　あ、下野根くんと夜侘ちゃんには、もう伝えてますからっ……今、二人で旧市街に移動してるところですっ！』

「！　……そうか、隆良くんと、夜侘ちゃんが……」

　ふっ、と一つ微笑んだアリアが、そのまま小さく呟く。

「……なあ、リーザ……私は、間違ってなかっただろう……？」

『？　アリア師匠、今、何か……？』

「……何でもないさ、ヱリコちゃん。さて──ここから魅神達の下へは、近いからな。私はこのまま、行くとするよ」

『あ、はいっ。それじゃ、正確な位置データをお送りしますからっ……待っててくださいね、えーと、えーとっ……』

　ヱリコが作業に入り、その声が遠くなる中、アリアは地に膝ひざを突つき、

「おちおち、休むコトもできないな……よ、っと」

　立ち上がろうと、足に力を籠こめる──が、しかし。

「────うっ？」

　上手うまく立つことができず、尻しり餅もちをついてしまう。それも当然だ──いくらアリアといえど、リーザの『拒きよ絶ぜつ異能』に何度も吹ふき飛ばされ、打ち付けられたダメージが、すぐに回復する訳がない。今は心身ともに、限界を迎むかえている。

（……とはいえ、それでも休めないのが、辛つらいところだな……）

　まだ、『ヒーロー軍団』との戦いは続いている──魅神達は戦っているし、隆良と夜侘も向かっているのだろう。アリアだけが休んでいるつもりは、毛頭なかった。

　それに──最大の懸け念ねん、『絶対正義』の行方ゆくえが、いまだに知れない。

（……そして、『絶対正義』の行方を知っているのは……恐おそらく）

　ちらり、アリアはリーザを見る。意識を失なくしている彼女に、肩かたを貸すように担かついでから、アリアは震ふるえる足で何とか立ち上がった。

「さて……行くと、するっ……かっ」

　這はってでも、辿たどり着いてみせる──と、そんなアリアの決意に水を差すかの如ごとく、

「──あれ～？　アンタ……こんなトコで、ナニしてんのよォ？」

「────!?」

　不意に声が飛び込んできて、アリアは勢い良くそちらを向いた。

　声に続いて聞こえてくる足音は、一つではない。

　まさか、敵か──だとすれば、満まん身しん創そう痍いのアリアはこの上なく危険に晒さらされる。

　アリアの背中に、イヤな汗あせが流れるのを感じながら──暗がりの向こうから、謎なぞの闖ちん入にゆう者はついに姿を現し、

「お久しぶりですね──アリアさん」

「……なっ……き、キミは……いや、お前達は──!?」

　その正体に──アリアの表情が、驚きよう愕がくの色に彩いろどられるのだった。







　05　ヒーローの復活の下、ついに姿を現したのは、巨いなる白濁の王──今こそ、『ゲルの七日間戦争』の──始まりである（アカン）







　旧市街の中央で、魅み神かんは『ヒーロー軍団』を相手に、今もなお戦い続けていた。左足の電気化を封ふうじられ、それでも右足のみの『雷らい迅じん』で立ち回る。機動力が半減しても、彼女の闘とう志しは一向に萎なえなかった。

「むう……『雷らい神じん』殿どの、いい加減になされい！　アンタは大義が見えとらん……ええい、こうなれば力ちから尽ずくで──」

「はっ、はっ──『雷らい沈じん』っ……！」

「ん？　……あ……あばばっふばぁ!?」

　追撃してくる『ヒーロー軍団』の一員を、地に沈しずみこませた電撃の地じ雷らいで感電させる。一いつ瞬しゆんの隙すきを見つけて攻こう勢せいに転じた、魅神の手練てだれは見事。だが、明らかに落ちてしまっているスピードでは、トーヤの目を振り切ることができない。

「そこ────隙だらけだよ」

「！　っ……ふっ！」

　トーヤの投げつけてきた『爆ばく破はダーツ』を、魅神が後ろに跳とんで躱かわす。『爆破ダーツ』は魅神の目の前に着ちやく弾だんし、爆発による硝しよう煙えんが立ち込めるも、またもすんでのところで窮きゆう地ちを脱だつすることが出来た──

「……ふん、誰だれが隙だらけですって？　このくらい、簡単に──」

「──いいや、隙だらけさ。周りがまるで見えていないんだから」

「は？　……────!?」

　──かに思えたが、それは間違いだったと魅神は気付く。自身の左右後方に、ふわふわと浮うかぶ発光体がある。それは紛まぎれも無く、トーヤの『爆破異能光体』だった。

「なっ……いつの間に、こんなの仕し掛かけてっ……」

「残念だね、『雷神』……これで、終わりだよ」

「！　っ……ナメんじゃないわよっ！　まだ、私は……あっ!?」

　ならば前に進んで攻撃するまで、と進もうとした魅神の目が、大きく見開かれる。

　爆発によって上がっていた硝煙が晴れると──今しがたトーヤが仕掛けたのだろう『爆破異能光体』が、前方にまで浮ふ遊ゆう機き雷らいのように浮いていた。

　これで完全に、魅神はトーヤの『爆破異能光体』に囲まれたことになる。焦しよう燥そうに表情を曇くもらせる魅神へと、トーヤはあくまでも冷静に声を投げかけてきた。

「……チェックメイト、だ。さあ──どうする、『雷神』？」

「……くっ……まだ、まだよっ……私は、まだっ……！」

「ふん、下手な抵てい抗こうは、見苦しいだけさ。これ以上は、何をしようと無意味だ。……そう、キミが期待している、彼は……」

　一つ間を置き、深く息を吸ってから──トーヤは、はっきりと言う。

「下しも野の根ね隆たか良らは────ここへは、来ない」

「！　違ちがうっ、バカ隆良はっ……！」

「違わないさ。現に彼は、ここにいない。これ以上の証しよう拠こが、どこにある？　結局……下野根隆良の気持ちを、キミは理解できていなかったのさ」

「っ、だから、そんなワケないってのよ！　アイツは、ちょっと遅おくれてるだけで──」

「もういい──押し問答なんて、無意味だ。だが、キミは下野根隆良のチームメイト、そのよしみだ……最後にもう一度だけ、これだけは言ってやろう」

「……何よ、ふんっ。言わなくても、想像はつくけどね……」

　握にぎり拳を作って睨にらみ付けてくる魅神に、対するトーヤは臆おくしもせず淡たん々たんと言う。

「降こう伏ふくしろ、『雷神』──この無意味な戦いに、終しゆう止し符ふを打て。下野根隆良が来るコトは、決してない──もう、諦あきらめろ」

「………………」

　トーヤの呼びかけから、暫しばしの沈ちん黙もくが流れる。乱れた呼吸を整えて、魅神は相変わらずの貫つらぬくように真っ直すぐな目で、堂々と言い放った。

「お断りよ──私はあのバカを、信じてるんだから」

「……まあ、そう言うと思ってたよ。頑がん固こな分からず屋は、ね」

　ふん、と一つ吐き捨てたトーヤの眼めには、微み塵じんの容よう赦しやも見られない。寒気がするほど冷ややかな視線と共に、生成した『爆破ダーツ』を魅神へと投げつけようとする。

「なら、これで終わりだ──バイバイ、『雷神』」

「っ────！」

　浮ふ遊ゆうする『爆破異能光体』に囲まれている魅神に、逃にげ場はない。その上、トーヤの投げつけた『爆破ダーツ』が一つでも『爆破異能光体』に触ふれれば、連れん鎖さ反応のように全すべてが爆発していくだろう。ここまで戦い続けてきて、何度も窮地を切り抜ぬけてきた魅神も、これ以上の打つ手は無かった。

　これで終わり──トーヤの言葉が、頭の中で反はん響きようする。もう数瞬の後、その言葉通りになってしまうはずだ。……けれど、そのはずなのに。

「はあ……あー、もう……」

　それでも、不思議と──魅神に、恐れは無かった。

　爆破ダーツの飛んでくる光景が、スローモーションで見えるような気がする。浮遊する『爆破異能光体』にぶつかるまで、ダーツは飛ひ翔しようを止めないはずだった。

　けれど──ダーツは目標に到とう達たつすることなく、途と中ちゆうで遮さえぎられることになる。




「遅おそいわよ────バカ隆良」




　ふっ、と笑えみを浮かべた魅神は、スローで流れる光景の中で、確かに見た──今までに何度も目にした、あの白はく濁だくとして、どろっと粘ねばっこく、なおかつしつこくて、下品でえげつないゲルが──自身を襲おそうダーツを、撃うち落としてしまったのを。

　そのゲルを発射した張本人が、軽い調子で魅神へと声を掛かける。

「そういうなよ───こう見えて、超ちよう特急で走ってきたんだからよ」

「……ふんっ、それでも遅かったのに変わりないもん。遅ち刻こくよ、遅刻っ」

「へっ、手厳しーな、相変わらず──よっ、と！」

　言葉を発しつつも、魅神の窮地を救った少年──下野根隆良が、全身からゲルを大量に拡散させ、魅神の周囲に漂ただよう『爆破異能光体』を一つずつ包んでいく。

　と、同時に、ぼぐんっ、と鈍にぶい音を立て、大おお幅はばに衝しよう撃げきを軽減された『爆破異能光体』が次々と爆発していく。もちろん、その中心にいた魅神は無傷だ。

「ふうっ────『雷迅』っ！」

　自身を取り囲む『爆破異能光体』が消えたのを確かく認にんし、魅神が右足のみの『雷迅』で後方へと退たい避ひする。そして高みに現れた隆良を眺ながめつつ、ゆっくりと語りかけた。

「……ま、助けてくれて、ありがと……バカ隆良」

「おお、敬ってへつらえ──ってお前、その左足、大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

　隆良が指さしたのは、魅神の左足の電気化を封じていた『異能』のリング。これによって苦戦を強しいられていたはずだが、魅神は強気な姿勢を崩くずさず言い放つ。

「ふんっ、平気よ、こんなの。ただ左足だけ『異能』が使えなくなったってくらいで……こんな奴やつらの相手には、両りよう腕うでと右足さえあれば充じゆう分ぶんなんだから」

「はー、そいつぁ心強いこって。ま、俺らが来たからにゃ、それくらいで丁度いいハンデだぜ……な？　夜よ侘わび」

「──うん、当然だよっ、とーぜんっ」

　隆良に声を掛けられた夜侘が、ふんすっ、と胸を張りながら彼の隣となりに立つ。そんな彼女に、隆良と魅神が同時に失しつ笑しようすると──不意にトーヤの声が響ひびいてきた。

「下野根隆良──何をしている？　付くべき相手を、間違っているよ。まあ、甘ったるいキミのコトだ、『雷神』の危機を見過ごせなかったんだろう。それは許してやる……さあ、僕らと共に、『絶対正義ジヤガー・ノート』と共に──」

「あー、あー、ぺらぺら喋しやべくってんじゃねーっつの、トーヤさんよ──ワリーけど、別に俺、何も間違ってねーから」

「…………？」

　隆良の発言に心底から疑問の表情を浮かべ、考えるような素そ振ぶりを見せたトーヤだが、なるほど、とすぐさま手を叩たたいて言葉を続ける。

「そうか……『[image: α]アルフア』から、『絶対正義』の過去を……政府の犯おかした罪悪を、聞かされていないんだね？　ふん、『[image: α]アルフア』め、己おのれの罪を明かすのを恐れたか……それとも下野根隆良、キミは『[image: α]アルフア』に負けでもしたのか──」

「だーかーら、勝手に話を進めんなっつーの、アホ。アホトーヤ。『[image: α]アルフア』からちゃんと事情は聴きいてるっつの。その上で──俺は付く相手を、間違えてねーっつってんだ」

「………………」

　更さらに紡つむがれた隆良の言葉に、トーヤは暫し真顔で沈黙し──どれほど経たってからか、ようやく口を開いた。

「………………な、に？」

　その声は、心底から『信じられない』と言わんばかりで──取り乱しているトーヤは、そのまま激情をぶつけてきた。

「ナニを言ってる、下野根隆良……おかしいだろう。『絶対正義』の過去を知りながら、なぜ『絶対正義』に背そむける……？　違うだろう……違うだろう、下野根隆良！　『絶対正義』の怒いかりが、分からないのか……？　政府が、憎にくくないのか!?　答えろ──！」

「なあ、トーヤさんよ──ちょいと聞きてーコトがあんだけどよ」

「！　何だ……一体、どんな弁解があると言うんだ、下野根隆良!?」

「弁解じゃねーっつの。聞きたい、っつってんだろ、あのなぁ──」

　身振りを交えて問いかけてくるトーヤに、隆良は片手で軽く頭を搔かきながら尋たずねる。

「お前さぁ──『絶対正義』が憎いつったら、だから政府を滅ほろぼせっつったら……言われた通りに滅ぼしちまうのか？」

「……当然だろう、政府は彼に、償つぐなっても償いきれない罪悪を犯した──その罪を裁かずして、何が『ヒーロー』だと言える？」

「そっか、そっか……んじゃあよ──『絶対正義』が『世界を滅ぼせ』っつったら、やっぱりお前は……『絶対正義』の言う通り、世界を滅ぼしちまうんだな？」

「………………」

　隆良の問いかけに、暫しトーヤは考え込んだ後──ゆっくりと答えた。

「……ああ、『絶対正義』が望むのなら、滅ぼそう。彼は『ヒーロー』だ……彼が言うのなら、何か考えがあるはず。間違いなんてありえない」

「……へえ、そーかい、トーヤ……じゃあさ、今までお前に散々言われてきたコトだけどよ……今ここで、俺が言わせてもらうぜ」

「？　何だ……？　一体、ナニを言うつもりだ、下野根隆良──」

「王おう真ま燈とう矢や────オマエは『ヒーロー』じゃ、ねえよ」

「──────!?」

　隆良の放った一言に、トーヤは大きく目を見開く。そのまま睨み付けてくるトーヤだが、構うことなく隆良は言葉を紡いだ。

「『絶対正義』が言うから、『絶対正義』が望むから……だから、その通りに滅ぼすって？　たとえそれが、明らかに間違ったコトでも？　それが『ヒーロー』だ？　冗じよう談だんだろ？」

「間違ったコト、だと……？　ふざけるな、『ヒーロー』が間違えるはずがない！　さっきも言っただろう、『絶対正義』ならきっと、何か考えが──」

「お前なー、今『きっと』つったじゃん。何だそれ、勝手な思い込みじゃねーか。いやもう、思い込みが激しすぎて、見てらんねーわ」

「っ、な、なんだと……？」

「あーあ……もうよ、ハッキリ言うぜ？　……『憧あこがれたヒーロー』に、ただ言われるがまま……深く考えるコトもせず、ただ『ヒーロー』の背中を追って、『ヒーロー』の言う通りにする……そんなヤツはな、『ヒーロー』じゃねえ」

「！　侮ぶ辱じよくするか、下野根隆良──だったら、僕は何だと──！」

「お前は────」

　ずいっ、と人差し指でさしながら、隆良はきっぱりと言い放つ。

「『絶対正義』の、単なる『追っかけ・Ａ』──はい、確定」

「────────」

『追っかけ・Ａ』とレッテルを貼はり付けられ、トーヤは完全に絶句──しかし隆良の言葉はそこで終わらず、状じよう況きようを静観していた『ヒーロー軍団』にも飛び火する。

「んで──お前ら今から『ヒーロー軍団』改め、『ヒーロー・ファンクラブ』の会員達で決定な。よーく自覚しとけよー」

「「「…………ハフォァッ!?」」」

　勝手に軍団名を変えられる、そんな突とつ然ぜんの事態に驚おどろく『ヒーロー軍団』……改め『ヒーロー・ファンクラブ』の面々が、口々に文句を連ねる。

「おい貴様、ふざけるなよ！　誰だれが『ファンクラブ』だ、誰が！」

「おのれ、悪たる政府の手先の分際で口が過ぎるぞ！　弁わきまえい弁えい！」

「我ら正義の拳こぶしを以もつて、貴様の悪逆を打うち砕くだいてやろうか!?」

「はいはい『ヒーロー・ファンクラブ』会員の皆みな様さま、お静かにー。役に成りきっちゃうのはイイけども、人様に迷めい惑わくかけちゃいけませんよー？」

「「「だから誰が『ファンクラブ』だっつーの！」」」

　隆良の挑ちよう発はつに、言葉を乱して異議を申し立てる『ヒーロー・ファンクラブ』達だが、そんな彼らに隆良は、やれやれ、と首を横に振りながら声を上げる。

「ったくよ、トーヤ含ふくめ、コイツら全員……『ヒーロー』の資格ナシだっつーの。魅神に『エセヒーロー』って言われんのも、納なつ得とくだぜ。なあ？」

「そうね。…………うん？」

　軽く相あい槌づちを打った魅神だが、隆良の言葉に違い和わ感かんを覚える──その場にいなかったはずの隆良が、なぜ魅神がトーヤへと言い放った言葉の一つを知っているのか。

「……ね、ねえ、バカ隆良？　えっと、あの……私が王真燈矢を『エセヒーロー』って言った時、アンタここにいなかったわよね？」

「ん？　おお……ま、まーな？　アレだぜ、ちょっと俺もその時、らしくねー傷心状態だったっつーか……まあ、それでちょっとな？　ココに来るのも遅おくれたけど、あのよ」

「い、いやそーじゃなくっ！　だ、えっ……だって、えっ!?　いや、何で……私、アンタと通信してた覚えなんて無いのに──」

『え？　あの、魅神さん……わたし、下野根くんと夜侘ちゃんに通信を繫つなぐって言いましたよ？　それであの時、通信を繫いだんですけど……』

「──────」

『えっ？　あれ、わたし、何か間違えて……？　あ、あの、魅神さーん？』

　正直な話、魅神はあの時、無我夢中で──ヱリコからの通信に耳を傾かたむける余よ裕ゆうなど無かった。隆良には聞こえていないと思ったからこその本音だが、ヱリコのファインプレーにより、全すべてが筒つつ抜ぬけだったと知ると。

（私の────『ヒーロー』なんだからあぁぁぁ！）

「…………～～～～～っ!?」

　自身の言葉を思い返し、ぼんっ、と顔が真っ赤になってしまう魅神だった。が、無神経なことに定評のあるゲル詰づまり男・隆良は、指先で鼻の頭を擦こすりながら言う。

「へっ……ま、何だな。素す直なおさなんて微み塵じんも無い、あの魅神がよ……この俺様のコト、まさかそんな風に思ってたとはな……そう、俺を『ヒーロー』とか──」

「──いやあああああっ!?　わー、わー！　……わ、わーわーわー！　いーやーっ!?」

「うおお、いきなり何だ魅神!?　ついに壊こわれたのか!?」

「消して、今すぐ消して、記き憶おくから消してー！　違うのー！　そんなんじゃないの！　だってだって聞こえないと思って、それで、だから……だっ、だめなんだからー!?」

「へ？　お、おいおい……いや、そんな過か剰じように拒きよ否ひ反応、示さんでも……何つーか、超ちようレアで新しん鮮せん味みバリバリだったぜ？　珍めずらしく素直なお前──」

「やだーっ！　やだやだー！　やーっ、なのー！」

「なんか幼児退行してね!?　素直とか通り越こしちまってんぞオイ！」

　隆良さえも焦あせらせる魅神の取り乱しぶりに、黙だまって見ていた夜侘も呆あきれて首を横に振りながら、一歩前に出て声を上げた。

「──まあとにかくっ、隆良の言う通りだよっ。アナタ達『ヒーロー軍団』……もとい、『ヒーロー・ファンクラブ』は、『ヒーロー』なんかじゃない……だってアタシ達の誰も、アナタ達のコトを『ヒーロー』だなんて思えないもん。自分で『ヒーロー』って言ってるだけの、勘かん違ちがいした迷めい惑わく集団だよっ」

「なっ……し、失敬なっ！　この我らに、何という無礼──」

「だって──アタシ達は、知ってるもん。アナタ達とは違う、『本物のヒーロー』を。だからアナタ達のコト、ニセモノだって言い切れるよ。……そうでしょ？　ねえ──」
















　すう、と深呼吸した夜侘が──声こわ高だかに、仲間の名を叫さけぶ。

「────沙さ凪なぎちゃんっ！」

『当っ然…………ですのォォォォォ！』

　夜侘達からは離はなれた場所にある氷のドームが、内側から音を立てて破は壊かいされた。そして内部から現れたのは、先ほどまで目を回して倒たおれていた、軽くロールがかった緑りよく髪はつを持つ──四色の蝶ちようを自身の周囲に旋せん回かいさせている、水すい仙せん花か沙凪だ。

「遠からん者は音にも聞け、近くば寄って目にも見よ、ですの！　そこにおわすは、なんちゃってエセヒーロー共とは一線を画する『真実のヒーロー』ですの！　そう……そのお方こそ、そのお方こそがっ……！」

　ぐぐっ、と拳に力を籠こめ、解き放つかのように、完全復活した沙凪は言い放った。

「超絶すぺしゃ～るな『異能』を持つ──『ゲルヒーロー』下野根隆良様ですのー！」

「『ゲルヒーロー』って何じゃいぃぃぃ！　そこピックアップしちゃったら変な感じになるだろが！　『真実のヒーロー』で止めときゃ綺き麗れいに納まってただろ！」

「ゲルを外さずにはいられねぇ……魔ま性しように魅み入いられしお嬢じよう様さまのポリシーだけは、捨てるコトなどできようはずもない……必然の理ことわりですの」

「捨ててしまえ、捨ててしまえ！　そんなポリシー、捨ててなんぼじゃいっ！」

　沙凪の発言をかなぐり捨てたい隆良だが、夜侘は軽く頷うなずきつつ、きっちり拾っていく。

「うん、まあ、『ヒーロー』っていうより『怪かい人じん』って感じだけど……でも、それも隆良らしいよ。多分、誰にも絶対、真似まねできないもん」

「夜侘!?　お前だけは……お前だけは信じてたのに!?　俺の心を裏切ったなぁぁぁ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、アタシは絶対に隆良を裏切らないよっ……なんたって、隆良の『宿星の片割れスター・パートナー』だもん！　たとえ隆良がゲル妖よう怪かいでも！」

「スターなんたらとか意味分からんし、誰がゲル妖怪だっつの！」

「ヤなのー！　ゲルよーかい、きもいのー！」

「魅神はいつまで幼児退行してるワケ!?　その状態でのお前の言葉、何かもう真実の意味っぽくて傷つくわ！」

　傷つくという割に、元気一いつ杯ぱいにツッコむ隆良だが、それはともかく──『ヒーロー軍団』を否定し、『ヒーロー・ファンクラブ』などと揶や揄ゆし、仲間達といつものようなバカ騒さわぎに興じる隆良に、トーヤは顔を俯うつむかせながら、地の底から響ひびくような声を放つ。

「そうか……よく分かった、下野根隆良……キミは……」

「……おう、何だよトーヤさんよ──聞こえねーな、ハッキリ言ってみろよ」

「───キミは───」

　顔を上げたトーヤが、憤ふん怒ぬの炎ほのおを目に滾たぎらせながら──言った。

「『ヒーロー』を……『絶対正義ジヤガー・ノート』を、裏切るんだな──下野根隆良」

「…………はっ」

　対する隆良は、威い圧あつしてくるトーヤの視線をまるで気にもせず、ふんぞり返って胸を張りながら答える。

「バーカ。俺は別に、裏切ってるつもりは無いっつの。あの人は俺が憧れた『ヒーロー』だっつうのは、今でも変わらねぇ。……ただ」

「ただ？　何だ……言い訳してみろ、下野根隆良。ただ、何だという──」

「俺は『絶対正義』の間違いを──正してやりてーだけだよ」

「！　……っ、下野根隆良……ナニをエラそうなっ……」

　隆良の物言いは、まるで自分が『絶対正義』と対等であるかのようだ。そんな彼の言動に、トーヤは怒いかりを覚えながらも──同時に、不思議な焦しよう燥そう感かんに苛さいなまれてしまう。

（……何だ、一体……何なんだ、下野根隆良……『心労新婦マリツジ・ブルー』の『異能』が影えい響きようしないというコトは、今の言葉に何の後ろめたさも無いという証しよう拠こ……キミは本気で、『絶対正義』に楯たて突つくと言うのか？　……しかも）

　隆良から視線を外したトーヤが続けて眺ながめたのは、彼の隣となりにいる夜侘と──先ほどまで目を回していたはずの沙凪と、そして力ちから尽つきる寸前だった傷だらけの魅神。

　今は別の意味でも力尽きそうな魅神に、隆良は軽い調子で声を掛かけた。

「おーい、魅神、魅神さんよーい。いい加減、いつものお前に戻もどれっつの。別に変なコト言ってなかっただろ？」

「…………さっきの、わすれた？」

「へ？　あ、あー……おう、忘れた、忘れた。だからほれ、ちゃんと立てっての」

「………そぉ………」

　もちろん、自分を立ち上がらせた魅神の言葉を、当の隆良が忘れるはずも無いが──そこまで幼児退行気味だった魅神が、すくっ、と立ち上がる。

「……まっ、それならイイのよ！　あーあ、忘れた忘れた。私も完っ全に忘れちゃったわ。何て言ったかしら？　うん、全然思い出せないっ」

「……おい魅神、顔真っ赤だぞ──」

「『雷らい尽じん』がイイ？　『雷らい矧じん』がイイ？　それとも……『雷塵ら・い・じ・ん』？」

「いえ、何でもないッス、はい。…………ん？」

　すかさず取り繕つくろう隆良だが、同時に魅神の左足を見て違和感を覚える。

「あれ？　おい、魅神……お前の左足、何か……いつも通りになってね？」

「は？　ナニ言って……あれ？　……ホントだ、リング、消えてる……？」

「おいおい、今気付いたのかよ。にしても……何でだ？」

「え？　えっと、時間で消えるとか……あ、それかアレかしら、私の気合的な──」

「そんなんで消える訳ねーだろ、ったく……多分、そりゃアレだな。この俺様が来たコトにより、『ヒーロー』たる崇すう高こうなるオーラに中あてられて消しよう滅めつを──」

「そのほうがあり得ないでしょーが、バカ。バカ隆良。大バカ。ばっかばか」

「だからバカバカ言うなっつの！　もうすっかりいつも通りだなオイ！」

　魅神の左足を封ふうじていたリングが消えた、その理由は分からぬまま、いつも通りのやり取りを繰くり広げる隆良と魅神──そんな彼らを見て、トーヤは小さく歯は軋ぎしりする。

（──やはり、おかしい！　休息を取った水仙花沙凪はともかく……『雷らい神じん』は何度も僕らの攻こう撃げきを受け続けて、さっきまでボロボロの死に体だったはずなのに……なぜ、生気が戻っている!?　まるで、今から初めて戦うかのように……っ！）

　現実的に見れば、そんなはずは無いと分かる──魅神は確かに傷だらけだ。だが、隆良がこの戦場に現れてから、空気が変わったのは間違いない。

　トーヤの心中に、妙みような不安が渦うず巻まく──と、その時、不意に隆良へ向かって一人分の影かげが飛び出していく。

「きたっ──やっと来たわね！　見るからにエグイあの怪人を倒すコトこそ、このあたしの使命だわーっ！」

「！　『占星天使アストレア』っ……待て！　迂う闊かつに飛び出すな──」

「さあさあ、観念なさいっ──正義のヒロイン『占星天使』が相手よっ☆」

「……あ？　俺？」

「！　バカ隆良っ……危ない、そいつはっ──！」

　いきなり挑いどまれて首を傾かしげる隆良に、『占星天使』の力を知る魅神は、慌あわてて声を上げようとする──が、『占星天使』は既すでに、隆良の目の前に迫せまっていた。

「先手必勝っ……喰くらいなさい、エグエグキモキモ、ゲル怪人さんっ！」

「へっ、返り討うちにしてや──いや誰だれがゲル怪人だオラァァァ！　……はっ、やべっ!?」

「隙すきだらけよ！　『神秘な秘密を囁いてアルカナ・ブラツデイー・ロア☆』──え？　……おぐらっ」

「うっ……うおああああ!?　先手を……先手を取られとぅおうあぁぁぁ!?　……ん？」

　元気一杯に叫んでいた隆良だが──目の前の光景に呆ほうけてしまう。『占星天使』は、ずっこけていた。先ほど隆良が魅神を救うために撒まき散らしていた、大量のゲルに足を取られ──でんぐり返しの恥はずかしい体勢で、ずっこけていた。

　が、そんな恥ずかしすぎる状じよう況きようにありながら、『占星天使』は今しがた操あやつっていたタロットカードの引き当てた一枚を見て、驚おどろきに目を丸くする。

「……え、ウソ……？」

　それは『恋人ラヴアーズ』のカード──『占星天使』のみが知ることではあるが、これは彼女の操るタロットの中で、唯ゆい一いつ攻こう撃げき力の無いカードだ。

　そして『恋人』の意味するところは──『恋こいの訪おとずれ』

「え、あ……はっ、まさか!?」

　瞬しゆん間かん──『占星天使』の脳のう裏りに、彼女が毎日欠かさずに見ている『朝からごっつぁん星座占うらない☆　先生、そこは校長室の四よ隅すみです！』の結果が思い起こされる。

（今日のおとめ座は第四位☆　キサマの脳内天気は雷雨ときどき所によりヌレヌレとなる恐おそれ♪　ちょっぴりアンニュイな一日……だ・け・ど☆　もしかすっと、オラよりつえぇ運命のヒトに出会えるかもしんねーゾ！　ラッキーアイテムのビッグリボンで旧世代のおめかし上等♡）彼の心臓を縛しばり付けるでござるぞなもしー☆）

「……！　ま、まさか……まさか、あの占いがホントなら……！」

　そう、何せ平均視し聴ちよう率りつ１・３％を誇ほこる怪番組（通常の朝ニュース番組で平均15％前後）だ──そのイカれた占いの信しん憑ぴよう性せいたるや、計り知れないものがある。

　瞬間、『占星天使』の周りに少女漫まん画がの如ごとく、ぶわわっ、と花が咲さき乱れる。突とつ然ぜんの異常な事態に隆良が驚きながらも、ゆっくりと手を伸のばした。

「うおっ!?　こ、これがお前の『異能』か？　……何かよく分からんな……まあいいか。さーて、っと……ほれ」

「！　は、はわわっ……や、やっぱりアナタがあたしのっ」

　少女漫画よろしく瞳ひとみを輝かがやかせながら、胸をトゥンクと高鳴らせ、差しのべられた手を摑つかみにいく『占星天使』──だがしかし。

「何か知らんけども隙だらけだぜ！　喰らえ『これも人生経験よねホワイト・エクスペリエンス』ゥゥゥ！」

「運命のヒト────ひやぁぁぁぁん!?」

　パッシブスキル鈍どん感かん持ちの隆良に、無情にも大量のゲルを浴びせられたのだった。

「う、うあう……こ、これが……これが運命の粘ねばり気け……う、うーん」

　何やら訳の分からない声を漏もらしながら、『占星天使』は呆あつ気けなく撃げき沈ちんした。

「……結局、何だったんだ？　うーむ……？」

　あまりの手て応ごたえの無さに、首を傾げる隆良だが──『占星天使』に苦戦を強しいられていた魅神は、『解げせぬ』とばかりに微び妙みような表情をするしかない。とはいえ、戦場に到とう着ちやくしてから早さつ速そく、敵を倒たおした隆良へと、夜侘と沙凪が弾はずんだ声で称しよう賛さんを投げかける。

「さすが隆良っ、『ヒーロー軍団』……じゃなく『ヒーロー・ファンクラブ』の人を、もう倒しちゃうんだもんっ。『宿星の片割れ』として鼻が高いよっ♪」

「お見事ですの、隆良様！　初しよっ端ぱなから、あのスンバラスィ～ゲルをまんべんなくぶっかけて、敵を撃げき退たいするとはっ……わたくしにもぶっかけようぜ？　ですのう？」

「がっはっは、そんな褒ほめるなって……うん、褒めるなよ。照れるだろ、ハハハハ」

　沙凪のいつもの寝ね言ごとは、軽くスルー。隆良も少しは慣れてきたようだ。

　さて、仲間である『占星天使』の悲ひ惨さんな有様を目まの当たりにした『ヒーロー・ファンクラブ』の面々は、というと。

「「「………………」」」

　判で押して並べたかのように、真顔──彼らの隆良に対する正直な心境は、『アレと戦いたくない』であった。味方である『心労新婦』の『異能』が影響してしまいそうなくらい、士気が落ちてしまっている面々に、トーヤの中に焦燥が奔はしる。

（何なんだ……『占星天使』はふざけているように見えて、ここ一番であんな失態を犯おかす人間ではない……まるでこの場の勢いが、下野根隆良に味方しているような……っ、下野根隆良の行動のせいで、また空気が変わった……）

　ほんの少し前まで魅神達には、敗戦ムードが漂ただよっていたはずだ。それなのに、隆良のたった一つの活かつ躍やくにより、それがあっさりと払ふつ拭しよくされてしまった。

　それは『ヒーロー軍団』の誰も、トーヤでさえ持ち得ない、明らかに異質な特性──ある種、場が冗じよう談だんのような空気に包まれて、殺さつ伐ばつとした緊きん迫ぱく感かんが誤ご魔ま化かされている。目に見えない不安に背中を押されながら、トーヤは焦燥の混じった声を張り上げた。

「っ──全員、気を抜ぬかずに戦せん闘とう態勢を取れ！　『占星天使』がやられたのは、不用意に先走ったからだっ……総力は僕らのほうが上だ、負ける戦いじゃない！　僕らは──『絶対正義』と共に在る、『ヒーロー軍団』なのだから！」

「！　そ、その通りだ……我らは負けぬ、正義のために負ける訳にはいかぬっ！」

「うむっ──我らは正義のために戦う『絶対正義』の使徒！　悪の手先たる『政府公こう認にんストレンジャー』共に、後おくれは取らぬぞぉぉぉ！」

　トーヤに活を入れられ、彼ら曰いわく『ヒーロー軍団』とやらが、隆良達を取り囲む。確かに、総戦力では『ヒーロー軍団』が圧あつ倒とう的てきだ。数の不利は否いなめないし、しかも誰も彼もが歴戦の強つわ者もの揃ぞろいのはず。そのプレッシャーは尋じん常じようではない。

「……ったく、勘かん違ちがいした連中ほど、始末に負えねーモンはないな……揃そろいも揃って、メンドクセー奴やつらだぜ」

　思わず隆良もため息を吐つくが、戦いが泥どろ沼ぬま化かすることは、出来れば避さけたいのが素す直なおな心境だった。相手が相手だ、下手をすれば数で押し切られることもあり得る。

　……と、思っていたのも束つかの間──『政府公認ストレンジャー』と『ヒーロー軍団』の戦場へと、不意に横から一発の弾だん丸がんが割り込んできた。

「さあ、悪の手先共よ、いざ────って、うおあぁぁぁ!?」

「……ん、んんっ？　な、なんだぁ？」

　その弾丸は『ヒーロー軍団』へ向けて放たれたモノ。正体不明の援えん護ご射しや撃げきに首を傾げる隆良が見たのは、地面にめり込む輝く石──宝石だった。

　どこかで見たことのある光景と共に、少女の声が飛び込んでくる。

「きゃはっ──なーんか楽しそうなコトしてるじゃない？　私も交ぜてよっ」

「へ？　……んなっ……お、お前は!?」

　現れたのは、クリクリと大きな瞳を持った少女──驚きの声を上げた隆良が、彼女を指差しながら震ふるえる口を開く。

「お、お前は……お前はっ！　……えーと、あの……あー……」

「いや『タマちゃん』ですけどぉー!?　アンタ達がつけたんでしょ、このあだ名!?　こんな変なあだ名つけといて、しかも私に卑ひ猥わいすぎるゲルまでぶっかけまくっといて、それで忘れるとか酷ひど過ぎじゃない!?」

「あ……そ、そーだ、タマちゃんか！　で、でも……何でアンタがここに……」

「──その子だけじゃないわよぉ？」

「へ？　……な、なにっ!?」

　更さらに声が聞こえてきたほうを向くと、そこには大人びた雰ふん囲い気きの女性が──と思いきや、その姿は不意に霧む散さんし、また別方向から声が響ひびいてくる。

「んふふぅ、どっち見てるのぉ？　ゲルの君きみぃ……私はこっちよぉ？」

「ホアァ!?　つーか誰がゲルの君だ！　……って、アンタも……まさか？」

「そう……『投影シヤドウ』よぉ。……いや別に、どーせ覚えてないだろーなーと思って自分から名乗ったワケじゃないっていうかぁ……いや、いーんだけどさぁ、私なんてどーせ、ゲルの君はどーでもいーんだろーしさぁ……うじうじ」

「出てきて早々『心労新婦マリツジ・ブルー』のネガティブ増ぞう幅ふく、喰らってね!?　ナニしにきたんだよ！」

『物質の虚きよ像ぞうを映し出す』ストレンジャー、『投影』の出現に驚く隆良だが──次々と聞こえてくる声は、まだ止やむことがない。

「私もいるわよぉん？　夜侘ちゃんに氷こお莉りちゃん、沙凪ちゃんと、上質なロリ揃ぞろいのアナタ達の危機を、見過ごすわけにはいかないわ……そう、この『ロンダム』はねっ！」

「う、ウワァァァ！　ガチの人が来た！　またロリ狙ねらいかアンタ!?」

「ん……ま、まあ、この私にえっぐいゲルぶっかけてくれやがった、アンタへの復ふく讐しゆうもまだ終わってないしぃん……そ、それなのに『ヒーロー軍団』なんて意味分かんないのに、やらせるワケには、いかないってだけで……か、勘違いしないでよねぇん!?」

「ロリコンの上に謎なぞのツンデレまで!?　久々に出てきて早々、キャラ盛り過ぎだろ！」

　ボディラインを強調するスーツを着た女性、『両手から高熱を発する異能』を持つ、通つう称しよう『ロンダム』──正式には『【燃え】ロリコン・ダブルフレイム【萌もえ】』と、そして。

「もちろん──氷莉様の従順なる使徒、『瞬またたき』もいるわ……ていうか氷莉様、どこー？　ねえねえ、ゲルぼーや。あたしにゲルぶっかけてイイから、教えてよー」

「誰がゲルぼーやじゃあああ！　つーかぶっかけんわ！　……あれ、っていうか『ノブ助』……いや、『飛ひ天てんの貴き龍りゆう』は一いつ緒しよじゃねーの？」

「『ノブ助』は置いてきたわ。はっきり言って、この戦いにはついて来られない……」

「ああ、もう素で『ノブ助』なんだな……まあアイツら相手じゃ分ぶが悪いかもだけど……にしてもアンタ、微妙に『ノブ助』の影えい響きよう、受けてね？　そんなキャラだっけ？」

「共きよう闘とうする時間も長くなると、自然とうつっちゃうモンよ……はあ」

「そ、そッスか……にしても、今まで行方ゆくえをくらましてたアンタ達が、何で……」

　多少げんなりとしている『瞬』は、『瞬間的に身体能力を向上させる』ストレンジャー。誰も彼も、約半年前にアリアが起こした事件で、いつの間にか姿を消していたアウトロー達だ。いや、彼女達だけではなく、更に更に──！

「ふっ、少年……キミの親愛なる者が、キミを助けに来たゴリよ……ウホッ」

「何で俺までゲコ……無理、『ヒーロー軍団』とか絶対無理ゲコ……帰りたいゲコ……」

「………………」

　何かゴリラっぽいのとカエルっぽいのも居る気はしたが、隆良は積極的にスルーした。

　スルーされた哀あわれな二人はおいておくとして、その場へと風を巻き上げながら空中から現れた、並み居る面々の中で最も幼い少女も声を上げた。

「私も居るんだけど、無視しないでよね。……あとゲル男は消しよう滅めつすればいい」

「いきなり辛しん辣らつ!?　……って、お前『風の子・ファン』じゃねーか！　ま、まさか……その『風の異能』を、とうとう俺に献けん上じようしに!?」

「出来るわけないし。ていうか意味分かんない。死すべし。はあ……『あの方』が言うから来ただけなんだけど。あーあ、あのキモエグゲル妖よう怪かい、爆ばく発はつしてくんないかな……」

「ずっと思ってるけど、お前はどんだけ俺が嫌きらいなの!?　……って、『あの方』？　あ、そういや、お前は……じゃ、じゃあ、まさか──!?」

『風の子・ファン』がいる、ということは、彼女の所属していた『旧アウトロー組織』の、そのリーダーが──ここへ、来ているということではないのか。

　つまり、つまりそれは──

「──隆良っち！　えへへ、ウチ……会いにきちゃいましたよーっ！」

「！　お前……やっぱ、お前かよ……！」

　元気一いつ杯ぱいの声で呼びかけてくるのは、健康的な小麦色の肌はだを持ち、人ひと懐なつっこい笑え顔がおを隆良に向けてくる、柔やわらかな雰囲気の少女──

「──玲れ愛あ！　お前っ……意外にも短い別れだったな、オイ!?」

「そっ、それは言わない約束ですよ、隆良っちー!?　い、いつでも撫なでられに来てイイって言ってたじゃないですかー!?　だからウチ、逃にげ回ってたり行き場の無かったりするアウトローの人達を保護して……隆良っちに胸を張って会えるよう、頑がん張ばってたんですからねー！　……中には、『元・再世リ・バースデイ』の人もいましたし、それでー……」

「お、おおっ？　そっか、お前がコイツら、集めてたんか……にしても、こんなタイミングで来てくれるとはよ……へへっ、イイコすぎんだろ、お前！」

「！　あ……え、えへ、えへ……い、イイコですか？　ウチ……えへへへ、そ、そーですよね!?　ふふーっ、もっともっと、褒めてくれてイイんですよー!?」

　ぴょん、ぴょん、と嬉うれしそうに飛び跳はねる玲愛に、隆良もつい失しつ笑しようしそうになるが──玲愛の隣となりから、今度は見覚えのある女性が現れた。

「……この局面で彼女達が来てくれたのには、私も驚おどろいたよ。やはり隆良くんには、ヒーローの素質……『カリスマ』と呼ばれるモノが具そなわっているのかな。……ふふっ」

「へ？　まあ、この俺様だし……ってアリア!?　お前、その怪け我が……大だい丈じよう夫ぶかよ!?」

「む。……ふふ、真っ先に怪我の心配をしてくれるとはな……うむ、３ポイントあげよう。ポイントを貯ためていくと色々サービスしてあげるからな。一度に使うポイントが高いほどムフフだぞう？　ちなみに現在１００３ポイント貯まってるから、早く消費しような？」

「最初からクライマックスじゃねーかぁぁぁ！　……って、あ……お前が抱かかえてんのは、リーザか？　……ん？　あ、あれ、もう一人？」

「ああ、こっちはリーザだが……こっちは、よっ、っと」

　縛しばり上げているリーザに肩かたを貸す形で支えていたアリアが、何やら見覚えの無いもう一人を地面に転がすと──それは黒ずくめの、目を回している女性だった。

「ふきゅうぅ……まさか、まさかいきなり後ろからとかぁ……わたひスナイパーだかりゃ、近寄られたら弱ひのにぃぃぃ……」

「……ここへ来る途と上じよう、魅神達を狙っているのを見つけたのでな。魅神の左足を封ふうじたのは、この子だったのだろう……最初クールだったのに、今じゃこんな感じだけどな」

「！　そっか、お前がコイツを倒たおしてくれたから、魅神の左足は解放されたのか。……俺の『ヒーロー・オーラ』のおかげじゃなかったのか……」

　先ほどの妄もう想そうをまだ引っ張っていたのにも驚きだが、それはそれ──一気に賑にぎわしくなってきた戦場に導かれ、一人の少女が動き出した。先ほど沙凪が壊こわした氷のドームの内部から、その製作者である氷莉が、のそりと顔を見せてくる。

「ぅ……たからパパと、アリアおねーさんの、コエ？　ふたりとも、ブジだったんだ……なんか、アウトローのひとたちまで、きてるしー……イマ、どうなって──」

「……はあ、もうヤダヤダ……生きてるのしんどい……」

「…………んい？」

　氷莉の居場所の比ひ較かく的てき近い位置から聞こえてくる、生気に欠けた声──隆良に注目する『ヒーロー・ファンクラブ』の多勢の中心に、その声を発した者はいた。

「もぉ、また意味の分かんない、変なの一杯きたし……はあ、ヤダヤダ、めんどいコトばっかじゃん……やっぱ人生、だるいコトばっかだー……つまんない、つまんない……」

（！　アレは……『まりっじ・ぶるー』とかいう……？　うう、やだー……あのヒトのイノウ、きもちわるいぃ……はあ、またひきこもろ──）

「はああ～……何か、もー……こーやって何もせず寝ね転ころがってるだけでも、イヤになってくる～……はあ、不幸だー……不幸だー……」

（………………）

　氷のドームへ舞まい戻もどろうとした氷莉が、『心労新婦』の言葉に、ふと足を止め──ゆっくりと振ふり返りながら口を開き、

「…………ぁあ～ん？」

　珍めずらしくドスの利きいた低い声で、誰だれにも聞こえぬよう密ひそかに呟つぶやくのだった。

　さて、そんな氷莉の動きには誰一人として気付かぬまま、ここで『ヒーロー・ファンクラブ』の面々が、突とつ如じよとして現れたアウトローに向けて高圧的な声を上げる。

「アウトロー共よ──一体、何をしにきた？　有う象ぞう無む象ぞうの悪党よ……わざわざ我らに捕つかまり、罪でも悔くい改あらためんと欲ほつするか？」

「それとも、我々を『ヒーロー軍団』と知らず、立ち向かう気か？　だとすれば無む謀ぼうよ……我らが正義の拳こぶしに恐おそれをなさぬ愚おろか者は、今すぐ粉ふん砕さいしてくれるわ！」

「………………」

　威い圧あつしてくる彼らに、駆かけつけてきたアウトロー達は一様に沈ちん黙もくする──が、その沈黙は『風の子・ファン』が破った。

「……は？　アナタ達──何か、勘かん違ちがいしてるんじゃない？」

「…………む、むう？」

　この中で最も幼い少女に冷たい目を向けられ、彼らも思わず戸と惑まどうが──更に、『タマちゃん』と『投影』、『ロンダム』、そして『瞬』が、順番に声を放ち始めた。

「恐れをなすとか無謀とか、そんなの今さらなんだけどなぁ。政府に背を向けて『怪かい盗とう』なんてやってた時から、無謀となんて、ず～っと隣となり合わせだったよーだっ」

「間違えないでくれるぅ？　政府の間違った庇ひ護ごを受けるのより、大事なモノがあったのよぉ。『風の子』ちゃんと……そりゃ偽いつわりの家族みたいな関係だけど、それでも守ると決めたんだからぁ。アンタ達なんかに、馬ば鹿かにされる筋合いなんて無いんだけどぉ」

「『ヒーロー』が怖こわくて、ロリコンなんて出来るかってぇの。私達は、私達の思うまま、自由に生きたい……それだけなんだからぁん」

「だから──アンタ達がナニ軍団だろうと、関係ないのよ。私達が有象無象？　結構よ。テキトーに作られた枠わく組ぐみだけ見て、人を悪党と決めつける勘違いヤロー共に、何て思われようが……はっ、慣れっこなのよ」

　アウトローの烙らく印いんを押されながらも、恥はじることも怖おじることもなく、『ヒーロー』を自じ称しようする集団に立ち向かい、『風の子・ファン』が続けて言った。

「戦うっていうなら、上等なんですけど。私達、ずっと戦ってきたんだから。仕方ないコトや理り不ふ尽じんなコト、已やむに已まれずアウトローにされても、一回だって挫くじけたコトないよ。『ヒーロー軍団』？　バカ言わないで。私達には関係ない。私達は──屈くつしない！」

　地を踏ふみしめ、一歩も退ひかず、真っ向から相対する者を見み据すえ、声こわ高だかに。

「何が相手でも関係なく、世に憚はばかるのが────私ら、アウトローだッ！」

　そうやって戦い続けてきたのだと、そう言い放った面々に──玲愛が付け加える。

「……ウチら、そんなに甘くみられるほど、生なま易やさしい道ばかり歩んできたワケじゃないんですよ。そうですよね、皆みんな……──『連鎖チエイン』！」

「「「────おおおおおっ！」」」

　ほとんど奇き襲しゆうのように、玲愛は『連れん鎖さ異能』を彼女達に向けて発動し、その『異能を増幅』させ、突発的に戦せん闘とうを再開させる。

「なっ──お、おのれ、卑ひ怯きような!?」

「はんっ、私らを悪党って言ったの、どっちだったかしらぁん？」

「甘っちょろいコト言ってんじゃないわよ……これこそアウトローの醍だい醐ご味みよ！」

「……あれ、俺ら、『連鎖』してもらってないウホ……」「ゲコォ……」

　静止していた戦場が、一気に乱戦へと突入する。そんな戦いを眺ながめながら、玲愛がアリアへと思い出したように語りかけた。

「……あ、で、でもね、アリアっち。皆、ちゃんと更こう生せい中ですから……アウトローって言っても、もう悪いコトなんてしないようにしてますから、ね？」

「ふふっ、分かっているさ、玲愛ちゃん……こちらもストレンジャーに対する法整備を整えている最中だ。もうちょっと待っててくれると、嬉しいな」

「！　そ、そうですかっ？　えへへっ……頼たよりにしてますよーっ！」

　ぴょんっ、と嬉しそうな玲愛──だが、そこへ『ヒーロー軍団』の一人、今まで沈黙を保っていた『無法の法アウト・ロウ』……アウトロー殺しの異名を持つ男が立ちはだかる。

「ふん……アウトローが現れたか。ならば、俺の出番だ。ターゲット、『再世リ・バースデイ』のリーダー、壬み玄くろ玲愛──潰つぶさせてもらう」

「……むむっ!?　な、なんですか、あなたっ……いきなり失礼ですよ！　がうがう！」

「！　下がっていろ、玲愛ちゃん……ここは、私が──」

　自身も傷だらけでありながら、アリアは玲愛を庇かばうように前へ出る──が、それは無用の心配であったと、すぐさま理解することになる。

「そこをどけ。俺の任務を妨さまたげるのであれば、無能力者であろうと容よう赦しやはしない。任務遂すい行こうのために、排はい除じよして──あ、あだだだだだー!?」

「させませんのよ、勘違いエセヒーロー軍団さん──アウトロー殺しっていうなら、このハイパー・ベリー・ストロング『政府公こう認にんストレンジャー』お嬢じよう様さまが相手ですの！」

「！　沙凪っち……そだっ、ウチの『連鎖』で……ええーいっ！」

　四色の蝶ちようを操あやつって介かい入にゆうしてきた沙凪に、玲愛が『連鎖異能』を放つと──『生体異能蝶』の力が、連鎖するように増ぞう幅ふくしていく。

「！　おお、これは……ついにお嬢様に秘ひめられた、スペシャル・パゥワァァァンが覚かく醒せいしましたの!?　にゅふふっ……真・お嬢様無む双そうの始まりですのぉぉぉ！」

「いや沙凪っち、ウチの『異能』込こみですよー!?　あのあのー!?」

「ぐ、ぐあああ!?　ちょ、まっ……え、ナニ!?　俺、こんな感じで終しゆう了りよう!?　まだ何にもしてないんだが、おいー!?」

　哀あわれにも攻こう撃げきを受け続ける『無法の法』を、遠目に見る妖よう艶えんな美女──『魅み惑わくのカルメン』が、長い髪かみをかき上げて呟き始める。

「ふっ……ついに私の出番ね。まあ私も『無法の法』じゃないけど、今まで女の子ばかりの『政府公認ストレンジャー』相手じゃ、戦えなかったのよね……まあいいわ、真しん打うちは遅おくれてやってくるものよ。さあて、と……」

　そう──『魅惑のカルメン』の『異能』とは、己おのれのフェロモンを放出し、男を誘ゆう惑わくして意のままに操る能力。そんな恐るべき『異能』を持つ彼女の周りには──！

「？　何かな、この人……あ、宝石、結構持ってる。欲ほしいなー、それ」

「私達と戦う気かしらぁ？　たった一人で、勇ゆう敢かんよねぇ」

「んー、色っぽい子だけど、ロリじゃないわねぇん……ざーんねん」

『タマちゃん』『投影』『ロンダム』と、三人の女性アウトローに囲まれ──男を意のままに操る恐ろしき『異能』を持つ『魅惑のカルメン』は、

「…………ふっ」

　不敵な笑えみを浮うかべ、真っ直すぐに相手を見据えた──その直後。

「──ごめんなさい、参りました」

「「「？　??」」」

　深々と、『魅惑』の名に違たがわぬ、美しき土下座を決め込んだのだった。

　その様子を眺めていた『ヒーロー・ファンクラブ』の一員も、絶句するしかない。

「くっ……アイツら、まるで役に立たぬ……はっ!?　そ、そうだ、こんな時こそ……『老ろう匠しよう』殿どの！　今こそ反はん撃げきの狼煙のろしを──！」

　促うながさんとするも、『老匠』の行動は不意を突つくかのように早い。既すでに彼は、動き始めていた。そう、目の前の敵……『風の子・ファン』と交戦して──！

「ほらおじーちゃん、足元に気を付けて。ダメだって、こんなトコ来ちゃ。危ないよ」

「おうおう、すまんのう、ミヨ……優やさしい孫がおって、わしゃ幸せモンじゃのう」

「私、ミヨじゃないよ。……まあ、孫にはなってあげてもイイけどさー……」

「ろろろ『老匠』殿ー!?　それ敵ですがな！　え、ええい、悪あく辣らつなるアウトローめ……我らの同志を誑たぶらかしおって！　駆く逐ちくしてくれるぅー！」

「こっちだよ、おじーちゃ……え？　……きゃ、きゃあああっ!?」

『風の子・ファン』へ向けて、唸うなりを上げて飛んでいく『異能の矢』──不意を突かれた少女は、なす術すべも無くその身を貫つらぬかれるしかない……と、思いきや。

「──ナニしようとしてんだ、テメェ」

「「…………えっ？」」

『異能の矢』は、『老匠』が操る大おお盾たてのような石に遮さえぎられる。いや、更さらにその石せき盾じゆんと、無数の小石が浮ふ遊ゆうし──『異能の矢』を放った男へと勢いよく飛ひ翔しようする。

「え、ちょ、まっ……お、おお、お……ふ、防ぎきれなっ……いでっ、いでででっ!?　このっ、いい加減にしろボケジジ────お、ぐヴぁっ!?」

「『石せつ騎き・鋒ほう矢しの陣じん』──けっ」

　最後に大きな石盾に潰され、ノックアウトされた男に──『老匠』は一言残す。

「子供に手ぇ掛かけようとするやつぁ、『ヒーロー』失格だぜ──覚えときな、若わか僧ぞう」

「おじーちゃん、つよーい」

「んお？　そーか？　ふぉっほっほ、もっと褒ほめてイイんじゃぞ、孫よー」

　上じよう機き嫌げんに笑う『老匠』と、割と吞のん気きな『風の子・ファン』を見て──『投影』は、

（あの子、なんか順調に疑ぎ似じ家族を増やしてるわぁ……まあいっか、幸せそうだしぃ）

　うん、うん、と慈じ愛あいに満ちた目をしながら頷うなずいた。




　敵味方が入り混じり、カオスな乱戦模様を醸かもしている戦場において──いまだに守備の分厚い、『心労新婦マリツジ・ブルー』を中心とした陣形から声が上がってきた。

「恐れるな、同志達よ！　我らにはまだ、『心労新婦』がいるっ……心を強く持ち、ほんの少しでも押し返せば、奴やつらは士気を失って散っていくぞ！　さあ──」

「──ちょっと、どいてくれる？　わたし……そのコに、ハナシあるから」

「へ？　……お、おお……おおお!?　い、いつの間に凍こおって──!?」

　声を上げていた男を凍りつかせ、ゆらり、無造作な動きで現れたのは──氷のドームに引きこもっているはずの、氷莉だった。

「なっ……ま、まさか、こちらを狙ねらって不意を突いてくるとはな……ふっ、だが甘い！　この人数が見えぬのか……？　小こ娘むすめ一人で、我らに太刀たち打うちなど──！」

「だから──どいて、っていってるでしょ。……んっ……」

「へ？　……え……な、あ……お、おおおっ!?」

　氷莉が地面に両手を突くと、不思議なことに大地が小さく揺ゆれ始め──その揺れは地面に亀き裂れつが生じるほど大きくなり、『心労新婦』を取り囲む面々を打ち倒たおしていく。

「……ジメンのなか、こおらせてあげたよ……ふせぎようが、ないでしょ？」

　氷莉が起こしたのは、氷ひよう震しん──地中から地表までの水分を凍らせ、限定的な地震を引き起こしたのだ。そして無防備になった『心労新婦』へと、ゆっくり歩み寄る。

「……ねえ、アナタ……ネガティブだかなんだかしらないけどさ、そんなんで、イイとおもってるの？　いくらわたしでも……ゆるせないよー？」

「……ひっ!?　う、うああ……もぉやだ、やっぱり私、不幸だぁ……ただ何もせず寝ねてただけなのに……それだってイヤなのに、これ以上、ナニしようっていうの……？」

「……だから、それがダメなんだよっ……あのねぇっ──」

『……えっ？　こ、氷莉ちゃん？　……まさか……まさか──!?』

　氷莉の言動に、ヱリコが驚おどろきの声を上げる。今の氷莉は、どう考えてもやる気を出している。いつもごろごろとだらける、『だらだら至上主義』の氷莉が──他者のだらだらを見て、ついに考えを改めたのか。これは……社会復帰、来るか──!?

　珍めずらしく怒いかりを湛たたえた氷莉が、ついに『心労新婦』を正すため、右手を振ふりかぶり──

「ただナニもせず、ねるコトが……だらだらするのも、イヤになってくるとか……ふざけんなっ──だらだらは──しあわせのカタチなんだぁ───っ！」

「え────ひでぶっ!?」

『…………あれ？』

　ちょっと想像していたのと違う流れになり、通信機越ごしに疑問の声を漏もらすヱリコだが、氷莉は構うことなく、今しがた平手打ちをかました『心労新婦』へと語りかける。

「なにもかもがイヤとか、そんなこたぁおもわなくても、いい……だらだらするコトに、しあわせをかんじよーぜ……なー、じょーちゃん？」

「！　………………」

　何かいつもと喋しやべり方が違う氷莉だが、『心労新婦』は叩たたかれた頰ほおを押さえながら、

「一生……一生、崇あがめ奉たてまつります……だらだら女王様……♡」

「ふう……またヒトリ、だらだらとすくってしまった……」

「さすが氷莉様……！　はぁぁぁん……一生ついていきますぅぅぅ……」

　なぜか『瞬』が遠くのほうで恍こう惚こつとしているが、とにかく『心労新婦』を攻こう略りやくし、ドヤ顔を決める氷莉に──ヱリコは、躊躇ためらいがちに声を送ってくる。

『……け、結果オーライというコトで、ここはひとつ！　です！』

「ちゃん、ちゃん♪　……みたいな？」

　おどける氷莉もまた、完全にいつも通りの様相であったという。




　戦場の各所で、様子が変わってきている──いや、おかしくなっている、というべきか。圧あつ倒とう的てきな戦力を誇ほこっていたはずの『ヒーロー・ファンクラブ』が、次々と逆転されてきているのだ。まるで、目に見えない力に押されているかのように。

「っ……奴だ……あの下野根隆良とかいう、クソエグい淫いん猥わいゲルの異能者が、黒幕だったのだ！　奴を倒せば、この状じよう況きようはもう一度ひっくり返るはず！」

『ヒーロー・ファンクラブ』の一員が放った言葉は、意外と的を射ている。隆良が来てから、魅神達は息を吹ふき返した。だからこそ彼らは総力を以もつて、標的を隆良に絞しぼる。

　自分が狙われている、と気付いた隆良は、しかし不敵な笑みを浮かべていた。

「ふっ……この『真のヒーロー』様の脅きよう威いに気付いたか。へっへっへ……そう、その通り。俺様の存在こそが戦局を覆くつがえす、パー璧ぺきなる実力で──」

「──よいしょっ、と」

「────へ？」

　何やら寝言を連ねていた隆良だが、そんな彼に構わず、敵の目の前へと少女が降り立ち──思わず隆良が焦あせった声を上げる。

「……うおっ!?　おい、夜侘、一人で突とつ出しゆつすんなって！　危ね──」

「……大だい丈じよう夫ぶだよ、隆良」

「!?　よ……夜侘？」

　隆良の心配をよそに、夜侘は落ち着いていた。静かに揺らめく炎ほのおのように、内に熱を秘ひめた言葉を紡つむぐ。

「アタシは、負けないから……負ける気が、しないから」

　焰ほむら熾おこし夜侘──齢よわいは数えて、先さき頃ごろ十四を迎むかえたばかり。まだまだ短い人生に、これから続く人生に、それらを踏ふまえて見み据すえても──今この瞬しゆん間かん、言い切れることがある。

　この戦場に、魅神がいる。沙凪も、氷莉もいる。アリアもいて、玲愛も来てくれて──そして何より、誰だれよりも慕したっている隆良が──『真のヒーロー』が、いてくれる。

　だからこそ、夜侘は言う。心に炎の灯とう火かを灯ともらせて、言う。




「今のアタシは────生しよう涯がい最強だから」



















　呟つぶやいた夜侘の右みぎ眼めに、紅あかい輝かがやきが炎のように宿る。ぞくり、その熱とは裏腹に、背筋を凍こごえさせた『ヒーロー・ファンクラブ』達が、夜侘に襲おそいかかった。

「っ──じゃ、邪じや魔まをするな！　少女といえど、容よう赦しやはせん！　喰くらえッ──！」

「！　夜侘っ、避よけ──ろっ？」

　隆良が声を上げるも──それより先に、いや、それどころか敵が『異能』を揮ふるうよりも前に、夜侘は既に回かい避ひしていた。踊おどるように戦い、敵の攻こう撃げきを回避する、夜侘の新たなバトルスタイル──だが、隆良は不思議な既き視し感かんを覚えていた。

「……な、何だ？　今の、どこかで……」

　どこかで、見たことがある──いや、戦ったことがある。その既視感の正体が摑つかめずにいる隆良の目が、更に信じられないモノを捉とらえた。

「うっ……あ、あっちぃ!?　な、何だこの子……リーザ殿どのからの前情報じゃ、こんなに強い炎なんて、出せなかったはっ……お、おあっちぃぃぃ!?」

（!?　あの火力、前に一度……まさか、暴走!?）

　それは夜侘が初めて、己おのれの『異能』の本質が『右眼で見た部分に炎を灯らせる』と知り、暴走してしまった時と同じ火力──今の夜侘に意識は無いのか、と危き惧ぐすると。

「──大丈夫、隆良──アタシ、ちゃんと分かってるから──」

「！　よ、夜侘、ホントか？　俺のコト、分かるのか？」

「うん──でも、ゴメンね？　今は、ただ──アタシの中の焰ほのおに、溺おぼれていたいの──」

「……は、はあ？　おい、夜侘……」

　隆良の呼びかけに、もはや夜侘は答えない──が、その代わりと言わんばかりに、いつの間にか隣となりに来ていたアリアが語りかけてきた。

「隆良くん──心配する気持ちは分かるが、今の夜侘ちゃんの集中を邪魔してやるな。アレこそが、彼女の新たなるバトルスタイルの……『完成型』なのだから」

「へ？　あ、アリア？　そりゃ一体、どういう……」

「今の彼女は、私と同じく──『ゾーンの世界』に、足を踏み入れているのだ」

「……は、はあ!?　いや、そんなはず──う、うおおっ!?」

　否定しかけた隆良だが、夜侘の巻き上げる大たい炎えんを目まの当たりにし、言葉を止める。そんな中、アリアは冷静に言葉を続けた。

「もちろん、普ふ通つうに入るコトなど出来ないし、私ほどの力は出せない──が、彼女は足を踏み入れるだけで充じゆう分ぶん。全すべてを思うがまま、全ての攻撃を先読みする、その全能感──今このシチュエーションで、完全に昂たかぶったテンション──そしてそれらは、彼女のバトルスタイルである『ダンス』という要因が、何もかもを底上げしてくれる」

「だ、ダンスが？　……──！　ま、まさか……！」

「そう──今の彼女は『トランス状態』にある──！　半覚かく醒せいの意識を以て、暴走しかねない程ほどの力さえ支配下に置く──普段から芝しば居いがかった言動を取り、『入り込みやすい』夜侘ちゃんだからこそ可能な戦せん闘とう形態……これが彼女の『完成型』だ──！」

　アリアが夜侘に『ダンス』というバトルスタイルを叩き込んだのは、これを見み越こしてのこと──今この瞬間、紅ぐ蓮れんの花が咲さき誇るように、夜侘は炎を巻き上げ踊り続ける。

　たん、たたん、たん、リズムを刻むごとに、深く、深く、意識が沈しずむ。

「空くう々くう漠ばく々ばく、変へん幻げん自じ在ざい──業ごう火か絢けん爛らん、爆ばく炎えん無む双そう──」

　とん、とん、とーん、飛び跳はねるたびに、ぽつりぽつりと、炎が灯る。

「摑む術すべなき炎の如ごとき、我を捉える術は無く──白びやく炎えん蓮れん歌かの調べを奏かなで──」

　くるり、くるりと回転するたび、炎は踊り、一つになる。

「連なる弱火を紡ぎ上げ、三千世界の闇やみをも焦こがし──」

　その場にいる誰もが、目を奪うばわれずにいられないような、絢爛たる舞ぶ踏とうの果てに──

「──触ふれれば終わりの、焰を熾おこせ──！」

　その場にいる誰もが目を疑う、重ね連ねられた炎が、大火を巻き上げ豪ごう炎えんとなり──作り上げた小さな太陽を、己の眼前に叩きつける──！

「う、うそだ、ろ……ひっ……ひいぃぃぃ!?」

　小さな太陽は、叩きつけた大地さえ蒸発させ、クレーターを作り──その縁ふちでガクガクと震ふるえる『ヒーロー・ファンクラブ』の、腰こしを抜ぬかせる。

　あれほどの豪炎を精密にコントロールした夜侘は、己の内から湧わき続ける熱を隠かくしもせず、浮うかされたかのように、ぽつりと静かに言い放った。




「───『終焉舞踏エスカトス・ダンスイング』───！」




　究極の炎を操あやつるその姿は──今や『紅焰の乙女プロミネンス・メイデン』と名乗っても、恥はじぬものだった。







　次々と覆されていく戦せん況きよう、どこもかしこも『ヒーロー軍団』が押され始め、『老匠』など裏切り者さえ出てしまった現状を見て──トーヤは途と方ほうに暮れ、立ち尽つくしていた。

（……何なんだ、これは……どうして、こうなった……？）

　ここは、『ヒーロー軍団』の戦場だったはずだ──下野根隆良が来るまでは、トーヤ達がずっと主導権を握にぎり続けていたのだから。

　それなのに、彼がこの場に現れた瞬間から、趨すう勢せいも、何もかもを持って行かれてしまった──下野根隆良の存在、ただ一つで、全てが変わってしまった。

　けれど、それでは──それでは、まるで──『ヒーロー』──

（っ……！　そんなはずが無いっ……そんなはずがっ！　『ヒーロー』は『絶対正義ジヤガー・ノート』と……そんな彼を追う、僕こそが『ヒーロー』たり得うるんだ！）

　沈ちん痛つうな面おも持もちで頭かぶりを振ったトーヤが、隆良の方を見る。彼は何やら隣にいるアリアと話し込んでいるようだ。

「え……夜侘、クソ強くない……？　あれ、これ……俺、必要……？」

「おいおい、隆良くん、そう自分を卑ひ下げするな──キミが居るからこそ、彼女はあの強さを出せるんだぞ。それに……キミにはまだ、やるコトがあるだろう？」

「！　おお、そうだな……さーて、この戦いにケリつけにいきますかねぇ？」

（！　下野根隆良っ……そうだ、彼を倒たおせば、まだっ……え？）

　しかし隆良は、トーヤの想おもいとは裏腹に、トーヤを見てはいなかった──彼はどことも知れない空を見上げながら、ゆっくりと呟く。

「……アンタがナニを考えて、今どこに居るのか知らねーけど……俺はこいつらを倒して、アンタを止めに行くぜ。──『絶対正義』──」

「────!?」

　瞬間、トーヤは幻げん視しする──『絶対正義』と対たい峙じする、下野根隆良の姿を。

　自分に一いち瞥べつもくれない隆良の背中が、トーヤには遥はるか遠くに見えた。手を伸のばしても、届かない──まるでそれは、『絶対正義』を見るような感覚。

「っ……待て、下野根隆良──！　僕はまだ、ここにいるっ……僕を倒さず、先へ行けるなどと思うなっ！　聞いているのか、下野根隆良──！」

「………………」

　隆良は、すぐには答えなかった。追いすがってくるトーヤの声を耳にして、ようやく首を動かし、横顔を見せたと思いきや──彼に告げたのは、たった一言。

「ワリィな───俺は先に行くぜ、トーヤ───」

「────!!」

　そう言ったきり──隆良は明後日あさつての方角へと、走り去る。

「……待て……待て、下野根隆良っ……」

　トーヤは、隆良が自分と同じモノを見ていると思っていた。共通の『憧あこがれたヒーロー』の影かげを追い──その背中を追っているのだと思っていた。

　けれど──それは、違ちがっていたのだ。

「っ……僕をっ……僕をっ……！」

　隆良は『絶対正義』に対峙する道を選び、『絶対正義』と同じ場所に立っている。『ヒーロー軍団』もトーヤも飛び越こえて、一人の『ヒーロー』になった隆良へと、

「僕をっ……無視、するなぁぁぁっ！」

　己の存在を叫さけぶように、もはや『ダーツ』の形さえ成していない、無数の『爆ばく破は異能光体』を投げつける──が、それは炎に遮さえぎられ、途と中ちゆうで暴発してしまった。

「──隆良の邪魔は、アタシがさせない──」

「なっ──焰熾夜侘っ──！」

　ぎりっ、と歯は嚙がみして振ふり返ったトーヤは、気付けなかった。今まで近づかせようとしなかった彼女が──自身のすぐ傍そばまで、雷らい速そくで迫せまって来ていたことに。

「王真燈矢──アンタはもう、ここまでよ。ここで、もう……退場なさい」

「!?　『雷らい神じん』っ……貴様までっ……！」

「アンタじゃ、もう──アイツの相手には、役者不足なのよ──！」

「っ──邪魔をっ……邪魔をするなあっ！」

　魅神の妨ぼう害がいを受け、夜侘に攻撃を遮られ、トーヤはその場に足止めされる。もはや隆良へ追いすがることもできず、

「っ……下野根、隆良っ……僕をっ……僕をっ……！」

　それでも必死に手を伸ばし、摑めぬその背中に向けて──

「僕をっ……置いて、いくなあっ……！」

　哀あい願がんするような言葉を発しながら、魅神と夜侘と戦うしかないのだった。




　ケリをつける──そう言った隆良は、なぜか玲愛の下もとへ走っていた。駆かけ寄ってくる隆良を見た玲愛は首を傾かしげながらも、素す直なおに嬉うれしそうな笑え顔がおを見せる。

「ふぇ？　あ……た、隆良っち？　た、戦わなくてイイんですか？　あのあのっ」

「おう、いや、一刻も早く、お前の所に来なくちゃ、って思ってな……へへっ」

「!?　え、え……なな、なんですか、えっ!?　で……デレですか!?　そそそんなにウチに会いたかったんですか!?　そそ、それって、それってつまり……」

「ああ、そうだぜ……玲愛、よく来てくれた……マジで、嬉しいぜ」

「──!?　は、はわうあ……え、えへ、そ、そんな……えへ、えへへ……」

　ぷしゅー、と煙けむりを噴ふきそうなほど、顔を真っ赤にした玲愛の肩かたに、隆良は手を回し、

「……ああ……ホント、マジでよく来てくれたよ……ナァ……？」

「…………んに？」

　何やら不ふ穏おんなことこの上ない、邪じや悪あくな笑みを浮かべたのだった──




　魅神達の活かつ躍やくにより、『ヒーロー・ファンクラブ』は苦戦している──が、それでもまだ、彼らの戦意は萎なえ切っていない。

「諦あきらめるな──奴やつらが何と言おうと、我らは『ヒーロー軍団』だ！　正義という信念の名の下、戦う我らに……『後退』の二文字は、存在しない！」

「ああ、その通りだ！　今こそ『ヒーロー軍団』の底力、見せつけてくれる！」

　たとえそれが、『絶対正義』やリーザに唆そそのかされていたとしても──彼らは確かに、自身の正義に基もとづいて進んでいる。だからこそ、最後の一手が必要だった。

　傷だらけになっても戦い続ける魅神と、トランス状態にある夜侘が背中合わせになり、トーヤを相手取りながら会話を交かわす。

「……バカ隆良、どうする気かしらね……あの大バカエセヒーロー共、ちょっとやそっとじゃ諦めそうにないわよ？」

「……魅神ってば、信じてないの？　ふふーんっ……それじゃ、まだまだだねっ」

「ふんっ、そんなワケないでしょ。……信じてるわよ、私だって」

　にっ、と笑顔を見せた魅神に、夜侘も笑顔で応じる。

　玲愛の下にいる隆良の周囲に、『連れん鎖さ異能』の光が纏まとわりつく──今まさに、戦いを終わらせんとすべく立ち向かう隆良へと、魅神と夜侘は声を揃そろえて激げき励れいを送ろうとした。

「バカ隆良っ！」「隆良！」

「「────いっけぇぇぇ！」」

「───ひやややああああ!?」

「「ん？　………え………」」

　しかし響ひびいてきたのは、玲愛の叫び声と──ぬぼんっ、という何やら粘ねばり気けのあるエグい音。それは少しずつ、少しずつ大きな音になっていき……それと同時に、隆良の放っているゲルが膨ぼう張ちようし、巨きよ大だいになっていき。

「………Ｏｈ………」

　戦場に居る何もかもが、呼吸を止めざるを得ない、おぞましい静けさ──どろどろとしたボディを持った巨人の出現。

　そう、それこそ、この世を破は滅めつへと導く巨神へ……いやいやいや、巨ゲル兵だった。

「「「………………」」」

　戦いは、止まっている。いや、誰だれもが身動きを止めている。何だアレは、という声も出ない。白はく濁だくとした巨ゲル兵の中心には、コアのように隆良がいて、内部には彼の腕に抱かれた玲愛が囚とらわれてしまっている。可哀かわい想そうすぎる。

「ふう……やれやれですの。……さーて、っと……ですの」

　誰一人、微び動どうだに出来ない状じよう況きようで、なぜか沙凪だけが、すたすたと巨ゲル兵の隣となりに歩み寄り、こほん、と咳せき払ばらいしてから──万ばん感かんの想いを込こめて、言い放った。

「──薙なぎ払はらえ！　ですのーん」

『──ヴォエアァァァ！』

　沙凪の命令（？）と同時に、巨ゲル兵が口と思おぼしき部分から、戦場へと横薙ぎにゲルを噴ふん出しゆつする。『ヒーロー・ファンクラブ』も、加勢に来てくれていたアウトロー衆も、おとなもこどもも、おねーさんも、全すべてが白濁の海に沈しずんでいった。

「ぎゃああああ！　……ぎゃああああ!?　……ぎいぃぃやあぁぁぁ!?」

「いやー!?　またコレー!?　もうドロドロいや───!?」

　隊長、ここは地じ獄ごくです。もはや阿あ鼻び叫きよう喚かんのるつぼと化した戦場で、アリアのほうにまでゲルビームが襲おそってきた頃ころ──不意にリーザが目を覚ます。

「ん……ここ、は……あ、アリアちゃん……そう、私は負けたのね～……」

「……やあ、リーザ、お目覚めかい？　えっと、その……先に謝っておく。ごめんな」

「？　何で謝るの、真しん剣けん勝負だったじゃない～……ふふ、ねえアリアちゃん、私も、アナタみたいに──ぴいいいい!?　ちょ、ナニコレ……あ……ぶふっ!?」

　アリアはリーザを、盾たてにした──割とリーザは自じ業ごう自得な部分もあるが、しかし酷ひどい。あんまりである。リーザはゲルのショックで、再び意識を失ってしまった。

　さて、とりあえず巨ゲル兵のゲル噴出が止まり、魅神と夜侘が固かた唾ずを吞のんで隆良の動向を見守る中、

『ゴポ、ゴポ……イ……イ……』

　巨ゲル兵の中心で隆良は、ぐっ、と拳こぶしを握にぎり、

『イ──イケルッ！』

「「いっ────いくなぁぁぁぁぁ!?」」

　先ほど『いけ』と叫んでおいて何だが、止めたくなる心境も分からなくはなかった。

　……ちなみに、巨ゲル兵の横で『薙ぎ払え』と口にした沙凪はというと、

（……しくじったですの。わたくし、なんかノリでこっち来ちゃいましたケド、向こうに居ればゲル浴びれたんじゃないですの？　…………）

　ちらり、沙凪は無言で巨ゲル兵を見る。四匹ひきの蝶ちようを仕し舞まい込み、きょろきょろと辺りを見回してから──巨ゲル兵へ、ばばっ、とダイブ──！

「──ヒャッハー、ゲルだー！　ですの！　ゲルプール、キタコレでーすのー！」

　巨ゲル兵の内部をクロールで嬉しそうに泳ぎ回る彼女は、もうスルーするしかない。エグくてキモくて卑ひ猥わいなこと以外は、特に害は無いようだし。

　もうどうしようもない沙凪はともかく──隆良は巨ゲル兵を操作し、ぐちょぐちょと音を立てながら、『ヒーロー軍団』の筆頭であるトーヤのほうへ、改めて向き直るが。

『よう、トーヤさんよ……ゴポゴポ。何かさっき、置いてくなとか言ってたか？　ガポッ……安心しろよ、きっちり決着つけてゴエップやるからよ』

「すいません、置いていってください」

「あ、あの王真燈矢さんが敬語に!?」

　すっかり『トランス状態』から覚めきってしまっている夜侘が、思わずツッコんでしまう。微び妙みように心神喪そう失しつしているトーヤの現状も、無理からぬこと。あまりにもエグすぎる巨ゲル兵ＩＮ隆良へと、魅神が切せつ羽ぱ詰つまった声を上げる。

「ちょ……ばば、バカ隆良!?　それ何なの……それ何なの!?　もはやゲル妖よう怪かいも通り越して、ゲル大妖怪じゃない!?　何でそうなっちゃったの!?」

『おいおい、誰がゲル大妖怪だっつの、がぼっ……ったく、悪役みてーに言うなって』

「み、見た目は完全に悪役だけど!?　……見た目は！　完全に！　悪役！　だけど!?」

『力ちから一いつ杯ぱいに叫ぶなっつの魅神。イイから俺を信じて──黙だまって見てろォ！』

「信じるって決めたはずなのに、なんかそんな気持ちもぶっ飛んでんのよ、こっちは！　もう少し、何かこう……ないかなー!?　手段、なかったかなー!?」

　あったかもしれないが、魅神にも、もう分からない。ただ少なくとも、正義という名の信念の下、戦い続けていた『ヒーロー・ファンクラブ』はというと。

「真っ白に……燃え尽つきちまったよ……真なる意味で……」

「ぁぁぁ、何であたしらまで……助けに来たのに、あんまりすぎるぅ……」

　……援えん軍ぐんに来てくれたアウトローごとではあるが、戦意を喪失している。

　そして最後に隆良は、戦いを完全に終わらせるべく、トーヤへ向けて巨ゲル兵の手を伸のばさせる──が、しかし。

「……あ……う、わ……うわああああ!?　来るな……来るな、下野根隆良ぁぁぁ！」

　あのトーヤが、かつてないほどに取り乱しながら、『爆ばく破は異能光体』を巨ゲル兵へと投げつけまくる。爆破されて飛び散るゲルはエグいが、その体積は減少しつつあった。

『うおっ、こんのアホトーヤ、悪あがきしやがってっ……おい沙凪、泳ぐのはもう止めねーけど、後ろの方にしとけよ！　……くっ、ヤベーな、このままじゃ……！』

「！　隆良っ……気を付けて！　それ……きょ、巨ゲル兵？を止めて、戦略的撤てつ退たいも手段の一つだよー!?　隆良もアタシに言ってたでしょっ!?」

　夜侘が隆良を気き遣づかい、慎しん重ちよう策を提示するも──しかし隆良は、ニヤリと笑う。

『──ところがどっこい、まだまだイケルぜ！　さあ──行こうぜ、玲愛！』

「……んきゅ？　た、隆良っち……ふ、ふややっ？」

　何と隆良は、巨ゲル兵の空いている左手を白濁たる体内へと沈め、玲愛を摑み──ぎゅっ、ぎゅっ、と彼女の艶なまめかしく濡ぬれそぼった肢し体たいを、粘り気たっぷりに握にぎり締しめた。

『そーれ、どっこいせ、どっこいせー。さあ、《連鎖チエイン》するのだー、おりゃー』

「え、ひゃ──あんっ、あんっ……はきゅん、はきゅんっ」

「ちょ、隆良、玲愛さんをそんな空気ポンプみたいに!?　……って、巨ゲル兵、大きくなってるー!?　こんな鬼おにのような手段、許されちゃってイイのー!?」

『はは、大だい丈じよう夫ぶだって夜侘、何つったって俺、《ヒーロー》だかんなー』

「『ヒーロー』は多分そういう免めん罪ざい符ふじゃないよー!?　隆良ー!?」

『宿星の片割れスター・パートナー』も、さすがにドン引くしかない所業だが──この状況では有効手段。爆破による攻こう撃げきを上回り、巨ゲル兵が際限なく膨張していく。

「う、うあ……よ、寄るなっ……寄るな！　っ……はああああっ！」

　一声、雄お叫たけびを上げたトーヤのすぐ周囲に、『爆破異能光体』が出現する──それはもはや、自身の安全など顧かえりみていないようで、隆良は軽く舌打ちした。
















『……チッ、取り乱し過ぎだっつーの……散々に暴れまわった挙句、最後の最後で自爆しそうになるとはよ……仕方ねーな、あんま気は進まねーけど……助けてやっか』

「はっ、はっ……う、あ……あ？　……え……」

　憔しよう悴すいして訳が分からなくなっているトーヤが、信じられないモノを目にする──膨ぼう大だいな質量を誇ほこる巨ゲル兵が、何とトーヤの体を摑み、

「……う、えっ……や、やめっ……な、ナニをする、下野根隆良っ……」

『……こうなったら、荒あら療りよう治じと洒落しやれ込こむしかねーだろ……爆発を抑おさえ込みながら、ついでにお前を倒たおすんだよ……これしか、ねーよな。……さて』

「！　バカ隆良……一体、どうする気──えっ？」

　魅神が情勢を見守る中、巨ゲル兵がトーヤを持ち上げると──ゲルの腕うでに触ふれた『爆破異能光体』が爆発しながらも、しかし彼は離はなさぬまま。

「…………えっ」

　巨ゲル兵の口と思しき部分が、ぱっくりと、大きく開き。

『────ごくんっ』

「「「──────」」」

　絶句する一同の中──魅神と夜侘が、またも声を揃えて叫さけぶ。

「「くっ……喰くったあ────っ!?」」

　ゲルを浴び、ゲル触しよく手しゆに襲われる者もいたが──ゲルに吞のみこまれたのは、トーヤが初めてだろう。いや当然だが。それはともかく、トーヤは巨ゲル兵に吞みこまれたショックと、言葉に出来ない哀かなしみと、形容しがたい気持ち悪さの中で。

『う、あ、が…………がくっ』

　ついに、その意識を消失し──これにて隆良達の、完全勝利が決まった。……決まった、のだが、しかし……魅神達の胸に去来する想おもいは、一つ。

（これ……傍はたから見たら、結局……悪役なの、私達のほうなんじゃ……）

　旧市街で敵を押しとどめ、一いつ般ぱん市民の皆みな様さまの目に晒さらすことにならず、本当に良かったと──誰もが思わずにいられなかった。







　長く続いた戦いは、終わりを迎むかえた。『ヒーロー軍団』改め『ヒーロー・ファンクラブ』の面々は、もはや戦意喪失してしまっている。魅神達の働きもそうだが、何より巨ゲル兵のインパクトに、戦う気力など根こそぎ奪うばわれてしまったようだ。

「はにゅうぅ……隆良っち、ひどいれしゅう～……はうん」

「悪かった、悪かった。でもお前のおかげで、何とかなったぜ？　よく頑がん張ばってくれたな、玲愛……よーしよし、イイコだぜー」

「しょ、しょんなので、誤ご魔ま化かされたりなんてぇ……えへ、えへへぇ……」

　ぐるぐると目を回す玲愛だが、撫なでられて何だかんだで嬉うれしそうなのは、調教が行き届いていると……いやいや、玲愛の素す直なおな人格のなせる業わざだろう。

　さて、『ヒーロー・ファンクラブ』が拘こう束そくされていく中──ただ一人、隆良達の傍でゲル塗まみれになって倒れていたトーヤの下もとに、一人の少女が駆かけ寄ってくる。

「皆みなさん──トーヤを止めてくれて、ありがとうございます」

「！　る、ルリさん……今まで、どこに？」

　夜侘が驚おどろくのも、無理はない。隆良と夜侘が『[image: α]アルフア』の部屋を出た頃には、ルリの姿は消えていたのだから──メイド服の双ふた子ごを縛しばり上げ、放置したままで。

　ルリは困ったような笑えみを見せるだけで、夜侘の問いには答えず、倒れるトーヤの頰ほおを撫でながら小さな声で呟つぶやいた。

「トーヤは……『絶対正義ジヤガー・ノート』さんに傾けい倒とうするあまり、前が見えなくなっちゃってたんだと思います。『絶対正義』さんの真実を知って、悲しくなり過ぎちゃって、誰だれかが……隆良さんが止めてくれないと、もう……どうしようも、なかったと思います」

「……ルリ、トーヤを止めたのは、別に俺だけってワケじゃ……」

「ううん──隆良さんですよ。自分と同じ『ヒーロー』に憧あこがれながら、違ちがう選せん択たくをした、そんなアナタだからこそ……トーヤは、止とどまったんだと思います」

　言いながら、ルリはトーヤに肩かたを貸すように支えつつ、立ち上がる。

「……それじゃ、ルリ、トーヤを連れていきますね。よいしょ、っと」

「ん、おお？　連れてくって……どこに？」

「あはは、逃にげるワケじゃないですよ？　怪け我がした人は政府の病院で受け入れてくれるらしいから……ルリ、トーヤを見捨てるコト、出来ないし……ついていくんですー」

「そ、そっか。……って、待てよ、ルリ！　『絶対正義』さんは、今どこに──」

　慌あわてて問いかけてくる隆良に、ルリは首を軽く横に振ふりながら答えた。

「んー……ごめんなさい、隆良さん。トーヤもルリも、それは知らないんです……知ってるとしたら、リーザさんか『[image: α]アルフア』さんかな、って……」

「！　……そう、なのか……『絶対正義』さん、トーヤのヤツにさえ……」

　隆良は複雑な表情をして、軽く俯うつむき──続けてルリには、アリアが語りかけていく。

「ルリちゃん──病院まで送っていく手配は、こちらでしよう。車を用意させるよ。さすがに、ずっと抱かかえていくのは、大変だろう？」

「……えへへー、ルリはそれでも、苦じゃないんですけどー……でも、お言葉に甘えちゃいますねっ。アリアさんも……ありがとうございますっ」

「いいさ……今はキミも、ゆっくりと休んでくれ。疲つかれているのだろう？」

「……ホント、アリアさんは何でもお見通しなんだなぁー……敵かなわないですよ、もー」

　言いながら、ルリは意識の無いトーヤを介かい抱ほうするため、隆良達とは少し離れた場所で休むことにしたようだ。そんなルリを暫しばし眺ながめてから、沙凪がおもむろに口を開く。

「それで結局……リーザが起きるまで『絶対正義』の行方ゆくえは分からないんですのね？　むむう、ジレンマですの……」

　隆良達の傍には、ゲルでどろっどろの状態で失神しているリーザが転がっている。そんな彼女を眺めながら、ぽんっ、と沙凪が何か思いついたように手を叩たたいた。

「あっ、それなら、『[image: α]アルフア』って人をもう一回捜さがして、今度こそ教えてもらえば──！」

「──いや、そいつはちょっと、勘かん弁べんしてやってくれ」

「……ふおっ!?　な、何でですの？　隆良様」

　いきなり異を唱えた隆良に驚く沙凪だが、彼はそのまま続けた。

「……『[image: α]アルフア』の心は、『絶対正義』さんへの罪悪感で、一いつ杯ぱいだ。『[image: α]アルフア』はこれ以上……『絶対正義』さんに背そむくコトは、できねー。俺には、それが理解できる……そんな『[image: α]アルフア』をこれ以上、頼たよるっつーのは……さすがに、酷こくだぜ」

「にゅ、にゅおっ……そ、そういうモンですの？」

「ん。多分だけど……次に会う時は、敵同士なんだろうな。……気が滅め入いるけどよ」

　はあ、とため息を吐ついた隆良に──アリアも頷うなずきながら言う。

「隆良くんが言うなら、そうなのだろう──正直なところ、『絶対正義』が何を為なそうとしているのか、私にも皆かい目もく見当がつかない。この戦いの前に、『[image: α]アルフア』が『絶対正義』のメッセージを伝えてきた時、私は『早すぎる』と言っただろう？　正直、あの時から……私は、ずっと悩なやみ続けていたのだ」

「え？　あの時から、って……ど、どういうコトです？　アリアお姉さま」

　夜侘が尋たずねると、アリアは腕組みをしながら説明した。

「今回、『ヒーロー軍団』が政府に牙きばを剝むき、進しん攻こうしてきたワケだが……それは『政府公こう認にんストレンジャー』に成り代わり、『ヒーロー軍団』が法の守護者になるためだっただろう？　確かに奴やつらは強力だった、が、そのような目的を達成するほどの持続力はあるか？　局地的に勝利できたとしても、それで最終的に政府の全すべてを打だ倒とうするコトは難しい──にも拘かかわらず、こんな早いタイミングで行動を起こしたのは……一体なぜなのか、とな」

「え、え……そ、それは、えーと……何かこう、勢いとかノリ、とか……？」

「はは、それなら浅はかの一言で済むのだが……私はこの『ヒーロー軍団』の動きの裏に、何かとんでもないことが秘ひめられているような……そんな気がして、ならないのさ。それに……いまだに行方が摑めないのは、ルーネちゃんも同じだ。一体彼女に、何をさせようとしているのか……どうなんだ、リーザ？」

　横たわるリーザへと、不意にアリアが声を掛かけると──いつの間に目を覚ましていたのか、リーザはゆっくりと顔を上げる。

「……ふふ、気付いてたのね～？　もう少し、休ませてくれればイイのに～」

「！　リーザ……アンタっ……」

　狸たぬき寝ね入いりを決め込んでいたリーザに、魅神が怒いかりの視線を向ける。が、リーザは気にすることもなく声を上げた。

「ふう……アナタ達、『絶対正義』ちゃんの目的とか、居場所を知りたいみたいだけど……ダメよ。私、そりゃあ『愛情欠落コンプレックス』持ちだけど～……でも、不義理ってワケじゃないの。私は『絶対正義』ちゃんに、自分の意思で協力したんだから……その責任は、最後まで果たすつもり──」

「っ……この期ごに及およんで、まだそんなコトっ……いい加減にしなさいよ、アンタ──」

「──と言いたいトコロだけど、アリアちゃんと約束しちゃったからね～……しょうがないわね、ご褒ほう美びに教えてあげるわ……『絶対正義』ちゃんの目的と、居場所」

「──は、あ？」

　意外にも素直に言ったリーザに、魅神の怒りの矛ほこ先さきが逸そらされてしまう。

　また、何か企たくらんでいるのかもしれない──アリア以外の面々は警けい戒かいを強めるが、リーザは相変わらず人を食ったようなペースを崩くずさず、言葉を続けた。

「アナタ達、『絶対正義』ちゃんの目的とか、世界に牙を剝く理由だとか、真ま面じ目めに考えてるみたいだけど──見けん当とう違ちがいよ～。『絶対正義』ちゃんは、そんな大それたコト、全く考えてないわ～。だからアリアちゃんでも、彼の考えを読むのは不可能なの～」

「！　なに……？　では、『絶対正義』は一体、何を為そうとしている？」

「だから……為すとかじゃ、ないんだってば～。彼が考えているのは、もっと浅せん薄ぱくで、子供じみていて、ちっぽけなものなのよ～」

　リーザはそう言うが、アリア達にしてみれば、ますます分からない──けれどリーザは、ふう、とため息を吐き、笑みを消して呟いた。

「だけど、世界に忘れ去られて嘆なげく、たった一人の寂さびしがり屋の……そのちっぽけな想おもいが……この世界に、大きな傷を残そうとしてるのねぇ～」

「……この世界に、大きな傷を？　忘れられまいと、願う……？　……まさか……」

　口元に手を当て、考え込むアリアへと、リーザは続けて言葉を投げかける。

「そうよ、アリアちゃん──彼が望むのは、ただ、『人々に、もう忘れられないようにする』コト……ただ、それだけ。じゃあどうすれば、誰にも忘れられないかしら──？　この世界が……人々が、彼を忘れられなくなるかしら？」

「……まさか……まさか、そんなバカなコト……する意味など……しかし……」

　少しずつ顔が青ざめるアリアへと、リーザは核かく心しんを突つくように言う。

「この街から少しだけ離はなれた所にある、『[image: α]』ちゃん所有の超ちよう高こう層そう電子塔とう──『絶対正義ジヤガー・ノート』ちゃんは、そこの最上階で──宙そらの彼方かなたから、超ちよう大型の『隕いん石せき』を導く、その準備をしているわ。……いいえ、言い方を間ま違ちがえちゃったわね～。その準備は……きっと既すでに終わってる。あなた達が、ここで戦っている……その間にね～」

「ッ──『ヒーロー軍団』は、囮おとりか──！」

　だんっ、と地じ団だん駄だを踏ふみながらも、アリアは食い下がるように反論する。

「だが──やはりおかしいだろう！　『絶対正義』は『ヒーロー』に拘こだわっていたのではないのか!?　そんな真似まねをして、誰が彼を『ヒーロー』だと言う……!?　歴史に名を遺のこしたとしても、それは大罪人としてではないか！」

「やっぱり分かってないわね～。彼にとって、方法や手段、どんな形で忘れられないようにするか、細かいコトはどうでもイイの。彼、もう、おかしくなっちゃってるんだから～。彼にとって、『絶対正義ジヤガー・ノート』という名が残るというコトが……イコール『自分というヒーロー』の名が残るってコトなの。たとえ誰もが彼を、悪と罵ののしったとしてもね～」
















「……だとしてもっ！　あまりにも不合理すぎるだろうっ……その行こう為いに、一体なんの意味があるというのだっ……！」

「まあね～、でも彼にしてみれば、意味はなくとも価値はあるんじゃない～？　それに、結果がどうあれ、少なからず、この国は混乱の渦うずに叩きこまれて、多くの人が犠ぎ牲せいになるでしょ～？　結局のところ、そうすれば歴史に名は刻まれるんじゃないかしら～」

「っ、狂くるってっ……いや、そうか……狂って、いるのか……」

　そうでなければ、考えもつかない──が、そこで夜侘が焦あせりながらも、前向きな意見を提示してきた。

「で、でも、アリアお姉さまっ……『絶対正義』の目的と手段が分かれば、対応策を練るコトはできるよねっ？　隕石を導くって言っても、墜おちてきちゃう前に、何とかすればっ……それに、えと、大たい気き圏けん？　とかで、もしかしたら燃もえ尽つきちゃうかも──」

「あらあら、焰ほむら熾おこしちゃんったら、無む邪じや気きでカワイイわねぇ～……それをさせないための手段を──『絶対正義ジヤガー・ノート』ちゃんが、何も講じてないとでも思ったのかしら～？」

「……にゃっ!?　な、なによ、バカにしないでよぅ……ていうか、どういう意味──」

　むっ、と怒りを見せつつ問い返す夜侘だが、くすくすと笑って応じないリーザに代わり、アリアが神しん妙みような表情で答えを出した。

「『絶対正義ジヤガー・ノート』の講じている手段とやらは、恐おそらくルーネちゃんが関係しているのだろう。そうか……そもそも『絶対正義ジヤガー・ノート』が『浮ふ遊ゆう研究施し設せつ』を襲おそった理由は、それか……」

「え？　ふ、『浮遊研究施設』って……隆良が捕まってた、あの？」

「ああ──いや、元はといえば『政府最高位ストレンジャー』の一人だった『Ⅰワン』が護っていた『浮遊研究施設』は、危険な『異能』を持つルーネちゃんを拘こう束そくするための施設だった、と言いかえれなくもない。『絶対正義ジヤガー・ノート』の真の目的は、最初から……ルーネちゃんとリーザを奪うばい、計画を進めるためだったのだろう」

「なっ……じゃ、『絶対正義ジヤガー・ノート』は、ルーネさんに、ナニをさせようと……？」

「そこまでは、私にも予測がつかない……が、計画の核かくたるルーネちゃんは、恐らく『絶対正義ジヤガー・ノート』自らが防衛するはず……つまり、それが意味するのは……」

「……『絶対正義』との戦いは……間違いなく？」

「ああ──必ず、避さけては通れないだろう」

『絶対正義』──『浮遊研究施設』を真っ二つにする『矛ほこ』と、どんな攻こう撃げきでも通さなかったバリアのような『盾たて』を持つ、絶対的な力の強者。

「……にゅ、にゅふう……アレと戦うんですのね。ふ、ふふ、武む者しや震ぶるいがしますの……」

「う、うわー、しんどいよー……はなしあいで、なんとかなんないー……？」

『絶対正義』に立ち向かう困難を思えば、あのポジティブ全開な沙凪でさえ、強がりしか言えなくなる。だらだら至上主義の氷莉などは、明らかに戦せん闘とうを避けたがっていた。

　しかし、脅きよう威いは『絶対正義』だけではないと、リーザは告げる。

「そして──私と『[image: α]アルフア』ちゃんの『異能』によって仕し掛かけられた最終兵器も、既に動き出しているわ～」

「っ……それが、ルーネちゃんというワケかっ……」

　アリアが声を荒あららげるも、リーザは悪びれた様子もなく言葉を続けた。

「そうよ、その通り～……アリアちゃんが、ずっと気にかけてた通りね～。言うなれば、そうね～……この世界に『悪意と不幸』を撒まき散らす、『絶対正義の最後の使徒』……とでも言うべきかしら～？」

「……リーザ、キミは……『絶対正義』は、ルーネちゃんに何をさせようとしている？　ルーネちゃんは今……どうなっているというのだ!?」

「うふふ、無責任と思うでしょうけど……それはもう、私にも分からないの～。私と『[image: α]アルフア』ちゃんはただ、ルーネの楔くさびを解放しただけ……元々ルーネのポテンシャルは、私なんかよりずっと上だったんだもの～。私程度じゃ、及およびもつかないわ～」

「っ……本当に無責任だな、キミは……！」

「ふふ、ごめんなさいね～。でも、たった一つだけ言えるのは──今のルーネは『絶対正義』ちゃんにも匹敵しうる脅威として、成長しちゃってるってコト～……あの子単体で、世界を滅ほろぼしかねない程ほどにね～。もちろん私なんかじゃ、もう止められないわ～」

　ふう、とリーザはため息を吐ついてから、ゆっくりと問いかけた。

「さあ、『絶対正義』ちゃんとルーネのコトを聞いて、アナタ達はどうするのかしら～？　どうするにせよ、『絶対正義』ちゃんは、もう止まらないところまで来てる……ルーネもきっと、止められない……うふふ、既に詰つんでて崖がけっぷちなんて、可哀かわい想そうね～」

「！　…………」

　その場にいる全員が、思わず息を吞のんでしまう──状じよう況きようは、予想していた以上に最悪だ。リーザが喋しやべろうが喋るまいが、結果は変わらなかったのかもしれない。だからこそ彼女も、こうして簡単に話したのだろうか。

　誰だれも彼もが沈ちん黙もくし、焦しよう燥そうに駆かられた表情で思案に暮れる──が、そんな中で全く怖おじない少女、魅神が不意に声を上げる。

「……で、アンタはどうすればイイと思うの？　──バカ隆良」

「！　そうだ、隆良くんっ……」「！　隆良っ！」

　アリアと夜侘が同時に隆良へと注目し、続けて沙凪と氷莉も彼を見る。

「隆良様っ……！」「たからパパ……」

　全員の注目が、隆良に集まる。今までずっと、皆みんなの前に立ち、何度倒たおれても立ち上がってきた彼の──『自分達のヒーロー』の言葉を、待った。

「………………」

　チームメイトの視線を受け、腕うで組ぐみして考え込んでいた隆良が──ふう、と一つ息を吐はいてから、ゆっくりと語り始めた。

「なんつーかな……俺ってよ、昔のまんまだったらよ……今回、多分……うずくまっちまった時、こうしてまた立つなんて、出来なかったと思うんだよ。そう……お前らと出会う前の、俺だったらよ。きっと、あそこで終わってたんだ」

「…………？」

　何の話か分からず、首を傾かしげる仲間達に──しかし隆良はそのまま話し続ける。

「でもよ……俺は、立てた。お前らが居たから……お前らのおかげで、俺は俺が、何者であるのか……分かったんだ。お前らが……教えてくれたんだよ」

「は……な、ナニよ、急に……改まって……」

「へっ、照れんなよ、魅神──俺まで照れ臭くさくなっちまうだろーが」

　軽く鼻を擦こすった隆良が、空を見上げながら言う。

「世界ってよ──『今』で出来てんだよ、きっと。過去にしがみついて、過去に囚われて、過去に傷つけられたままじゃ……『今』なんて、見えやしねーんだよ」

『絶対正義』は『今』、どんな想いで空を見つめ、『終わり』を待っているのだろうか。そんなコトは分からないが──隆良は言葉を紡つむいでいく。

「だから、それをあの人に──『絶対正義』に教えてやんなきゃな。お前らが、俺に……俺が一体何なのか、教えてくれたみてーによ」

「！　……隆良っ……！」

　表情を輝かがやかせる夜侘に、隆良はにやりと笑えみを浮うかべて応こたえる。

「それでも、まだ分からないっつーんなら──そん時ゃ、ぶん殴なぐってでも止めてやる！　それが俺達の──やり方だ！」

　ぐっ、と拳こぶしを握にぎった隆良が、仲間達の顔を見み渡わたしながら語りかけた。

「そして、当然──ルーネも、救ってやる！　今までだって、ずっとそうしてきたんだからな！　けど、俺一人で、じゃねぇ……お前らと一いつ緒しよに、だ。俺は、お前らが居るからこそ、『ヒーロー』になれる……だから、皆──俺と一緒に、戦ってくれ！」

「────！」

　言い放った隆良に──仲間達全員が、ぶるっ、と一つ身震いした。

　暫しばしの沈黙が流れた後、くすっ、と沙凪と氷莉が笑いながら声を掛かける。

「にゅふっ……もー、仕方ねーですの。隆良様がそう言ったら、何か怖こわいのとか吹ふっ飛んじゃいましたし……ま、いつも通り……やっちゃいますの？」

「まあ、のりかかったフネだしねー……たからパパとつきあうの、なれてきたよ。……でもでも、これおわったら、また……しぬほどあまやかしてね？」

　氷莉のだらだら嗜し好こうは、もはや『今』も『過去』も関係なく、未み来らい永えい劫ごうぶれないような気がするも、とにかく続けてヱリコが通信機越ごしに声を送ってくる。

『わ、わたしも……ホント、何も出来ないですけどっ……それでも精せい一いつ杯ぱい、皆をサポートしますっ！　がっ……頑がん張ばりましょー！』

　今回、そのサポートにどれだけ助けられたことか、とアリアが笑いながら、隆良へと声を掛けていく。

「そうだな、隆良くんの言う通りだ……私も『今』を教えてもらった立場で、そして『未来』を望めるようになった者として……戦う覚かく悟ごは、出来てるさ」

　更さらに──いまだにグロッキー状態だが玲愛も立ち上がり、弱々しい声を上げる。

「う、ウチもやりますよぅ……イイコとして、皆みなさんの危機は見過ごせないですっ。一緒に戦い……はうはうはう」

　ゲル塗まみれの体をよろめかせる玲愛を、沙凪が倒れる前に支える。

　誰一人として、恐おそれは無い──そんな彼らを見ていたリーザは、

（……そう、そうなのね～……どんなに傷ついても、どんなに絶望的でも……あなた達はこうして、立ち向かえるのね～……あ～あ、何だかなぁ、もう……）

　アリアだけでなく、隆良達全員に負けた気がして、悔くやしくて、妬ねたましくて──けれど不思議と、憎にくしみは湧わかず、

（もし、『絶対正義』ちゃんの心の闇やみを払はらって……ルーネを救える人がいるとしたら、それはきっと……なんて、悔しいから……言ってあげないけど、ね～）

　ふっ、と『心ある』笑みを浮かべ、目を閉じた。

　そして、隆良は──強大な相手に立ち向かわねばならないというのに、意気揚よう々ようと恐れも無く笑う少女達を前に、微かすかに口元を緩ゆるめていた。

「……何だかなぁ、ったくよー……」

　呆あきれたように片手で頭を搔かきながら、隆良はもう一度、仲間達の顔を見渡す。

　誰も彼もが珍ちん妙みようで、けれどそんな彼女達こそが、隆良の『今』を作り上げた──何よりも大切な、仲間なのだ。

「へっ……どいつもこいつも、ホント……とことんだな、へへっ」

　つい、妙みようにこみあげてくるモノを感じ、隆良が指先で再び鼻の下を擦る……が、仲間達の内、二人の姿が無いことに気付いた──次の瞬しゆん間かん。

「「……せーのっ」」

「…………ん？」

　隆良の背後から、二人分の声が聞こえたのと同時に──

「「────そーれっ！」」

「へ──い、いっでぇぇぇ!?」

　ずばーんっ、と二つ分の平手打ちが、隆良の背中に衝しよう撃げきを奔はしらせ──ぴょんぴょんと痛みに飛び跳はねながら、隆良が文句を言う。

「なっ……ナニすんだ、魅神、夜侘！　人が感かん慨がいに浸ひたってる時に──」

「浸ってる場合じゃないでしょーが、似合わないのよ、バカ隆良っ」

「そうそう、ほらっ、そんな面おも白しろい顔してないで──いつも通りにしてよっ」

「「ねっ──『私達の、ヒーロー』さん？」」

「！　お、お前らなぁ……だからって背中、叩たたかんでも……へ、へへっ」

　顔を真っ赤にしながらも激げき励れいした魅神と、いつものようにはにかむ夜侘。そんな二人に叩かれた背中は、じんじんと痛みながらも、彼を後押ししてくれているようで──隆良はいつものように笑いながら、言い放つ。

「さあっ……泣いても笑っても、こいつが最後の戦いだ！　俺達は、絶対に負けねぇ……俺達こそが──『真のヒーロー』として！」

　ずっと握り続けていた手を、隆良が思い切り突つき上げながら、声こわ高だかに叫さけぶ。

「『絶対正義ジヤガー・ノート』を止めて、ルーネを救って……ついでに世界も、救ってやらぁ！　いくぜっ──お前らぁ───！」

「「「──お───っ」」」

　隆良と共に拳を振ふり上げた仲間達と、一いつ片ぺんの迷いも無く、突き進んでいく。

『絶対正義』との──『最終決戦ラストバトル』に──







　あとがき







　今日も今日とてフェチズムの奴ど隷れい、初はつ美み陽よう一いちでございます。

『ライジン×ライジン』も何と八巻。こうして再び皆みな様さまとお会いできた喜びと感謝を、相変わらず自重できません。サンキュー……サンキュー、マイプレシャァス……（？）




　さて今回の『ライジン×ライジン』、『ヒーローとは何なのか』というテーマが少なからず物語に関かかわっておりますが……それは人それぞれ、形の違ちがうモノだと思うのです。

　人々を護まもる正義の味方、孤こ独どくを胸に秘ひめたダークヒーロー、あるいは魔ま法ほう少女のような戦うヒロイン……そのどれもが形や思想は違ちがえど、『ヒーロー』と呼べるはず。

　そして、私にとっての『ヒーロー』というのは──『ヒーロー』というのは。

　問答無用で女の子を白はく濁だくゲル塗まみれにし、何だったらスライム責めを決め込み、ある時はゲル触しよく手しゆでヌメ取り巻き付きカラミティ。

　私に、私にとっての『ヒーロー像』はッ……変態ゲル妖よう怪かいなんだァァァ！（誰だれか……誰か早く警察を呼んで！　イヤやっぱ呼ばないで！　シャレにならない！）

　しかし『ライジン×ライジン』の主人公・下しも野の根ね隆たか良らも、今巻の事件を経て確固たる『ヒーロー』としての道を歩き始めました……『ゲルヒーロー』という。もはや揺ゆるがぬ信念の下もと、彼はこれからも、あまねく美少女達にぶっかけ……もとい救っていくはず。

　……よし、ぶっかけだ！　滾たぎってきたぞッ！　『ライジン×ライジン』はっ……まだまだこれからだァァァ！（だから通報だけは……通報だけはご勘かん弁べんを！）




　それにしてもピロシ先生には、いつにも増して素す晴ばらしいイラストを上げて頂いております。しかも今回、ついに夜よ侘わびが表紙に！　初美はイラストを頂いた瞬しゆん間かん、思わず全身から血を噴ふいて昏こん倒とうしました。噴いたのがゲルじゃなくて良かったです。

　ピロシ先生は、どこまで……どこまで私のフェチズムを刺し激げきするんだっ……どんどん高みへ登り詰つめられるピロシ先生に、まだまだ未熟な初美は恐きよう縮しゆくするしかないながら、感謝の念をここに吐はき出させていただくのでした。

　もちろん今回も、越お阪さか部べワタル様に、素晴らしいデザインを手て掛がけて頂きました。センスの無い初美には、絶対に真似まねできないテクニックっ……私に出来ないことを平然とやってのけるッ、そこにシビれる！　あこがれるゥ！（そんな悪のカリスマみたいな）

　更さらに、毎回苦労をかけてしまっている担当Ｋ様、出版に携たずさわってくださっている関係者の皆様、全すべての方に、多大なる感謝を申し上げます！




　そしてもちろん、前巻のあとがきで勝手に仲間認にん定ていしてしまった読者の皆様あってこその『ライジン×ライジン』──どうかどうか、生温か～い眼まな差ざしで隆良達を見守り、贅ぜい沢たくを言えば一いつ緒しよに駆かけて頂ければ、これに勝まさる喜びはございません。

　福ふく原はら蓮れん士じ先生が描えがいて下さっているコミカライズも、『ドラゴンエイジ』と『エイジプレミアム』にて、ゲル大増量の絶好調連れん載さい中でございます！　そちらも合わせてお楽しみ頂ければ、まさに幸こう甚じんの至りでございますっ。




　どうぞこれからも、『ライジン×ライジン』をよろしくお願い致いたします～っ！
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